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第
四
章

　平
成
二
三
年
の
長
浜
曳
山
祭

第
一
節

　平
成
二
三
年
の
長
浜
曳
山
祭
の
芸
能

長
浜
曳
山
祭
は
四
月
九
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
平
成
一
二
年
一
〇
月
に
曳
山
博
物
館
が
開
館
し
て
か
ら
は
、
曳
山
祭
に

先
立
っ
て
四
月
の
第
一
土
曜
日
に
曳
山
交
替
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
曳
山
祭
の
諸
行
事
お
よ
び
曳
山
交
替
式
の
う
ち
、
曳
山
狂
言

と
シ
ャ
ギ
リ
に
関
す
る
事
柄
を
中
心
に
見
て
い
く
。

第
一
項

　

 

曳
山
交
替
式

曳
山
交
替
式
は
例
年
四
月
の
第
一
土
曜
日
に
長
浜
市
曳
山
博
物
館
で
お
こ
な
わ

れ
る
展
示
替
え
で
あ
る
。
平
成
二
三
年
は
四
月
二
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
曳
山
博

物
館
で
は
出
番
山
の
四
基
が
収
納
展
示
さ
れ
て
お
り
、
午
前
中
に
山
飾
り
を
し
た

出
番
山
四
基
が
博
物
館
か
ら
出
さ
れ
、
午
後
に
翌
年
の
出
番
山
四
基
が
収
納
さ
れ

る
。博

物
館
を
出
た
曳
山
は
シ
ャ
ギ
リ
が
演
奏
さ
れ
る
な
か
、
各
町
内
の
山
蔵
に
収

納
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
諫
皷
山
を
例
に
曳
山
交
替
式
の
様
子
を
見
て
い
く
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

山
曳
き
に
は
諫
皷
山
の
中
老
・
若
い
衆
の
ほ
か
に
翁
山
・
鳳
凰
山
か
ら
も
応
援

が
来
た
。
曳
山
の
亭
や
曳
山
の
後
ろ
で
囃
子
方
が
「
御
遣
り
」
を
演
奏
す
る
な
か
、

曳
山
博
物
館
か
ら
山
蔵
ま
で
曳
行
す
る
。
曳
山
が
山
蔵
に
納
め
ら
れ
る
と
、
囃
子

方
は
「
奉
演
間
」
を
演
奏
す
る
。
道
中
、
舞
台
後
見
は
ず
っ
と
曳
山
の
舞
台
に
座

り
続
け
る
。

11:03 10:50 10:49 10:34 10:15 10:12 10:06 9:58 9:49 9:45
時

　間

調
査
日

ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
、
亭
の
後
ろ
に
あ
る
幟
か
ら
剣
を
は
ず
す
。

曳
山
が
展
示
収
納
戸
か
ら
曳
き
出
さ
れ
る
。

曳
山
の
前
に
つ
い
て
い
る
綱
が
伸
ば
さ
れ
、
囃
子
方
は
「
御
遣
り
」
を
演
奏
し
始
め
る
。

囃
子
方
は
曳
山
の
周
り
と
亭
（
曳
山
の
二
階
部
分
）
と
に
分
か
れ
て
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
。

亭
に
上
が
る
囃
子
方
の
靴
は
曳
山
の
後
部
下
段
に
積
ま
れ
て
い
る
。 

山
曳
き
が
五
〇
人
ほ
ど
集
ま
る
。

紋
付
袴
を
着
た
舞
台
後
見
二
人
が
曳
山
の
舞
台
上
に
座
る
。

翁
山
・
鳳
凰
山
の
人
た
ち
が
山
曳
き
の
応
援
に
来
る
。
諫
皷
山
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
い

る
。
曳
山
の
前
輪
は
ス
ト
ッ
パ
ー
で
止
め
ら
れ
て
い
る
。

諫
皷
山
の
若
い
衆
が
来
る
。
若
い
衆
の
ハ
ッ
ピ
で
は
な
く
、
山
曳
き
用
の
青
い
ハ
ッ

ピ
を
着
て
い
る
。 

囃
子
方
が
約
一
五
人
到
着
す
る
。
背
中
に
笛
を
挿
し
て
い
る
人
も
い
る
。
囃
子
方
の

赤
い
ハ
ッ
ピ
を
着
て
い
る
。 

中
老
は
曳
山
の
下
に
敷
い
て
い
る
板
（
コ
ン
パ
ネ
）
を
は
ず
し
て
曳
山
を
下
ろ
し
た

状
態
に
す
る
。
展
示
中
は
車
輪
保
護
の
た
め
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
曳
山
を
上
げ

て
い
る
。
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
使
い
、
空
気
圧
で
曳
山
を
浮
か
せ

て
向
き
を
か
え
る
。 

ハ
ッ
ピ
（
山
曳
き
用
の
ハ
ッ
ピ
は
カ
ン
バ
ン
と
も
よ
ば
れ
る
）
を
着
た
諫
皷
山
の
中

老
約
一
〇
人
が
曳
山
博
物
館
の
広
場
に
集
ま
り
、
展
示
室
内
の
曳
山
を
曳
き
出
す
準
備

を
す
る
。
負
担
人
は
紋
付
羽
織
袴
で
あ
る
。
曳
山
に
先
立
っ
て
歩
く
人
行
事
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
た
。
笠
を
か
ぶ
り
、
金
棒
を
持
ち
茶
色
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
い

る
。

内
容

平
成
二
三
年
四
月
二
日

場
所

曳
山
博
物
館

曳山交替式参与観察表（諫皷山）
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12:00 11:55 11:54 11:52 11:43 11:33 11:29 11:24 11:18 11:12 11:11 11:08 11:06

役
者
が
経
験
を
積
む
た
め
に
曳
山
の
舞
台
に
上
が
る
。

シ
ャ
ギ
リ
が
終
了
す
る
。
太
鼓
な
ど
を
撤
収
す
る
。

シ
ャ
ギ
リ
は
き
り
の
よ
い
と
こ
ろ
で
「
御
遣
り
」
か
ら
落
ち
着
き
の
曲
で
あ
る
「
奉
演

間
」
に
か
わ
る
。

曳
山
が
山
蔵
に
す
べ
て
入
る
。
曳
山
が
蔵
に
入
っ
て
も
シ
ャ
ギ
リ
は
続
く
。

後
ろ
向
き
で
曳
山
を
山
蔵
に
入
れ
る
。
地
面
に
水
を
撒
き
、
車
輪
を
滑
り
や
す
く
す
る
。

山
蔵
前
に
到
着
し
休
憩
す
る
。
稽
古
場
前
に
は
警
備
員
が
い
る
。
休
憩
中
も
シ
ャ
ギ
リ

は
続
く
。
扉
の
か
ん
ぬ
き
が
は
ず
さ
れ
る
。

「
ゆ
う
壱
番
街
御
堂
前
」
の
表
示
が
あ
る
十
字
路
付
近
で
、
道
路
標
示
と
軽
く
接
触
す
る
。

曳
山
の
後
ろ
に
入
る
囃
子
方
と
曳
山
と
は
つ
か
ず
離
れ
ず
の
距
離
を
保
ち
、
自
由
に
曳

山
の
後
ろ
を
歩
い
て
い
る
。

ゆ
う
壱
番
街
と
博
物
館
通
り
の
交
差
点
に
到
着
す
る
と
、
曳
山
の
下
に
板
（
コ
ン
パ
ネ
）

を
敷
く
。
曳
山
を
曲
げ
る
と
き
、
曳
山
の
下
山
後
方
に
つ
い
て
い
る
、
梶
を
と
る
棒
に
数

人
が
乗
っ
て
、
前
方
を
浮
か
せ
て
方
向
転
換
し
や
す
く
す
る
。 

曳
山
の
左
前
と
隣
接
す
る
店
の
屋
根
の
瓦
が
接
触
し
、
瓦
が
少
し
欠
け
た
。
曳
山
は
ア
ー

ケ
ー
ド
の
店
や
軒
先
の
ぎ
り
ぎ
り
を
と
お
っ
て
い
く
。

大
手
門
通
り
と
博
物
館
通
り
の
交
差
点
に
到
着
す
る
と
右
折
す
る
た
め
に
、
曳
山
の
前

の
部
分
に
縄
を
巻
き
つ
け
方
向
転
換
す
る
。 

曳
山
博
物
館
の
広
場
か
ら
出
る
た
め
に
方
向
転
換
す
る
。

再
び
動
き
出
す
。

12:26 12:24 12:23 12:21 12:14 12:04

完
全
に
施
錠
完
了
。

山
蔵
内
の
最
終
点
検
。 

　

向
か
っ
て
右
側
の
出
入
口
は
三
重
に
な
っ
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
入
っ
て
い
て
、

異
常
が
あ
る
と
警
報
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

山
蔵
前
扉
施
錠
完
了
。

蔵
の
扉
が
閉
め
ら
れ
る
。

町
内
の
日
吉
神
社
の
祭
り
で
使
う
神
輿
が
蔵
の
向
か
っ
て
右
側
に
し
ま
わ
れ
る
。

曳
山
の
舞
台
に
狂
言
で
使
う
台
が
置
か
れ
る
。

曳山交替式（諫皷山）  移動中の曳山と後ろにいる囃子方（平
成 23 年 4 月 2 日 11:11 撮影）

曳山交替式（諫皷山）  曳山博物館から出される（平成 23 年
4 月 2 日 10:42 撮影）
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第
二
項

　線
香
番

線
香
番
は
四
月
九
日
に
總
當
番
が
狂
言
時
間
を
計
る
行
事
で
あ
る
。
一
八
時
か

ら
、
總
當
番
の
委
員
長
を
除
く
一
二
人
が
、
三
人
ず
つ
四
組
に
分
か
れ
て
順
次
各

稽
古
場
へ
出
向
い
て
時
間
を
計
る
。
か
つ
て
は
線
香
を
焚
い
て
時
間
を
計
っ
て
い

た
が
、
現
在
で
は
時
計
を
用
い
て
時
間
を
計
る
。
な
お
、
月
宮
殿
で
は
形
式
的
に

現
在
で
も
線
香
を
焚
い
て
い
る
。
狂
言
時
間
は
出
笛
を
含
め
て
四
〇
分
以
内
と
さ

れ
て
い
る
。
春
日
山
に
總
當
番
が
一
八
時
に
到
着
し
、
狂
言
が
一
八
時
二
○
分
に

開
始
す
る
。
そ
の
後
月
宮
殿
・
諫
皷
山
・
青
海
山
の
順
に
一
五
分
ず
つ
遅
れ
て
總

當
番
が
出
向
き
、
狂
言
が
開
始
さ
れ
る
。
ま
た
、
線
香
番
に
は
役
者
激
励
と
し
て
、

長
浜
市
長
・
長
浜
市
教
育
長
・
長
浜
観
光
協
会
会
長
・
長
浜
曳
山
文
化
協
会
理
事
長
・

長
浜
曳
山
祭
協
賛
会
会
長
・
總
當
番
委
員
長
が
各
稽
古
場
へ
慰
問
に
ま
わ
る
。

な
お
、
こ
の
日
か
ら
稽
古
場
は
一
般
公
開
さ
れ
る
。
ま
た
、
線
香
番
で
は
各
山

組
で
つ
け
ら
れ
た
外
題
を
書
い
た
外
題
板
（
サ
ン
ガ
ケ
と
も
よ
ば
れ
る
）
を
稽
古

舞
台
に
掲
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】
　

線
香
番
は
春
日
会
館
の
二
階
に
あ
る
稽
古
場
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
一
八
時
に
總

當
番
が
到
着
し
、
副
筆
頭
な
ど
が
提
灯
を
持
っ
て
出
迎
え
た
。
二
階
に
上
が
っ
て

き
た
總
當
番
に
負
担
人
・
筆
頭
が
扇
子
を
前
に
置
い
て
挨
拶
し
た
。
一
八
時
一
七
分
、

若
い
衆
か
ら
合
図
を
受
け
て
囃
子
方
が
「
奉
演
間
」
を
始
め
る
。
一
八
時
二
〇
分
、

狂
言
開
始
時
間
に
な
り
、
若
い
衆
の
合
図
で
小
学
生
の
女
子
が
「
出
笛
」
を
吹
い
た
。

「
出
笛
」
が
終
わ
る
と
、
若
い
衆
は
「
よ
く
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
声
を
上
げ
拍
手

を
し
た
。
そ
の
後
舞
台
方
が
口
上
を
述
べ
狂
言
が
始
ま
っ
た
。
途
中
一
八
時
二
五

分
頃
市
長
ら
が
役
者
激
励
に
来
て
、
一
〇
分
程
で
退
室
し
た
。
狂
言
が
終
わ
る
と
、

拍
子
木
が
叩
か
れ
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
囃
子
方
は
「
神
楽
」
を
演
奏
す
る
。

一
八
時
五
八
分
、
總
當
番
は
負
担
人
に
挨
拶
を
し
て
退
室
す
る
。

こ
の
日
か
ら
稽
古
場
に
女
性
が
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
役
者
の
母
親
ら
が
狂
言

を
見
に
き
て
い
る
。
役
者
は
線
香
番
用
の
衣
装
を
着
る
。
負
担
人
・
筆
頭
・
副
筆

頭
は
着
流
し
に
羽
織
、
ほ
か
の
若
い
衆
は
平
服
に
ハ
ッ
ピ
を
羽
織
っ
て
い
る
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

線
香
番
は
田
町
会
館
の
稽
古
場
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
線
香
番
開
始
前
か
ら
会
館

外
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
テ
ー
プ
で
「
獅
子
」
が
流
さ
れ
る
。
一
八
時
過
ぎ
に
總
當

番
が
到
着
し
、
囃
子
方
が
「
獅
子
」
を
演
奏
し
始
め
た
。
そ
の
後
、
一
八
時
一
四

分
か
ら
「
ナ
ナ
シ
」
を
演
奏
し
た
。
一
八
時
三
四
分
副
筆
頭
が
線
香
を
着
火
し
、

囃
子
方
は
「
出
笛
」
を
演
奏
す
る
。
「
出
笛
」
が
終
わ
る
と
狂
言
が
始
ま
る
。
狂
言

終
了
後
は
「
獅
子
」
を
演
奏
す
る
。

役
者
の
衣
装
は
、
稽
古
用
の
着
物
で
あ
る
。
筆
頭
・
副
筆
頭
・
負
担
人
・
副
負

担
人
は
着
流
し
に
羽
織
、
ほ
か
の
若
い
衆
は
平
服
に
ハ
ッ
ピ
を
羽
織
る
。
三
役
は

い
ず
れ
も
着
物
姿
で
あ
る
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

線
香
番
は
相
生
会
議
所
の
稽
古
場
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
一
八
時
三
五
分
に
總
當

番
が
三
人
到
着
し
、
負
担
人
が
挨
拶
を
し
た
。
一
八
時
四
〇
分
役
者
が
總
當
番
に

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
し
、
一
八
時
四
三
分
囃
子
部
が
「
豊
公
楽
」

を
演
奏
し
始
め
た
。
一
八
時
四
六
分
舞
台
方
が
舞
台
上
で
外
題
・
三
役
な
ど
の
口

上
を
述
べ
る
。
一
九
時
五
分
頃
囃
子
方
が
「
太
平
楽
」
・
「
出
笛
」
の
順
に
演
奏
し
、

舞
台
後
見
が
ツ
ケ
を
打
ち
、
狂
言
が
始
ま
っ
た
。
上
演
中
一
九
時
二
五
分
市
長
ら

が
激
励
に
来
た
。
一
九
時
四
〇
分
に
狂
言
が
終
了
す
る
と
、
再
び
シ
ャ
ギ
リ
が
鳴



第四章 平成二三年の長浜曳山祭 /第一節 平成二三年の長浜曳山祭の芸能 | 148 

り
始
め
る
。
總
當
番
は
手
持
ち
の
時
計
で
時
間
を
確
認
し
記
録
す
る
。
總
當
番
の

記
録
に
負
担
人
が
署
名
す
る
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

線
香
番
は
御
堂
前
町
家
二
階
の
稽
古
場
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
一
八
時
半
に
總
當

番
が
着
席
し
、
一
八
時
五
〇
分
に
狂
言
が
開
始
さ
れ
た
。
狂
言
が
始
ま
る
前
に
囃

子
方
が
「
奉
演
間
」
・
「
出
笛
」
の
順
に
演
奏
す
る
。
狂
言
終
了
後
「
神
楽
」
を
演

奏
す
る
。
一
八
時
五
〇
分
頃
市
長
ら
が
役
者
激
励
に
来
た
。
總
當
番
や
市
長
ら
が

入
退
室
す
る
際
に
は
、
負
担
人
と
筆
頭
が
扇
子
を
膝
の
前
に
置
い
て
挨
拶
す
る
。

ま
た
、
町
家
の
出
入
り
口
で
も
直
前
筆
頭
や
副
筆
頭
、
そ
の
ほ
か
数
名
の
若
い
衆

が
提
灯
を
持
っ
て
見
送
り
を
し
た
り
車
の
誘
導
を
お
こ
な
う
。
な
お
、
線
香
番
に

は
役
者
親
や
町
内
の
人
も
見
に
く
る
。

役
者
の
服
は
稽
古
着
で
、
負
担
人
・
筆
頭
の
服
装
は
着
流
し
に
羽
織
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
若
い
衆
は
平
服
に
ハ
ッ
ピ
を
羽
織
っ
て
い
る
。

囃
子
方
に
は
鳳
凰
山
の
囃
子
方
も
応
援
に
来
た
。
諫
皷
山
の
囃
子
方
含
め
約

二
三
人
で
あ
る
。
稽
古
舞
台
の
横
だ
け
で
な
く
町
家
の
外
で
も
シ
ャ
ギ
リ
が
鳴
ら

さ
れ
た
。
外
に
い
る
囃
子
方
は
、
稽
古
場
内
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
シ
ャ
ギ
リ
に
合

わ
せ
て
演
奏
し
た
。

線香番参与観察表（月宮殿）

18:31 18:15 18:11 18:06 17:57 17:51 17:50 17:25
時

　間

調
査
日

囃
子
方
「
ナ
ナ
シ
」
を
演
奏
す
る
。

そ
の
後
、
一
〇
人
程
度
の
来
客
が
あ
る
。
中
高
年
の
男
性
・
女
性
が
多
い
が
、
子

ど
も
連
れ
の
家
族
も
い
る
。
来
客
は
無
地
の
座
布
団
や
床
、
縁
側
に
座
る
。

囃
子
方
が
舞
台
裏
で
「
獅
子
」
の
演
奏
を
始
め
る
。

着
流
し
に
羽
織
姿
の
總
當
番
が
三
人
入
室
し
、
負
担
人
・
副
負
担
人
・
筆
頭
に
挨

拶
す
る
。
そ
の
後
、
最
前
列
に
座
る
。 

会
館
の
玄
関
に
は
田
町
の
紋
と
「
月
宮
殿
」
と
字
が
入
っ
た
提
灯
が
五
つ
、
田
町

の
紋
が
青
い
提
灯
が
三
つ
と
赤
い
提
灯
が
二
つ
、
さ
ら
に
「
負
担
人
」
と
書
か
れ
た

提
灯
が
二
つ
置
か
れ
て
い
る
。
会
館
の
周
囲
に
は
二
〇
人
以
上
の
見
学
者
が
集
ま
っ

て
い
る
。 

振
付
は
順
番
に
役
者
の
着
物
を
直
す
。
ほ
か
の
役
者
た
ち
は
役
者
方
の
若
い
衆
と

雑
談
を
す
る
。
そ
の
後
、
役
者
と
振
付
は
舞
台
裏
へ
移
動
す
る
。

振
付
と
役
者
・
小
舞
台
は
舞
台
左
手
前
の
部
屋
に
座
る
。

田
町
会
館
外
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
ハ
ヤ
シ
が
流
れ
て
い
る
。

　

筆
頭
を
は
じ
め
若
い
衆
が
多
数
集
ま
っ
て
い
る
。
会
館
の
外
に
は
囃
子
方
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

　

会
館
内
に
は
来
客
用
の
模
様
の
入
っ
た
座
布
団
が
舞
台
正
面
に
九
枚
敷
か
れ
て
い

る
。
座
布
団
の
前
に
は
粗
品
と
、
月
宮
殿
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
菓
子
の
包
み
が
一
つ
ず

つ
置
か
れ
る
。
隣
の
部
屋
に
は
無
地
の
座
布
団
が
一
二
枚
敷
か
れ
る
。
こ
ち
ら
に
は

粗
品
な
ど
は
置
か
れ
な
い
。
舞
台
前
に
線
香
が
置
か
れ
る
。

内
容

平
成
二
三
年
四
月
九
日

場
所

田
町
会
館
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19:15 18:55  18:45 頃〜 18:34

狂
言
が
終
了
す
る
。
八
重
桐
役
を
中
心
に
礼
を
す
る
。
囃
子
方
が
舞
台
裏
で
「
獅
子
」

を
演
奏
す
る
。
来
客
は
少
し
ず
つ
退
室
す
る
。
退
室
す
る
来
客
を
玄
関
の
外
に
い
る
若

い
衆
が
提
灯
を
持
っ
て
送
り
出
す
。

總
當
番
は
負
担
人
・
副
負
担
人
・
筆
頭
ら
に
挨
拶
し
、
書
類
に
サ
イ
ン
を
し
て
退
出

す
る
。 

　

最
後
に
負
担
人
が
振
付
に
対
し
て
挨
拶
を
す
る
。 

来
賓
が
二
人
ず
つ
、
負
担
人
・
副
負
担
人
・
筆
頭
に
挨
拶
し
て
退
室
す
る
。

振
付
は
狂
言
中
舞
台
裏
で
指
導
を
し
て
い
る
。 

　

最
後
の
立
ち
ま
わ
り
の
場
面
で
若
い
衆
に
よ
る
太
鼓
や
笛
が
初
め
て
入
る
。

長
浜
市
長
・
長
浜
市
教
育
長
・
長
浜
観
光
協
会
会
長
・
長
浜
曳
山
文
化
協
会
理
事
長
・

長
浜
曳
山
祭
協
賛
会
会
長
・
總
當
番
委
員
長
な
ど
が
役
者
激
励
の
た
め
に
入
室
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
負
担
人
・
副
負
担
人
・
筆
頭
に
挨
拶
を
す
る
。 

　

窓
の
外
で
は
若
い
衆
や
町
内
の
人
二
〇
人
く
ら
い
が
窓
越
し
に
な
か
の
様
子
を
見
て

い
る
。 

副
筆
頭
が
線
香
に
着
火
す
る
。
囃
子
方
は
「
出
笛
」
を
演
奏
す
る
。
そ
の
後
、
狂
言

が
開
始
さ
れ
る
。

線香番（春日山）  總當番の出仕を出迎える（平成 23 年 4 月
9 日撮影）

線香番（月宮殿）  町内の人が見にくる（平成 23 年 4 月 9 日
18:45 撮影）

線香番（月宮殿）  形式的に焚く線香（平成 23 年 4 月 9 日
17:43 撮影）

線香番（諫皷山）  總當番を見送る（平成 23 年 4 月 9 日 19:33
撮影）

線香番（春日山）  囃子方（平成 23 年 4 月 9 日 18:56 撮影）

線香番（諫皷山）  總當番が時間を計るなか、狂言執行される
（平成 23 年 4 月 9 日 18:41 撮影）
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第
三
項

　裸
参
り

裸
参
り
は
、
曳
山
狂
言
奉
納
の
順
番
と
子
ど
も
役
者
の
健
康
、
そ
し
て
祭
り
の

無
事
を
祈
っ
て
、
四
月
九
日
か
ら
一
二
日
に
か
け
て
、
出
番
山
の
若
い
衆
に
よ
っ

て
お
こ
な
わ
れ
る
。
四
日
間
毎
日
お
こ
な
う
か
ど
う
か
は
山
組
で
判
断
さ
れ
る
。

天
候
の
悪
い
と
き
な
ど
は
、
着
物
を
着
て
羽
織
参
り
を
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
る
。

狂
言
の
稽
古
が
終
わ
る
と
、
若
い
衆
が
各
山
組
の
会
所
な
ど
に
集
ま
り
、
裸
参

り
の
装
束
に
着
替
え
、
若
い
衆
か
ら
選
ば
れ
た
籤
取
人
を
中
心
に
し
て
出
発
前
の

酒
盛
り
を
す
る
。
午
後
八
時
頃
若
い
衆
筆
頭
の
先
導
の
も
と
、
若
い
衆
は
隊
列
を

つ
く
り
、
大
手
門
通
り
、
宮
町
通
り
を
経
て
長
濱
八
幡
宮
（
以
下
、
八
幡
宮
と
す
る
）

へ
向
か
う
。
八
幡
宮
参
拝
が
終
わ
る
と
豊
国
神
社
へ
向
か
う
。
道
中
で
は
暇
番
山

の
人
が
迎
え
水
と
し
て
裸
参
り
を
す
る
若
い
衆
に
水
を
掛
け
た
り
、
酒
を
振
舞
う

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
ほ
か
の
山
組
の
裸
参
り
と
す
れ
違
う
際
は
気
勢
が
上
が
り
、

ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ
る
。
自
町
へ
帰
っ
て
く
る
と
、
三
役
の
宿
や
各
役
者
の

家
へ
激
励
に
ま
わ
る
。
裸
参
り
が
終
わ
る
と
、
会
所
な
ど
で
役
者
親
な
ど
か
ら
食

事
が
振
舞
わ
れ
る
。
裸
参
り
で
は
、
隊
列
は
左
側
通
行
と
し
参
拝
往
路
優
先
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
拡
声
器
や
鳴
り
物
は
使
わ
な
い
な
ど
の
決
ま
り
が
あ
る
。

昭
和
五
一
年
か
ら
は
、
一
二
日
夜
に
、
長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
の
行
事
と
し
て
、

裸
参
り
の
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
が
大
手
門
通
り
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

平
成
二
三
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
自
粛
で
、
大
手
門
通
り
・
宮
町
通
り
に
面

す
る
山
組
以
外
は
、
基
本
的
に
大
手
門
通
り
で
の
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
は
実
施
せ
ず
、「
ヨ

イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
の
掛
け
声
の
み
で
あ
っ
た
。

裸 参 り（ 月 宮 殿 ）  大手門通りにて（平成 23 年 4 月 12 日
21:03 撮影）

裸参り（諫皷山）  出発前（平成 23 年 4 月 10 日 18:20 撮影）裸参り（諫皷山）  囃子方が出発を見送る（平成 23 年 4 月 10
日 18:47 撮影）

裸参り（月宮殿）  八幡宮の井戸で身を清める（平成 23 年 4
月 9 日 21:02 撮影）
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裸参り（萬歳樓）  迎えシャギリ ( 平成 23 年 4 月 12 日 21:26
撮影）

裸参り（春日山）  着流しにハッピ姿で八幡宮での参拝（平成
23 年 4 月 9 日 21:15 撮影）

裸参り（諫皷山）  役者・御幣使など子どもを激励する（平成
23 年 4 月 10 日 19:54 撮影）

裸参り（月宮殿）  接待（振舞い）（平成 23 年 4 月 9 日 21:48 撮影）

第
四
項 

　起
し
太
鼓

起
し
太
鼓
は
一
三
日
と
一
五
日
の
早
朝
に
御
幣
迎
え
と
朝
渡
り
が
あ
る
た
め
、

未
明
に
若
い
衆
や
祭
礼
関
係
者
を
起
こ
し
て
ま
わ
る
と
い
う
目
的
が
あ
る
。
そ
の

た
め
日
付
が
か
わ
っ
て
か
ら
開
始
し
、
朝
方
ま
で
す
る
山
組
も
あ
る
が
、
多
く
の

山
組
で
は
一
二
日
の
二
二
、
三
時
頃
か
ら
開
始
し
翌
日
三
時
頃
に
は
終
え
る
。
一
五

日
に
起
し
太
鼓
を
し
て
い
る
山
組
は
少
な
い
。
起
し
太
鼓
は
、
出
番
山
・
暇
番
山

と
も
に
お
こ
な
う
。
こ
こ
で
は
調
査
を
お
こ
な
っ
た
七
つ
の
山
組
を
紹
介
す
る
。

参
加
者
は
若
い
衆
が
中
心
で
あ
る
。
一
部
高
校
生
以
下
の
参
加
も
見
ら
れ
る
が
、

深
夜
に
お
よ
ぶ
た
め
、
日
付
が
か
わ
る
前
に
帰
宅
さ
せ
る
山
組
が
多
い
。
ま
た
、

女
性
が
参
加
す
る
山
組
も
あ
る
。

当
日
は
各
山
組
の
会
所
に
集
ま
り
、
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
（
シ
ャ
ギ
リ
マ
ル
と
も

呼
ば
れ
る
小
型
の
曳
山
）
に
太
鼓
を
載
せ
、
演
奏
し
な
が
ら
町
内
を
練
り
あ
る
く
。

道
中
ほ
か
の
山
組
の
会
所
に
挨
拶
に
行
き
、
お
酒
な
ど
が
振
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
お
世
話
に
な
っ
た
家
の
前
に
行
っ
て
演
奏
し
た
り
、
戸
を
叩
く
山
組
も
あ
る
。

一
晩
の
う
ち
に
二
、
三
回
町
内
な
ど
を
ま
わ
る
山
組
が
多
く
、
そ
の
合
間
に
会
所

で
飲
食
を
し
た
り
、
仮
眠
を
取
っ
た
り
す
る
。

道
中
演
奏
す
る
曲
目
に
は
、
「
起
し
太
鼓
」
・
「
別
嬪
」
・
「
桜
囃
子
」
・
「
菊
囃
子
」

な
ど
が
あ
る
。
起
し
太
鼓
の
曲
は
囃
子
保
存
会
が
組
織
さ
れ
る
以
前
よ
り
各
山
組

に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
た
め
、
独
自
の
曲
が
残
っ
て
い
る
。

な
お
、
調
査
年
度
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
自
粛
の
た
め
、
總
當
番
か
ら
起
し

太
鼓
は
自
町
の
み
で
お
こ
な
う
よ
う
要
請
が
あ
り
、
例
年
と
異
な
る
起
し
太
鼓
を

し
て
い
る
山
組
も
あ
っ
た
。
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【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

囃
子
方
総
責
と
高
校
生
、
大
学
生
の
囃
子
方
が
中
心
と
な
り
お
こ
な
わ
れ
る
。

小
学
生
も
途
中
ま
で
参
加
す
る
。
一
三
日
と
一
五
日
の
二
日
間
お
こ
な
う
。
一
三

日
は
会
合
の
あ
と
、
三
山
連
合
（
曳
山
の
協
力
関
係
に
あ
る
月
宮
殿
と
猩
々
丸
と

萬
歳
樓
）
の
ほ
か
の
山
組
を
ま
わ
っ
た
。
飲
食
や
ほ
か
の
山
組
の
接
待
を
し
、
最

後
に
自
町
の
み
ま
わ
る
。
一
五
日
は
〇
時
に
八
幡
宮
で
山
番
（
曳
山
の
警
備
）
を

し
て
い
る
中
老
に
差
し
入
れ
に
い
き
、
そ
の
あ
と
会
館
に
戻
り
飲
食
を
し
、
自
町

の
み
を
ま
わ
っ
た
。
両
日
と
も
日
付
が
か
わ
っ
て
か
ら
始
め
、
四
時
半
頃
ま
で
お

こ
な
っ
た
。

1:29 1:25 0:45 0:30 0:20 0:01 時
間

船
町
会
館
に
到
着
す
る
。
猩
々
丸
の
山
組
の
人
よ
り
月
宮
殿
全
員
が
接
待
を
受
け
る
。

お
茶
や
お
酒
を
飲
み
つ
つ
猩
々
丸
の
人
た
ち
と
談
笑
し
て
い
る
。

田
町
会
館
前
を
出
発
す
る
。
筆
頭
と
囃
子
方
総
責
が
一
番
前
を
歩
き
手
に
は
提
灯
を
持

つ
。
負
担
人
・
副
負
担
人
・
中
老
は
残
る
。
シ
ャ
ギ
リ
マ
ル
の
曳
き
手
は
二
人
で
、
そ
れ

以
外
も
合
わ
せ
る
と
囃
子
方
は
計
一
二
人
で
あ
る
。
「
起
し
太
鼓
」
を
演
奏
し
つ
つ
練
り

歩
く
。

起
し
太
鼓
の
会
合
が
始
ま
る
。
囃
子
方
総
責
が
司
会
を
し
て
、
負
担
人
と
筆
頭
が
囃
子

方
へ
挨
拶
を
す
る
。 

筆
頭
・
囃
子
方
の
子
ど
も
た
ち
や
大
学
生
が
田
町
会
館
に
来
る
。

負
担
人
が
来
て
囃
子
方
総
責
に
祝
儀
を
渡
す
。
そ
の
後
、
中
老
、
副
負
担
人
か
ら
も
祝
儀
。

寿
司
・
オ
ー
ド
ブ
ル
・
ビ
ー
ル
・
お
茶
・
ジ
ュ
ー
ス
を
用
意
す
る
。

囃
子
方
総
責
（
囃
子
方
の
リ
ー
ダ
ー
）
が
田
町
会
館
に
来
る
。

内
容

起し太鼓 (4 月 13 日）参与観察表（月宮殿）

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

起
し
太
鼓
は
若
い
衆
の
み
が
参
加
す
る
。
〇
時
過
ぎ
か
ら
始
め
、
三
時
頃
ま
で

お
こ
な
う
。
演
奏
に
合
わ
せ
て
「
起
ー
き
よ
起
ー
き
よ
」
と
う
た
う
。
例
年
は
自

町
内
を
ま
わ
っ
た
あ
と
、
ほ
か
の
山
組
の
会
所
へ
行
く
が
、
調
査
年
度
は
大
震
災

に
よ
る
自
粛
の
た
め
自
町
内
の
み
囃
し
て
ま
わ
っ
た
。
な
お
、
青
海
山
は
一
五
日

に
も
起
し
太
鼓
を
お
こ
な
う
。

4:05 2:47 2:12 1:50 1:39

起
し
太
鼓
二
回
目
。
今
回
は
自
町
の
み
ま
わ
る
。
高
校
生
と
大
学
生
の
み
の
六
人
で
あ
る
。

終
了
は
四
時
半
頃
で
あ
っ
た
。

常
磐
山
が
田
町
会
館
に
到
着
す
る
。
シ
ャ
ギ
リ
が
聞
こ
え
て
く
る
と
会
館
内
に
い
た
人
た

ち
が
外
へ
出
て
迎
え
る
。
筆
頭
が
挨
拶
を
す
る
。
ま
た
、
酒
・
サ
キ
イ
カ
な
ど
を
振
舞
う
。

田
町
会
館
前
に
到
着
す
る
。
中
老
・
若
い
衆
・
囃
子
方
が
何
人
か
待
機
し
て
い
る
。
囃
子

方
た
ち
が
太
鼓
、
提
灯
を
会
館
内
へ
し
ま
う
。
仮
眠
を
す
る
若
い
衆
も
い
た
。
囃
子
方
た
ち

は
寝
ず
に
談
笑
す
る
。

八
幡
町
会
館
に
到
着
す
る
。
萬
歳
樓
側
が
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
で
月
宮
殿
の
人
た
ち
を
迎
え

る
。
萬
歳
樓
の
山
組
の
人
に
筆
頭
が
お
酒
を
渡
す
。
筆
頭
同
士
が
挨
拶
を
す
る
。
そ
の
後
、

萬
歳
樓
か
ら
接
待
を
受
け
る
。
主
に
お
酒
と
焼
き
鳥
を
い
た
だ
く
。
猩
々
丸
の
と
き
と
同
じ

く
、
萬
歳
樓
の
人
た
ち
と
談
笑
す
る
。

船
町
会
館
を
出
発
す
る
。
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2:55 2:50 2:45 2:30 2:25 1:50 1:45 1:25 1:05 0:40 0:30 時
間

食
事
が
終
了
。
一
三
日
、
若
い
衆
は
一
〇
時
半
に
会
議
所
に
集
合
す
る
と
の
連
絡
事
項

が
伝
え
ら
れ
解
散
す
る
。

会
議
所
で
会
食
を
再
開
す
る
。

起
し
太
鼓
が
会
議
所
に
到
着
し
、
シ
ャ
ギ
リ
も
終
わ
る
。

常
磐
山
の
起
し
太
鼓
が
帰
る
と
、
青
海
山
の
起
し
太
鼓
を
再
開
し
、
自
町
内
を
ま
わ
る
。

一
回
目
の
起
し
太
鼓
と
同
じ
道
順
で
町
内
を
ま
わ
る
。

常
磐
山
の
起
し
太
鼓
が
会
議
所
か
ら
出
発
す
る
。
常
磐
山
が
、
青
海
山
の
発
展
を
祈
念

し
て
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
と
い
う
。

常
磐
山
が
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
し
な
が
ら
相
生
会
議
所
に
訪
れ
る
。
常
磐
山
に
対
し
て
、

青
海
山
も
シ
ャ
ギ
リ
で
迎
え
る
。
青
海
山
の
若
い
衆
筆
頭
と
若
い
衆
筆
頭
心
得
が
提
灯
を

掲
げ
て
、
会
議
所
の
前
で
常
磐
山
を
迎
え
る
。
青
海
山
の
若
い
衆
筆
頭
が
、
常
磐
山
を
会

議
所
内
に
招
き
、
酒
や
食
事
を
振
舞
う
。

会
食
の
食
べ
物
が
片
づ
け
ら
れ
、
新
し
い
食
べ
物
が
用
意
さ
れ
る
。　

会
議
所
に
戻
り
、
会
食
を
す
る
。 

　

常
磐
山
の
起
し
太
鼓
が
会
議
所
に
訪
れ
た
ら
、
酒
を
渡
す
と
い
う
打
合
せ
が
あ
る
。　

普
段
の
起
し
太
鼓
で
は
、
自
町
内
を
ま
わ
っ
て
か
ら
他
町
を
ま
わ
り
、
他
町
か
ら
振
舞
酒

な
ど
が
あ
る
が
、
今
回
は
お
こ
な
わ
な
い
。

一
回
目
の
起
し
太
鼓
に
出
発
す
る
。
シ
ャ
ギ
リ
マ
ル
に
若
い
衆
一
人
が
乗
っ
て
太
鼓
を

演
奏
し
、
ほ
か
の
若
い
衆
が
笛
を
演
奏
。
「
起
ー
き
よ
、
起
き
よ
」
と
い
い
な
が
ら
自
町

内
を
ま
わ
る
。

囃
子
部
長
か
ら
、
起
し
太
鼓
の
連
絡
事
項
が
伝
え
ら
れ
る
。
①
一
時
頃
、
一
回
目
の
起

し
太
鼓
。
自
町
内
の
み
を
ま
わ
る
。
②
二
時
ま
た
は
二
時
半
か
ら
二
回
目
の
起
し
太
鼓
。

こ
の
間
、
起
し
太
鼓
と
会
議
所
の
片
づ
け
を
す
る
者
に
分
か
れ
る
。
③
三
時
頃
起
し
太
鼓

終
了
。
囃
子
部
長
の
連
絡
事
項
の
あ
と
、
若
い
衆
筆
頭
か
ら
「
一
回
目
の
起
し
太
鼓
の
み

で
帰
る
場
合
は
、
囃
子
部
長
か
筆
頭
に
必
ず
そ
の
旨
を
伝
え
る
こ
と
」
と
連
絡
が
あ
る
。

そ
の
後
会
食
を
す
る
。 

若
い
衆
が
相
生
会
議
所
に
集
ま
り
始
め
る
。
参
加
者
は
一
五
人
。
起
し
太
鼓
に
参
加
す

る
の
は
若
い
衆
の
み
で
、
子
ど
も
は
不
参
加
で
あ
る
。

内
容

起し太鼓（4 月 13 日）参与観察表（青海山）

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

若
い
衆
の
参
加
が
多
い
が
、
〇
時
ま
で
は
高
校
生
以
下
の
囃
子
方
も
多
く
参
加

す
る
。
例
年
起
し
太
鼓
は
鳳
凰
山
・
翁
山
の
会
所
を
行
き
来
し
て
い
る
。
か
つ
て

は
近
郊
農
村
の
人
を
雇
っ
て
起
し
太
鼓
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
後
、
一

時
期
笛
を
テ
ー
プ
で
流
し
て
太
鼓
だ
け
叩
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、
「
起
し
太

鼓
」
の
歌
が
あ
っ
た
が
現
在
は
う
た
わ
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
は
町
内
の
女
性
に

よ
る
三
味
線
も
入
っ
た
。
女
性
が
来
な
く
な
っ
た
あ
と
、
若
い
衆
が
か
わ
り
に
三

味
線
や
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
弾
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

23:00 22:43 22:37 22:30 時
間

鳳
凰
山
の
祝
町
会
館
に
到
着
す
る
。
席
に
着
き
、
鳳
凰
山
の
若
い
衆
が
諫
皷
山
の
若
い

衆
に
日
本
酒
・
ビ
ー
ル
を
振
舞
う
。
食
べ
物
は
揚
げ
物
や
魚
・
ス
ル
メ
・
寿
司
、
子
ど
も

た
ち
は
お
茶
を
飲
む
。

町
家
前
を
出
発
す
る
。
「
起
し
太
鼓
」
を
演
奏
し
な
が
ら
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
を
曳
い
て

自
町
を
二
周
す
る
。
笛
の
吹
け
な
い
若
い
衆
も
一
緒
に
ま
わ
る
。
そ
の
後
祝
町
会
館
に
向

か
う
。

起
し
太
鼓
に
出
発
す
る
。「
起
ー
き
よ
起
き
よ
…
…
」と
う
た
い
な
が
ら
外
に
出
て
い
く
。

町
家
の
外
に
は
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
が
置
か
れ
て
い
る
。
中
老
の
何
人
か
は
外
で
見
送
る
。

中
老
・
若
い
衆
・
囃
子
方
の
子
ど
も
た
ち
が
三
〇
人
く
ら
い
輪
に
な
っ
て
飲
食
し
て
い

る
。
飲
み
物
は
日
本
酒
・
ビ
ー
ル
・
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
。
食
べ
物
は
お
寿
司
・
オ
ー
ド
ブ
ル
・

お
に
ぎ
り
。
囃
子
方
の
女
性
も
い
る
。
稽
古
舞
台
の
上
は
中
老
席
で
、
こ
た
つ
布
団
が
か

け
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
て
い
る
。
中
老
の
ほ
か
に
籤
取
人
や
直
前
筆
頭
な
ど
の
若

い
衆
も
座
っ
て
い
る
。 

　

若
い
衆
は
「
諫
」
、
囃
子
方
は
「
囃
」
の
字
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
赤
い
ハ
ッ
ピ
を
着
用
す
る
。

「
子
ど
も
は
大
人
と
一
緒
に
飲
み
食
い
す
る
と
、
大
人
の
仲
間
入
り
し
た
よ
う
な
気
に
な

る
。
大
人
も
子
ど
も
を
大
人
扱
い
さ
せ
る
。
ハ
ッ
ピ
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
み
た
い
な
も
の
。

一
体
感
が
生
ま
れ
る
。
（
若
い
衆
）
」

内
容

起し太鼓（4 月 12 ～ 13 日）参与観察表（諫皷山）
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【
高
砂
山
（
宮
町
組
）】

起
し
太
鼓
で
は
「
桜
囃
子
」
と
い
う
曲
の
ほ
か
に
、
「
正
調
」
と
い
う
曲
を
演
奏

す
る
。
「
正
調
」
を
吹
け
る
人
は
あ
ま
り
お
ら
ず
、
若
い
人
が
吹
け
な
い
た
め
廃
れ

か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
現
在
は
子
ど
も
に
教
え
て
い
な
い
が
、
出
番
の
前
に
な
る

と
若
い
衆
が
「
正
調
」
の
練
習
を
す
る
。
「
正
調
」
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
の

曲
で
あ
る
。
現
在
、
萬
歳
樓
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
「
起
し
太
鼓
」
と
同
じ
曲
で
あ

る
。
年
配
者
の
な
か
に
は
「
正
調
」
を
好
む
人
が
お
り
、
自
分
の
家
の
前
は
「
正
調
」

を
鳴
ら
し
て
と
お
る
よ
う
要
求
し
た
り
す
る
。

0:07 0:04 23:44 23:41 23:36 23:32 23:24 23:06

翁
山
が
見
送
る
な
か
、
諫
皷
山
は
起
し
太
鼓
を
し
な
が
ら
町
家
に
戻
る
。
太
鼓
は
若
い
衆

が
叩
く
。
大
分
酔
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

諫
皷
山
副
筆
頭
の
挨
拶
で
締
め
る
。
拍
手
の
あ
と
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
の
掛
け
声
が
上
が
る
。

諫
皷
山
副
筆
頭
が
乾
杯
の
挨
拶
を
す
る
。
翁
山
と
諫
皷
山
ま
ぜ
こ
ぜ
に
座
り
歓
談
。
飽
き

た
様
子
で
携
帯
を
い
じ
る
子
ど
も
が
い
る
一
方
で
、
大
人
と
話
す
子
ど
も
も
い
る
。

席
に
着
き
、
翁
山
の
若
い
衆
が
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
を
諫
皷
山
に
振
舞
う
。
食
べ
物
は
寿
司
、

オ
カ
キ
な
ど
。
子
ど
も
に
は
お
茶
が
振
舞
わ
れ
る
。
翁
山
は
ハ
ッ
ピ
を
着
た
人
も
い
れ
ば
着

て
な
い
人
も
い
る
。

翁
山
伊
部
町
会
館
に
到
着
す
る
。
翁
山
の
若
い
衆
は
提
灯
を
持
っ
て
会
館
前
で
出
迎
え
る
。

祝
町
会
館
を
出
発
す
る
。
鳳
凰
山
は
会
館
の
前
に
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
を
出
し
て
、
起
し
太

鼓
を
し
て
見
送
る
。

諫
皷
山
副
筆
頭
が
「
来
年
の
鳳
凰
山
の
出
番
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
す
る
と
、
籤
取
人
が
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
の
掛
け
声
を
い
い
始
め
る
。
つ
い
で
全

員
で
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
を
い
う
。
そ
の
後
鳳
凰
山
か
ら
「
諫
皷
山
万
歳
」
と
万
歳
三
唱

す
る
。
さ
ら
に
全
員
で
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
と
い
う
。
諫
皷
山
は
お
礼
を
い
い
退
室
す
る
。

子
ど
も
た
ち
は
暇
そ
う
に
部
屋
の
隅
に
か
た
ま
っ
て
い
る
。
談
笑
し
た
り
携
帯
電
話
を
い

じ
っ
た
り
す
る
。

若
い
衆
は
鳳
凰
山
の
若
い
衆
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
談
笑
。
女
性
が
お
酌
す
る
こ
と

も
。
鳳
凰
山
の
人
は
ハ
ッ
ピ
を
着
て
い
る
。

「
例
年
だ
と
翁
山
と
鳳
凰
山
と
諫
皷
山
と
で
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
。
お
互
い
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
し
な
い
様
に
携
帯
電
話
で
や
り
取
り
す
る
。
（
諫
皷
山
中
老
囃
子
方
）
」

諫
皷
山
筆
頭
が
「
今
後
鳳
凰
山
と
の
付
き
合
い
が
続
き
ま
す
よ
う
に
、
乾
杯
」
と
発
声
し
、

乾
杯
す
る
。

1 時過ぎ 0:54 0:50 0:40 0:26 0:14

解
散
。

負
担
人
は
じ
め
中
老
は
四
人
が
帰
宅
す
る
。　

壽
山
の
若
い
衆
ら
は
退
室
す
る
。
諫
皷
山
は
、
起
し
太
鼓
を
演
奏
し
た
り
扇
子
を
振
っ

て
見
送
る
。

二
回
目
の
起
し
太
鼓
が
終
了
す
る
。

一
五
人
く
ら
い
で
二
回
目
の
起
し
太
鼓
を
す
る
。
自
町
を
ま
わ
る
。

壽
山
の
若
い
衆
が
五
人
く
ら
い
で
町
家
に
や
っ
て
く
る
。
提
灯
を
持
っ
て
い
る
が
、
シ
ャ

ギ
リ
は
し
て
い
な
い
。
日
本
酒
を
二
升
持
っ
て
く
る
。
町
家
の
な
か
で
お
酒
が
振
舞
わ
れ

る
。
若
い
衆
や
子
ど
も
た
ち
は
町
家
の
外
で
ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
話
を
し
た
り
す
る
人
も
い

る
。
子
ど
も
は
家
か
ら
の
迎
え
で
帰
宅
す
る
。
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【
壽
山
（
大
手
町
組
）】

笛
の
吹
け
な
い
若
い
衆
も
多
く
参
加
し
、
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
を
曳
き
な
が
ら
自

町
を
囃
し
て
ま
わ
る
。
例
年
は
諫
皷
山
と
常
磐
山
に
も
囃
し
な
が
ら
行
く
が
、
調

査
年
度
は
大
震
災
に
よ
る
自
粛
の
た
め
、
囃
さ
ず
に
お
酒
だ
け
持
っ
て
挨
拶
に
行
っ

た
。0:15 23:50 頃 23:40 23:30 頃 23:00 頃 時

間

酒
を
酌
み
交
わ
し
終
え
、
大
手
門
通
り
の
飲
食
店
前
ま
で
引
き
返
し
解
散
し
た
。
こ
の

店
の
前
は
毎
年
様
々
な
町
の
起
し
太
鼓
で
ご
っ
た
返
す
の
で
、
店
を
開
け
て
お
く
よ
う
に

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

例
年
は
他
町
ま
で
遠
征
す
る
の
で
、
日
付
が
か
わ
る
前
に
終
わ
る
の
は
異
例
で
あ
る
。 

そ
の
ま
ま
諫
皷
山
町
家
へ
。
酒
を
持
参
し
、
挨
拶
後
稽
古
宿
二
階
で
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

諫
皷
山
の
中
老
、
若
い
衆
な
ど
一
○
名
ほ
ど
が
い
る
。
町
家
前
に
は
諫
皷
山
の
囃
子
方
が

た
む
ろ
し
て
い
る
。
若
い
衆
の
一
人
は
諫
皷
山
と
一
緒
に
起
し
太
鼓
を
演
奏
す
る
。
諫
皷

山
の
囃
子
に
上
手
な
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
た
た
め
、
一
緒
に
ま
わ
っ
て
学

び
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
を
置
く
（
パ
ン
屋
の
駐
車
場
）
。
パ
ン
屋
の
店
主
よ
り
「
壽
山
の
シ
ャ

ギ
リ
が
上
手
に
な
っ
た
」
と
の
言
葉
を
受
け
る
。

酒
を
贈
り
合
い
、
挨
拶
を
し
た
あ
と
に
、
常
磐
山
と
別
れ
、
自
町
を
ま
わ
る
。

壽
山
山
蔵
前
で
、
常
磐
山
の
起
し
太
鼓
と
合
流
す
る
。
例
年
常
磐
山
に
は
挨
拶
に
行
き

合
う
の
だ
が
、
自
粛
に
よ
り
起
し
太
鼓
が
自
町
内
の
み
と
い
う
取
り
決
め
に
な
っ
た
た
め
、

町
の
境
（
壽
山
山
蔵
前
）
あ
た
り
で
待
ち
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

起
し
太
鼓
開
始
。
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
を
出
し
、
壽
山
山
蔵
前
ま
で
曳
く
。
太
鼓
に
若
い

衆
一
人
、
笛
は
筆
頭
・
副
筆
頭
・
囃
子
方
・
ほ
か
若
い
衆
一
人
で
あ
る
。
残
り
の
若
い
衆
は
シ
ャ

ギ
リ
ヤ
タ
イ
を
曳
い
た
り
横
に
つ
い
て
歩
く
。

裸
参
り
の
迎
え
提
灯
の
あ
と
、
起
し
太
鼓
が
始
ま
る
。
起
し
太
鼓
開
始
時
の
若
い
衆
は

約
一
〇
人
で
あ
る
。
場
所
は
壽
山
の
若
い
衆
の
一
人
が
経
営
す
る
大
手
門
通
り
の
飲
食
店

で
あ
る
。

内
容

起し太鼓（4 月 12 ～ 13 日）参与観察表（壽山）

【
常
磐
山
（
呉
服
町
組
）】

基
本
的
に
参
加
は
若
い
衆
の
み
で
あ
る
。
二
回
に
分
け
て
囃
し
て
ま
わ
る
。
自

町
を
ま
わ
る
道
中
で
は
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
の
家
の
戸
を
叩
い
た
り
す
る
。

曲
に
合
わ
せ
「
起
ー
き
よ
、
起
き
よ
」
と
う
た
い
な
が
ら
進
行
す
る
。
ま
た
ほ
か

の
山
組
へ
も
激
励
に
行
く
。
か
つ
て
は
、
起
し
太
鼓
に
芸
者
に
よ
る
三
味
線
が
つ

い
て
い
た
。

23:32 23:31 22:09 22:05 頃 時
間

常
磐
会
館
前
を
常
磐
山
起
し
太
鼓
が
出
発
す
る
。
若
い
衆
約
一
〇
名
で
あ
る
。
女
性
が

シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
に
乗
り
太
鼓
を
叩
く
。
女
性
は
囃
子
方
の
ハ
ッ
ピ
を
着
用
す
る
。「
起
ー

き
よ
、
起
き
よ
」
と
う
た
い
な
が
ら
進
行
す
る
。

壽
山
の
シ
ャ
ギ
リ
が
聞
こ
え
て
く
る
。

筆
頭
か
ら
「
た
だ
い
ま
よ
り
起
し
太
鼓
を
始
め
ま
す
。
今
回
段
取
り
と
か
上
手
く
い
か

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
月
宮
殿
・
青
海
山
に
も
行
く
予
定
で
す
。
道
中
は
吹
き
ま

せ
ん
。
ま
ず
自
町
を
ま
わ
っ
て
か
ら
月
宮
殿
・
青
海
山
へ
行
き
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
る
。

つ
づ
い
て
負
担
人
が
挨
拶
す
る
。
さ
ら
に
一
五
、
六
日
の
春
日
山
の
山
迎
え
と
翌
日
の
御
幣

迎
え
に
つ
い
て
の
連
絡
。 

常
磐
会
館
内
に
大
人
一
三
人
（
一
名
は
シ
ャ
ギ
リ
の
で
き
る
女
性
）
が
い
て
、
宴
席
の

用
意
が
さ
れ
て
い
た
。

内
容

起し太鼓（ 4 月 12 ～ 13 日）参与観察表（常磐山）

23:44 23:42 23:33

常
磐
会
館
に
到
着
す
る
。 

壽
山
が
自
町
の
方
へ
戻
る
。
常
磐
山
は
囃
子
を
止
め
て
一
旦
自
町
へ
戻
る
。

壽
山
山
蔵
前
、
壽
山
の
起
し
太
鼓
と
合
流
し
談
笑
す
る
。
壽
山
は
若
い
衆
が
一
〇
名
程

度
い
る
。
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【
萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）】

若
い
衆
の
み
参
加
す
る
。
一
二
日
の
二
三
時
か
ら
始
め
、
一
三
日
の
五
時
半
過
ぎ

ま
で
お
こ
な
う
。
起
し
太
鼓
で
囃
し
て
ま
わ
る
と
き
に
吹
く
曲
は
「
起
し
太
鼓
」
・

「
別
嬪
」
の
二
曲
で
あ
る
。
基
本
的
に
一
三
日
は
「
起
し
太
鼓
」
、
一
五
日
に
「
別
嬪
」

を
演
奏
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
わ
る
と
き
は
前
筆
頭
や
御
幣
使
・
役
者
の
家
な
ど
の

前
で
数
分
間
止
ま
り
演
奏
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
三
山
連
合
の
月
宮
殿
・
猩
々

丸
と
会
所
を
行
き
来
す
る
。
出
番
山
の
年
に
は
一
五
日
に
も
起
し
太
鼓
を
お
こ
な
う
。

2:58 2:47  2:41 2:32

田
町
会
館
を
出
発
し
、
常
磐
会
館
に
戻
る
。

田
町
会
館
前
に
到
着
す
る
。
シ
ャ
ギ
リ
を
や
め
、
月
宮
殿
囃
子
方
か
ら
酒
の
振
舞
い
を

受
け
る
。

田
町
会
館
へ
向
け
再
出
発
す
る
。
こ
の
と
き
、
事
前
の
取
り
決
め
で
は
演
奏
す
る
の
は

自
町
の
み
だ
が
、
月
宮
殿
で
も
演
奏
を
し
て
い
た
。

常
磐
会
館
前
に
戻
る
。 

2:25 1:55 1:45 1:37 1:00 23:46　

青
海
山
と
一
緒
に
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
と
い
う
。
相
生
会
議
所
前
よ
り
出
発
す
る
。

青
海
山
の
相
生
会
議
所
前
で
、
青
海
山
の
起
し
太
鼓
と
合
流
す
る
。 

　

相
生
会
議
所
の
な
か
へ
入
り
酒
や
食
事
を
振
舞
わ
れ
る
。
祭
り
の
成
功
を
祈
り
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
と
の
激
励
を
し
合
う
。

二
回
目
の
起
し
太
鼓
が
出
発
す
る
。

二
回
目
の
起
し
太
鼓
の
出
発
準
備
を
始
め
る
。 

常
磐
会
館
へ
戻
り
、
再
び
宴
会
の
席
に
戻
る
。

滋
賀
銀
行
長
浜
駅
前
支
店
前
・
郷
土
資
料
館
前
・
黒
壁
前
・
願
養
寺
前
を
通
過
す
る
。 

道
中
、
若
い
衆
ら
は
役
者
の
家
や
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
の
家
の
壁
や
ド
ア
を

叩
く
。

一
回
目
の
起
し
太
鼓
が
常
磐
会
館
前
か
ら
出
発
す
る
。
こ
の
と
き
、
筆
頭
が
「
上
の
町
（
上

呉
服
町
）・
中
の
町
（
中
呉
服
町
）・
下
の
町
（
下
呉
服
町
）
の
順
（
に
ま
わ
る
）
。
笛
を
持
っ

て
い
る
人
は
吹
く
よ
う
に
」
と
囃
子
方
、
若
い
衆
ら
に
指
示
す
る
。
こ
の
時
点
で
若
い
衆

は
筆
頭
含
め
一
〇
人
、
加
え
て
女
性
一
人
が
い
る
。 

3:27  3:05

片
づ
け
が
終
わ
り
、
若
い
衆
ら
は
解
散
す
る
。　

常
磐
会
館
前
に
到
着
す
る
。
副
筆
頭
の
指
示
で
、
片
づ
け
を
始
め
る
。 

　

会
館
外
で
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
を
片
づ
け
る
。
屋
根
に
緑
の
シ
ー
ト
を
か
け
、
側
面
に
は

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
る
。
こ
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
は
穴
が
開
い
て
い
て
、
そ
れ

を
屋
台
に
つ
い
て
い
る
フ
ッ
ク
に
引
っ
掛
け
る
。
長
く
使
う
物
な
の
で
、
雨
な
ど
か
ら
守

る
た
め
で
あ
る
。
使
う
た
び
に
組
み
立
て
る
の
が
結
構
面
倒
だ
が
、
そ
の
ま
ま
置
い
て
お

く
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
の
で
仕
方
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
会
館
内
で
も
片
づ
け
を

す
る
。 

0:51 23:00 時
間

一
回
目
の
起
し
太
鼓
が
終
了
し
た
若
い
衆
が
会
館
に
到
着
す
る
。
一
人
が
諫
皷
山
の
起

こ
し
太
鼓
に
参
加
し
て
い
る
娘
を
迎
え
に
い
く
の
で
、
萬
歳
樓
の
何
人
か
が
「
ヨ
イ
サ
、

ヨ
イ
サ
」
と
い
っ
て
見
送
る
。

（
一
回
目
の
起
し
太
鼓
を
す
る
が
参
与
観
察
で
き
ず
。
）

八
幡
町
会
館
に
集
合
。
た
だ
し
月
宮
殿
の
裸
参
り
の
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
を
し
た
あ
と
そ
の

ま
ま
会
館
で
待
機
し
て
い
た
人
も
い
る
。
若
い
衆
ば
か
り
で
、
子
ど
も
は
い
な
い
。
人
数

は
一
五
人
程
度
で
あ
る
。
着
流
し
に
ハ
ッ
ピ
の
人
と
普
段
着
に
ハ
ッ
ピ
を
羽
織
る
人
も
い

る
。
ハ
ッ
ピ
は
囃
子
連
中
の
ハ
ッ
ピ
で
あ
る
。

内
容

起し太鼓（4 月 12 ～ 13 日）参与観察表（萬歳樓）
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2:08 2:05 1:53 1:50 1:35 1:30

会
館
内
で
雑
談
す
る
。
年
下
の
若
い
衆
が
、
小
さ
い
頃
子
ど
も
歌
舞
伎
の
役
者
で
し
た

一
場
面
を
演
じ
る
。
年
上
の
若
い
衆
が
合
の
手
を
入
れ
て
の
せ
る
。

月
宮
殿
が
田
町
会
館
に
戻
っ
て
い
く
。
萬
歳
樓
は
「
起
し
太
鼓
」を
吹
い
て
見
送
る
。
筆
頭
・

囃
子
会
長
・
顧
問
な
ど
は
提
灯
を
持
っ
て
、
月
宮
殿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送
る
。

月
宮
殿
の
筆
頭
と
、
萬
歳
樓
の
筆
頭
が
挨
拶
す
る
。
そ
の
後
日
本
酒
と
握
り
飯
と
焼
き

鳥
を
会
館
の
前
で
振
舞
う
。
会
館
の
前
で
立
ち
話
し
を
す
る
。

会
館
の
外
に
い
た
若
い
衆
が
「
（
月
宮
殿
が
）
来
や
は
り
ま
し
た
」
と
い
っ
て
入
っ
て
く
る
。

な
か
に
い
る
若
い
衆
は
一
斉
に
外
に
出
て
「
起
し
太
鼓
」
を
吹
い
て
月
宮
殿
を
迎
え
る
。

見
送
り
を
終
え
た
若
い
衆
は
八
幡
町
会
館
に
入
室
す
る
。
な
か
で
は
既
に
四
、
五
人
が
酒

を
飲
ん
だ
り
、
食
事
を
し
た
り
、
話
を
し
て
い
る
。
会
館
に
い
る
の
は
全
員
男
性
で
あ
る
。

飲
み
物
は
ビ
ー
ル
・
日
本
酒
・
ウ
ー
ロ
ン
茶
・
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
。
食
べ
物
は
揚
げ
物
・

お
に
ぎ
り
・
寿
司
・
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
。
シ
ャ
ギ
リ
副
会
長
曰
く
、
「
自
分
は
片
づ
け
担
当
。

若
い
衆
の
若
い
方
が
片
づ
け
し
つ
つ
、
酒
を
飲
ん
で
い
る
。
」

八
幡
町
会
館
に
来
て
い
た
猩
々
丸
を
萬
歳
樓
は
「
起
し
太
鼓
」
を
吹
い
て
見
送
る
。
提

灯
を
持
っ
て
見
送
る
人
も
い
る
。

2:48 2:35

し
ば
ら
く
猩
々
丸
の
若
い
衆
と
雑
談
す
る
。

猩
々
丸
の
船
町
会
館
に
到
着
す
る
。
会
館
の
前
で
茶
・
酒
・
握
り
飯
・
ス
ル
メ
・
柿
の

種
が
振
舞
わ
れ
る
。

起
し
太
鼓
に
出
発
す
る
。
囃
子
会
長
を
先
頭
に
、
列
に
な
っ
て
歩
い
て
い
く
。
道
中
「
起

し
太
鼓
」
を
吹
く
。
全
員
で
行
く
た
め
、
会
館
は
留
守
に
な
る
。

5:41 5:37

囃
子
副
会
長
な
ど
が
片
づ
け
を
す
る
。

八
幡
町
会
館
に
到
着
す
る
。
「
起
し
太
鼓
」
を
一
回
と
お
し
て
吹
く
。
一
人
が
「
別
嬪
」

を
吹
き
始
め
る
と
、
皆
が
続
い
て
吹
き
始
め
る
。
吹
き
終
え
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
、
「
お
疲
れ
様
で
す
」
と
挨
拶
し
解
散
す
る
。

5:22 5:20 5:15 4:55 4:02 3:57 3:48 3:20 3:15

以
前
の
囃
子
会
長
宅
前
に
到
着
す
る
。
一
分
ほ
ど
止
ま
っ
て
吹
い
て
再
出
発
す
る
。

自
町
の
西
端
ま
で
行
く
と
引
き
返
す
。
曲
を
「
起
し
太
鼓
」
に
か
え
る
。
そ
の
後
、
前
筆

頭
の
家
の
玄
関
先
に
立
ち
寄
っ
て
吹
く
。
ま
た
玄
関
先
ま
で
出
て
く
る
町
の
人
に
挨
拶
を
す

る
。
そ
し
て
横
浜
町
の
端
で
引
き
返
し
、
着
付
け
親
の
家
の
前
に
立
ち
寄
る
。
着
付
け
親
は

今
で
も
中
老
の
着
付
け
や
散
髪
を
し
て
い
る
。

九
人
で
出
発
す
る
。
皆
眠
そ
う
に
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
く
。
提
灯
は
持
た
な
い
。
「
別
嬪
」
を

演
奏
す
る
。

囃
子
会
長
が
起
し
太
鼓
に
行
こ
う
と
寝
て
い
る
若
い
衆
に
声
を
掛
け
る
。

若
い
衆
は
徐
々
に
寝
始
め
る
。

何
人
か
は
着
替
え
を
す
る
た
め
に
一
旦
家
に
戻
る
。

萬
歳
樓
が
八
幡
町
会
館
に
到
着
し
、
し
ば
ら
く
会
館
前
で
「
起
し
太
鼓
」
を
演
奏
し
て
か

ら
、
会
館
に
入
っ
て
い
く
。

「
起
し
太
鼓
」
を
吹
き
な
が
ら
田
町
会
館
を
出
発
す
る
。
途
中
で
直
前
筆
頭
・
以
前
の
囃

子
会
長
・
御
幣
使
の
家
の
前
で
、
数
分
ず
つ
止
ま
っ
て
吹
く
。

田
町
会
館
に
到
着
し
、
し
ば
し
会
館
前
で
雑
談
す
る
。

田
町
会
館
に
到
着
す
る
直
前
に
曲
を
「
別
嬪
」
に
か
え
る
。

萬
歳
樓
は
、
船
町
会
館
を
出
発
す
る
。
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起し太鼓（月宮殿）  田町会館に萬歳樓の若い衆らが挨拶に来
る（平成 23 年 4 月 13 日 3:48 撮影）

起し太鼓（萬歳樓）  祭り関係者に挨拶する（平成 23 年 4 月
13 日 5:22 撮影）

起し太鼓（常磐山）  道中、祭り関係者の家の戸を叩く（平成
23 年 4 月 12 日 23:57 撮影）

起し太鼓（常磐山）  女性がシャギリヤタイで太鼓を叩くこと
もある（平成 23 年 4 月 13 日 1:53 撮影）

第
五
項 

　御
幣
迎
え

御
幣
迎
え
は
、
一
三
日
に
太
刀
渡
り
に
用
い
る
金
幣
や
曳
山
に
飾
る
御
幣
（
幣

帛
）
を
八
幡
宮
へ
受
け
取
り
に
い
く
行
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
長
刀
山
を
含
め
た

一
三
の
山
組
が
参
加
す
る
。
午
前
七
時
ま
で
に
、
金
棒
曳
き
の
先
導
で
、
負
担
人
・

若
い
衆
・
中
老
・
御
幣
持
（
御
幣
使
と
も
い
う
）・
榊
持
・
露
払
が
御
幣
迎
え
に
行
く
。

社
務
所
に
設
け
ら
れ
た
總
當
番
の
受
付
で
挨
拶
と
記
帳
を
お
こ
な
い
、
負
担
人
と

御
幣
持
は
儀
式
殿
に
入
っ
て
着
席
す
る
。
す
べ
て
の
山
組
が
揃
う
と
、
總
當
番
委

員
長
・
宮
司
の
挨
拶
後
、
宮
司
の
作
っ
た
玉
籤
を
長
刀
山
以
外
の
山
組
が
到
着
順

に
引
き
、
御
幣
拝
受
の
順
番
を
決
め
る
。
籤
順
に
幣
殿
に
上
が
り
、
金
幣
・
御
幣

を
拝
受
す
る
。
拝
受
後
、
總
當
番
委
員
長
の
挨
拶
を
経
て
自
町
に
戻
る
。
自
町
に

持
ち
帰
ら
れ
た
御
幣
は
、
本
番
ま
で
御
幣
宿
な
ど
に
預
け
ら
れ
る
。

第
六
項   

神
輿
渡
御

九
時
半
か
ら
神
幸
祭
、
一
〇
時
か
ら
八
幡
宮
か
ら
御
旅
所
へ
氏
子
か
ら
の
担
き

手
に
よ
っ
て
神
輿
の
渡
御
を
お
こ
な
う
。
な
お
、
平
成
二
三
年
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
自
粛
の
た
め
、
御
旅
所
へ
の
神
輿
の
渡
御
を
取
り
や
め
、
真
榊
に
よ
る
渡

御
と
な
っ
た
。

第
七
項 

　籤
取
り
式

籤
取
り
式
は
狂
言
執
行
の
順
序
を
決
め
る
行
事
で
あ
る
。
四
月
一
三
日
一
三
時

一
五
分
頃
か
ら
八
幡
宮
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
昼
前
に
各
山
組
で
集
合
し
て
会
食
を

す
る
。
月
宮
殿
で
は
御
幣
宿
で
若
い
衆
と
役
者
で
会
食
す
る
が
、
諫
皷
山
で
は
御

堂
前
会
館
で
中
老
が
若
い
衆
を
接
待
す
る
形
式
で
会
食
す
る
。
そ
の
後
、
シ
ャ
ギ

リ
に
送
ら
れ
な
が
ら
、
若
い
衆
は
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
と
掛
け
声
を
上
げ
八
幡

宮
に
向
か
う
。
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こ
の
際
、
例
年
は
籤
取
人
が
生
き
た
鯉
を
三
方
に
載
せ
て
持
っ
て
い
き
、
八
幡

宮
の
放
生
池
に
放
す
山
組
が
あ
る
が
、
平
成
二
三
年
は
大
震
災
に
よ
る
自
粛
で
お

こ
な
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

八
幡
宮
に
着
く
と
總
當
番
の
受
付
で
記
帳
し
、
負
担
人
と
籤
取
人
は
社
務
所
の

入
口
か
ら
儀
式
殿
へ
入
る
。
到
着
順
に
幣
殿
で
の
着
席
順
を
決
め
る
玉
籤
を
引
き
、

そ
の
順
に
幣
殿
に
上
が
る
。
次
に
籤
取
人
は
宮
司
に
よ
る
花
籤
を
引
き
、
そ
の
順

に
本
籤
の
載
っ
た
三
方
を
取
り
に
い
く
。
幣
殿
の
外
で
は
若
い
衆
が
応
援
し
な
が

ら
様
子
を
見
守
る
。
全
員
が
三
方
を
選
び
終
わ
る
と
總
當
番
の
合
図
で
一
斉
に
籤

を
開
く
。
籤
を
引
き
終
わ
る
と
本
殿
に
参
拝
し
各
町
へ
戻
っ
て
い
く
。

好
ま
れ
る
籤
は
表
向
き
は
一
番
山
だ
が
、
本
心
で
は
四
番
山
だ
と
い
う
山
組
も

あ
る
。
理
由
に
、
四
番
山
は
一
五
日
の
御
旅
所
で
の
狂
言
執
行
の
際
、
提
灯
を
灯
し

て
お
こ
な
え
る
た
め
綺
麗
に
見
え
る
う
え
観
客
が
多
く
、
そ
し
て
朝
の
準
備
を
遅
く

で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
諫
皷
山
で
の
聞
き
取
り
を
掲
載
す
る
。

放
生　

籤
取
り
式
へ
の
出
発
前
、
中
老
が
若
い
衆
を
接
待
す
る
が
、
例
年
な
ら
、

出
立
ち
の
と
き
に
中
老
が
若
い
衆
に
鯉
を
渡
す
。
鯉
を
三
方
に
載
せ
籤
取
人
が

持
っ
て
八
幡
宮
へ
行
く
。
そ
し
て
、
八
幡
宮
の
放
生
池
に
鯉
を
放
す
。
今
年
は

自
粛
の
た
め
、
鯉
を
放
さ
な
か
っ
た
。
鯉
が
暴
れ
な
い
よ
う
に
、
出
立
ち
の
と

き
に
鯉
の
目
を
塞
い
で
縛
っ
て
お
く
。
放
し
た
の
に
弱
っ
て
い
て
水
面
に
浮
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
鯉
の
尾
を
持
ち
上
げ
て
形
よ
く
仕
上
げ
よ
う
と
き
つ

く
縛
る
た
め
、
折
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

好
む
籤

　籤
取
人
と
し
て
引
き
た
い
の
は
一
番
山
。
し
か
し
、
四
番
山
な
ら
、

御
旅
所
で
の
狂
言
執
行
の
と
き
に
曳
山
に
ヒ
（
灯
り
）
が
入
っ
て
綺
麗
に
見
え
る
。

ま
た
時
間
が
遅
い
と
家
族
連
れ
で
見
に
き
て
く
れ
る
た
め
客
が
多
く
、
四
番
山

を
引
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
強
い
。
見
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
で
は
、
四
番

山
で
あ
る
。
籤
取
人
の
経
験
者
に
よ
る
と
、
籤
取
人
を
し
た
と
き
は
四
番
山
だ
っ

た
の
で
本
望
だ
っ
た
と
い
う
。
一
番
山
を
引
く
と
、
役
者
の
準
備
も
早
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
う
え
に
、
御
旅
所
に
到
着
し
て
も
ま
だ
陽
は
高
い
。
表
向
き

は
一
番
を
願
う
が
、
皆
本
音
は
四
番
山
を
期
待
し
て
い
る
。

四
番
山
が
好
ま
れ
る
理
由
と
し
て
、
自
分
の
山
組
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
る
。
歌
舞
伎
の
出
だ
し
が
ゆ
っ
く
り
で
き
た
り
、
狂
言
時
間
が
延
び

て
も
ほ
か
の
山
組
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
。
あ
と
に
山
組
が
控
え
て
い
る
と
、
せ

わ
し
な
く
な
る
。
狂
言
時
間
が
延
び
る
と
文
句
を
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　一
番
山
は
奉
納
第
一
番
と
い
う
こ
と
で
、
三
番
叟
を
お
こ
な
え
る
め
で
た
い

籤
だ
が
、
若
い
衆
か
ら
す
る
と
三
番
叟
の
対
応
が
大
変
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

役
者
の
子
か
ら
三
番
叟
の
子
が
孤
立
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
対
応
が
大
変
だ
っ

た
り
す
る
。
シ
ャ
ギ
リ
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
一
番
山
は
厳
し
い
。
翁
招
き
や

御
旅
所
で
の
神
輿
還
御
の
と
き
に
シ
ャ
ギ
リ
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
。

籤取り式（青海山）  若い衆宿でよい籤を祈念（平成 23 年 4
月 13 日 10:59 撮影）

籤取り式（諫皷山）   籤取り式前に町内の日吉神社に参拝（平
成 23 年 4 月 13 日 12:03 撮影）
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籤取り式（青海山）  籤取人が八幡宮の池で鯉を放生（平成
23 年 4 月 13 日撮影）

籤取り式（月宮殿）  幣殿の外で籤取り式の応援をする（平成
23 年 4 月 13 日 13:38 撮影）

第
八
項  

曳
山
狂
言

長
浜
曳
山
祭
の
狂
言
は
六
歳
か
ら
一
二
歳
く
ら
い
の
男
子
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

れ
る
芸
能
で
あ
る
。
制
限
時
間
は
四
〇
分
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
狂
言
や

歌
舞
伎
を
も
と
に
し
た
も
の
が
多
い
が
、
振
付
の
創
作
し
た
作
品
も
あ
る
。
制
限

時
間
が
四
〇
分
と
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
長
浜
曳
山
祭
用
の
狂
言
を
仕
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
振
付
が
も
と
の
話
を
短
縮
す
る
な
ど
脚
色
し
て
上
演
す
る
。

狂
言
は
四
月
一
三
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
て
各
山
組
一
〇
回
程
度
お
こ
な
わ
れ

る
。
一
三
日
は
午
後
か
ら
各
町
内
の
屋
外
で
一
、
二
回
狂
言
を
お
こ
な
う
。
一
三
日

の
狂
言
は
十
三
日
番
や
自
町
狂
言
と
い
う
。
一
四
日
も
午
前
中
に
各
町
内
の
屋
外

で
一
、
二
回
狂
言
を
お
こ
な
う
。
一
五
日
は
八
幡
宮
と
、
八
幡
宮
か
ら
御
旅
所
に
移

動
す
る
間
、
そ
し
て
御
旅
所
で
狂
言
を
お
こ
な
う
。
八
幡
宮
か
ら
御
旅
所
の
間
に

は
狂
言
を
お
こ
な
う
場
所
（
席
）
が
五
ケ
所
設
け
ら
れ
、
各
山
組
は
そ
の
う
ち
二

ケ
所
で
狂
言
を
一
回
ず
つ
お
こ
な
う
。
五
ケ
所
の
席
は
付
近
の
店
の
名
前
な
ど
か

ら
鮒
熊
例
席
・
金
屋
例
席
・
一
八
屋
例
席
・
米
嘉
例
席
・
札
の
辻
例
席
と
名
付
け

ら
れ
て
い
る
。
鮒
熊
例
席
は
宮
町
通
り
に
あ
り
、
ほ
か
の
四
席
は
大
手
門
通
り
に

あ
る
。
一
六
日
は
午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
各
町
内
で
三
回
、
さ
ら
に
長
浜
文
化

芸
術
会
館
で
一
回
狂
言
を
お
こ
な
う
。
一
六
日
の
狂
言
を
後
宴
狂
言
と
い
う
が
、

と
く
に
最
後
の
狂
言
を
千
秋
楽
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、

（1）
準
備
、

（2）
狂
言
、

（3）
舞
台
周
り
の
若
い
衆
、

（4）
衣
装
屋
・
顔
師
・

鬘
屋
の
動
き
を
中
心
と
し
た
狂
言
の
舞
台
裏
、

（5）
舞
台
後
見
、

（6）
シ
ャ
ギ
リ
、

（7）

千
秋
楽
に
焦
点
を
当
て
て
見
て
い
く
。

(1) 
準
備

山
組
は
曳
山
で
狂
言
を
お
こ
な
う
に
当
た
り
、
そ
の
前
に
多
く
の
準
備
を
す
る
。

大
き
く
分
け
て
狂
言
に
関
す
る
も
の
と
曳
山
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
狂
言
に
関

籤取り式（諫皷山）  式後、籤取人を労う若い衆（平成 23 年
4 月 13 日 13:39 撮影）

籤取り式（春日山）  横断幕を持って春日会館に戻る（平成
23 年 4 月 13 日撮影）
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す
る
準
備
の
主
な
も
の
は
役
者
の
化
粧
・
鬘
合
わ
せ
・
着
付
け
と
、
狂
言
の
道
具

な
ど
を
曳
山
に
設
置
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
若
い
衆
が
担
当
す
る
こ

と
が
多
い
。
一
方
曳
山
の
準
備
の
主
な
も
の
に
、
曳
山
の
所
定
場
所
へ
の
据
え
つ
け
、

懸
装
品
の
飾
り
つ
け
、
照
明
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
老
が
担
当
す
る

こ
と
が
多
い
。

化
粧
や
着
付
け
は
春
日
山
・
青
海
山
・
諫
皷
山
は
会
所
で
お
こ
な
う
が
、
月
宮

殿
は
狂
言
執
行
場
所
（
席
）
か
ら
近
い
民
家
を
化
粧
宿
・
風
呂
宿
と
し
て
借
り
て

お
こ
な
う
。
こ
こ
で
は
月
宮
殿
に
お
け
る
平
成
二
三
年
四
月
一
三
日
の
自
町
狂
言

を
例
に
見
て
い
く
。

月
宮
殿
で
は
狂
言
の
準
備
を
若
い
衆
・
振
付
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
う
。
な

お
、
振
付
に
よ
っ
て
狂
言
の
準
備
へ
の
か
か
わ
り
方
は
異
な
る
。
月
宮
殿
の
若
い

衆
に
よ
る
と
平
成
二
三
年
の
月
宮
殿
の
振
付
で
あ
る
岩
井
小
紫
氏
は
中
歌
舞
伎
で

の
役
者
の
経
験
が
あ
る
た
め
、
化
粧
や
鬘
・
衣
装
・
道
具
に
対
す
る
造
詣
が
深
く
、

指
示
を
細
部
に
ま
で
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
副
筆
頭
が
準
備
の
指
示
を
出
す
。
役
者
方
は
役
者
に
つ
き
添
い
移

動
や
食
事
の
手
伝
い
を
す
る
。
食
事
は
化
粧
を
し
た
役
者
に
役
者
方
が
食
べ
物
を

小
さ
く
切
っ
て
食
べ
や
す
く
す
る
。
飲
み
物
は
ス
ト
ロ
ー
で
飲
ま
せ
る
。
舞
台
後

見
は
舞
台
上
の
道
具
の
準
備
を
お
こ
な
う
。
賄
い
方
は
通
常
物
品
の
調
達
を
お
こ

な
う
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
役
者
や
三
役
、
若
い
衆
な
ど
の
食
事
の
手
配
を
お
こ

な
う
。
囃
子
方
総
責
は
囃
子
方
の
取
り
ま
と
め
を
す
る
。

一
方
曳
山
の
準
備
は
中
老
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
う
。
曳
山
を
所
定
の
場
所

ま
で
曳
行
す
る
際
に
近
隣
に
住
む
女
性
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

月
宮
殿
に
は
化
粧
宿
・
風
呂
宿
の
ほ
か
に
三
役
宿
も
あ
り
、
三
役
の
控
室
と
な
る
。

13:02 12:51
時

　間

調
査
日

（
近
隣
に
住
む
女
性
が
中
老
の
指
示
で
図
書
館
前
の
交
差
点
ま
で
コ
ン
パ
ネ
を
移
動

さ
せ
る
。
）

（
曳
山
の
前
方
で
中
老
の
一
人
が
拡
声
器
を
持
ち
、
運
行
の
指
示
を
出
す
。
）

（
月
宮
殿
山
蔵
前
に
は
山
蔵
か
ら
出
さ
れ
た
曳
山
が
あ
り
、
車
輪
の
下
に
は
方
向
転

換
用
の
板
（
コ
ン
パ
ネ
と
よ
ぶ
）
が
は
さ
ん
で
あ
る
。
中
老
の
み
で
曳
山
を
曳
く
。
）

内
容

平
成
二
三
年
四
月
一
三
日

場
所

山
蔵
～
タ
ケ
ツ
ネ
席

14:30 14:29 14:22 13:52 13:50 13:42 13:07

田
町
会
館
前
で
は
囃
子
方
の
子
ど
も
た
ち
が
シ
ャ
ギ
リ
マ
ル
に
載
せ
て
い
た
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
み
休
憩
し
て
い
る
。
そ
こ
へ
囃
子
方
総
責
か
ら
、
一
八
時
半
か
ら
演
奏
す
る
た

め
、
延
長
坊
に
一
六
時
半
に
再
集
合
と
連
絡
が
あ
り
、
解
散
す
る
。 

　

囃
子
方
の
高
校
生
が
太
鼓
を
曳
山
ま
で
運
び
亭
に
上
げ
る
。 

 
（
副
筆
頭
が
御
幣
を
御
幣
宿
か
ら
持
っ
て
き
て
、
曳
山
に
取
り
つ
け
る
。
）　

化
粧
宿
内
に
は
振
付
・
三
味
線
・
三
味
線
の
下
座
・
鬘
屋
・
顔
師
二
人
が
い
る
。
顔

師
と
振
付
が
ど
の
よ
う
な
化
粧
に
す
る
か
相
談
す
る
。
振
付
「
太
田
十
郎
は
二
枚
目
だ

か
ら
そ
ん
な
顔
に
し
て
」
と
要
望
を
出
す
。
そ
の
後
振
付
と
鬘
屋
が
打
合
せ
を
す
る
。

（
正
負
担
人
が
外
題
板
を
曳
山
の
柱
に
掛
け
る
。
中
老
数
人
が
曳
山
に
上
が
り
幕
な

ど
の
懸
想
品
の
飾
り
付
け
を
す
る
。
）

（
曳
山
が
町
内
の
タ
ケ
ツ
ネ
席
前
に
停
止
。
中
老
が
車
両
進
入
禁
止
の
看
板
を
立
て

て
お
く
よ
う
若
い
衆
に
指
示
す
る
。
中
老
数
人
で
花
道
を
出
す
。
）

一
八
時
か
ら
狂
言
を
お
こ
な
う
タ
ケ
ツ
ネ
席
と
よ
ば
れ
る
場
所
の
前
に
化
粧
宿
が
あ

り
、
そ
こ
に
狂
言
の
準
備
の
た
め
若
い
衆
が
数
人
出
入
り
す
る
。 

（
図
書
館
前
の
交
差
点
で
の
方
向
転
換
で
は
女
性
も
手
伝
っ
て
綱
を
引
く
。
こ
の
と

き
曳
山
に
当
た
ら
な
い
よ
う
信
号
を
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
り
動
か
す
。
）

狂言の準備参与観察表（月宮殿）　曳山の準備は括弧書きで記す
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14:41 14:39 14:34

若
い
衆
三
人
が
狂
言
で
使
う
吊
り
太
鼓
と
大
太
鼓
を
化
粧
宿
か
ら
曳
山
に
上
げ
る
。

（
化
粧
宿
か
ら
振
付
が
出
て
き
て
曳
山
の
舞
台
を
見
る
。
前
だ
け
で
な
く
横
、
後
ろ

も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
）

（
曳
山
舞
台
上
の
中
老
が
雑
巾
で
舞
台
を
拭
く
。
下
に
い
る
中
老
は
花
道
を
安
定
さ

せ
る
た
め
の
楔
を
い
れ
る
。
そ
の
後
中
老
の
一
人
が
花
道
の
上
に
登
り
、
安
全
を
確
認

す
る
。
）

15:10 15:06 15:05 14:51 14:49 14:45 14:42

若
い
衆
は
振
付
と
役
者
の
食
事
を
と
る
時
間
を
打
合
せ
、
賄
い
方
に
食
事
を
出
す
時

間
を
指
定
す
る
。

風
呂
宿
か
ら
役
者
・
榊
持
・
御
幣
持
・
役
者
方
が
化
粧
宿
に
来
る
。
振
付
が
「
み
ん

な
、
（
化
粧
や
着
付
け
を
）
や
っ
て
も
ら
う
と
き
に
（
顔
師
な
ど
に
）
お
願
い
し
ま
す

と
い
う
よ
う
に
」
と
役
者
に
声
を
掛
け
る
。
沢
潟
姫
役
か
ら
化
粧
を
始
め
る
。 

賄
い
方
が
化
粧
宿
に
ビ
ー
ル
と
弁
当
を
持
っ
て
く
る
。

風
呂
宿
の
様
子 

　そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
に
役
者
方
が
つ
い
て
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
子
ど
も
を
着
替
え
さ
せ

る
。 

　

個
々
の
役
者
に
は
風
呂
宿
に
、
着
替
え
な
ど
の
必
要
な
も
の
を
セ
ッ
ト
に
し
た
袋
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。 

（
花
道
を
固
定
す
る
楔
が
は
ず
れ
て
し
ま
い
、
中
老
三
人
が
花
道
を
直
す
。
）

若
い
衆
が
三
味
線
の
豊
澤
清
次
郎
氏
に
三
味
線
用
の
椅
子
の
確
認
を
し
て
も
ら
う
。

（
若
い
衆
が
場
面
転
換
用
の
幕
を
持
っ
て
き
て
、
曳
山
に
取
り
つ
け
る
と
、
振
付
が

「
（
風
で
あ
お
ら
れ
る
た
め
）
も
う
少
し
下
を
重
く
し
た
方
が
よ
い
」
と
指
示
す
る
。
三

味
線
と
若
い
衆
二
人
と
で
幕
を
調
整
す
る
。
）

役
者
方
が
役
者
の
着
替
え
の
入
っ
た
袋
を
持
っ
て
、
化
粧
宿
か
ら
風
呂
宿
に
向
か
う
。

16:36 16:30 16:28 16:07 16:04

音
響
業
者
に
よ
り
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
機
材
が
運
ば
れ
て
く
る
。
取
り
つ
け
や
音
響

チ
ェ
ッ
ク
が
業
者
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
る
。 

副
筆
頭
と
若
い
衆
ら
数
人
が
「
一
七
時
四
五
分
に
は
役
者
を
曳
山
に
上
げ
た
い
が
、

ま
だ
御
幣
持
と
榊
持
（
の
準
備
）
が
終
わ
っ
て
な
い
し
な
あ
」
と
ぼ
や
く
。 

舞
台
後
見
が
ツ
ケ
を
曳
山
に
上
げ
る
。
若
い
衆
が
ご
ざ
を
持
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
上

演
中
曳
山
の
後
ろ
で
役
者
の
待
機
す
る
場
所
に
敷
か
れ
る
。 

　

振
付
が
舞
台
後
見
に
ど
の
小
道
具
を
曳
山
に
置
い
て
お
く
か
指
示
す
る
。

太
夫
の
竹
本
美
功
太
夫
氏
が
若
い
衆
の
運
転
す
る
車
で
三
役
休
憩
宿
に
入
る
。 

延
長
坊
前
に
、
囃
子
方
一
三
人
が
集
ま
り
食
事
を
と
る
。

手
の
空
い
た
若
い
衆
は
交
差
点
で
交
通
整
理
を
す
る
。　

役
者
を
一
人
ず
つ
舞
台
に
上
げ
写
真
撮
影
を
す
る
。 

　

マ
ネ
キ
も
舞
台
上
に
置
き
、
そ
の
隣
で
ポ
ー
ズ
を
取
ら
せ
て
撮
影
す
る
。 

　

撮
影
時
の
着
物
や
ポ
ー
ズ
は
振
付
の
岩
井
氏
が
下
か
ら
指
示
を
出
し
、
三
味
線
の
豊

澤
清
次
郎
氏
が
曳
山
の
上
で
ポ
ー
ズ
を
と
ら
せ
る
。
岩
井
氏
は
女
性
の
た
め
曳
山
に
上

が
れ
ず
、
男
性
の
豊
澤
清
次
郎
氏
に
舞
台
に
上
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。 

　

役
者
の
曳
山
か
ら
の
上
り
下
り
や
移
動
は
、
役
者
方
が
役
者
を
抱
え
て
お
こ
な
う
。 

役
者
・
御
幣
持
・
榊
持
の
順
に
撮
影
を
し
、
一
七
時
二
〇
分
に
全
員
の
撮
影
が
終
わ
る
。

15:49 15:34 15:32

副
筆
頭
は
振
付
か
ら
長
刀
を
三
枚
刃
か
ら
二
枚
刃
に
変
更
す
る
よ
う
に
指
示
を
受
け

た
た
め
、
若
い
衆
の
一
人
に
、
舞
台
後
見
と
役
者
方
に
小
道
具
を
確
認
す
る
よ
う
に
、

と
伝
言
を
頼
む
。

「
十
三
日　

自
町
狂
言
（
一
回
目
）　

タ
ケ
ツ
ネ
席　

開
演
時
間　

十
八
時
〇
〇
分　

月
宮
殿
田
町
組
」
と
書
か
れ
た
立
て
札
が
舞
台
上
に
置
か
れ
る
。

若
い
衆
一
人
が
役
者
方
に
役
者
の
下
駄
を
新
し
い
物
に
交
換
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

役
者
方
は
役
者
が
履
い
て
き
た
下
駄
を
新
品
の
下
駄
に
交
換
す
る
。 
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17:25 16:58

囃
子
方
約
一
五
人
が
曳
山
前
に
到
着
す
る
。 

　

囃
子
方
総
責
が
亭
で
演
奏
す
る
子
ど
も
を
五
人
指
名
し
て
亭
に
上
が
ら
せ
る
。
残
り

八
人
が
曳
山
の
後
ろ
で
待
機
す
る
。 

若
い
衆
の
一
人
が
、
化
粧
宿
内
の
役
者
方
に
手
が
空
い
て
い
る
人
か
ら
弁
当
を
先
に

食
べ
て
お
く
よ
う
指
示
す
る
。　

17:53 17:45 17:42 17:40

若
い
衆
ら
が
三
役
が
座
り
や
す
い
よ
う
に
楽
屋
襖
を
は
ず
し
て
化
粧
宿
へ
運
ぶ
。
そ

の
後
、
三
味
線
と
三
味
線
の
下
座
が
曳
山
の
楽
屋
に
上
が
る
。

曳
山
の
横
で
シ
ャ
ギ
リ
を
「
獅
子
」
か
ら
「
ナ
ナ
シ
」
に
か
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
副

筆
頭
と
囃
子
方
総
責
が
相
談
す
る
。

ご
ざ
が
曳
山
の
後
ろ
に
敷
か
れ
床
几
が
四
つ
並
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
上
演
中
の
役
者

の
待
機
場
所
、
着
付
の
手
直
し
や
化
粧
の
手
直
し
な
ど
が
は
こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
る
。 

副
筆
頭
は
楽
屋
が
狭
い
の
で
、
月
宮
太
郎
役
を
最
初
か
ら
曳
山
に
乗
せ
る
か
ど
う
か

役
者
方
・
舞
台
後
見
と
相
談
す
る
。

副
筆
頭
か
ら
囃
子
方
総
責
に
開
始
が
一
二
、
三
分
遅
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
連
絡

が
あ
り
、
囃
子
方
総
責
は
囃
子
方
の
子
た
ち
に
そ
の
旨
を
伝
え
る
。 

役
者
は
役
者
方
に
抱
え
ら
れ
舞
台
上
に
上
げ
ら
れ
る
。
役
者
全
員
が
舞
台
上
に
座
る
。 

亭
に
電
気
が
点
く
。

副
筆
頭
か
ら
囃
子
方
総
責
へ
囃
子
方
に
「
獅
子
」
を
吹
く
よ
う
指
示
を
出
す
。
さ
ら

に
囃
子
方
総
責
は
亭
に
い
る
囃
子
方
へ
指
示
を
出
し
、「
獅
子
」
が
演
奏
し
始
め
ら
れ
る
。

曳
山
の
下
に
い
る
囃
子
方
は
演
奏
し
な
い
。 

役
者
方
が
狂
言
で
使
う
道
具
を
楽
屋
に
上
げ
る
。
副
筆
頭
が
「
道
具
が
上
が
っ
た
ら
、

役
者
上
げ
ま
す
」
と
全
体
に
指
示
す
る
。

18:06 17:56 17:55

舞
台
上
で
座
っ
て
い
た
役
者
は
楽
屋
に
入
っ
て
い
く
。

太
夫
の
竹
本
美
功
太
夫
氏
到
着
、
楽
屋
へ
入
る
。

副
筆
頭
が
亭
に
い
る
囃
子
方
に
シ
ャ
ギ
リ
を
「
獅
子
」
か
ら
「
ナ
ナ
シ
」
に
か
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
示
す
る
。

狂言準備（諫皷山）  山蔵から曳山を出す（平成 23 年 4 月 14
日 8:02 撮影）

狂言準備（月宮殿）  花道を引き出す（平成 23 年 4 月 14 日
10:06 撮影）

狂言準備（月宮殿）  曳山に道具が運び込まれる（平成 23 年
4 月 13 日 17:39 撮影）

狂言準備（春日山）  化粧（平成 23 年 4 月 14 日撮影）
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狂言準備（諫皷山）  着付け（平成 23 年 4 月 13 日 16:14 撮影）

狂言準備（春日山）  山組の女性が幟のチチを縫いつける（平
成 23 年 4月 14 日 11:55 撮影）

狂言準備（諫皷山）  狂言準備（諫皷山）振付が出番前に指導
する（平成 23 年 4 月 15 日 10:50 撮影）

(2) 

狂
言

こ
こ
で
は
狂
言
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
、
長
浜
曳
山
祭
の
狂
言
の
特
徴
が
よ

く
表
れ
る
幕
開
け
と
幕
切
れ
を
重
点
的
に
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
見
て
い
く
。
一
五
日
の
狂
言
執
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

總
當
番
が
決
め
、
一
六
日
の
長
浜
文
化
芸
術
会
館
の
観
劇
会
は
、
長
浜
曳
山
祭
協

賛
会
の
日
程
に
よ
る
。
そ
れ
以
外
は
各
山
組
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
。
各
山

組
で
狂
言
執
行
時
間
・
回
数
は
異
な
り
、
複
数
の
山
組
が
同
時
間
帯
に
狂
言
を
執

行
す
る
こ
と
も
あ
る
。

な
お
、
前
述
し
た
と
お
り
四
月
一
三
日
・
一
四
日
・
一
六
日
は
各
町
内
で
狂
言

を
お
こ
な
う
。
た
だ
し
一
六
日
は
一
回
の
み
観
劇
会
と
し
て
長
浜
文
化
芸
術
会
館

で
狂
言
を
お
こ
な
う
。
一
五
日
は
八
幡
宮
お
よ
び
八
幡
宮
か
ら
御
旅
所
ま
で
の
道

中
、
御
旅
所
で
狂
言
を
お
こ
な
う
。

（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

【
春
日
山
（
本
町
組
）】
　

一
番
山
の
春
日
山
の
狂
言
の
執
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
月
一
三
日
、
自
町
狂
言
一
八
時
。
四
月
一
四
日
、
自
町
狂
言
一
一
時
。
四
月

一
五
日
、
長
浜
八
幡
宮
九
時
五
五
分
・
一
八
屋
例
席
一
二
時
一
〇
分
・
札
の
辻
例

席
一
四
時
一
〇
分
・
御
旅
所
一
六
時
一
〇
分
。
四
月
一
六
日
、
自
町
に
て
後
宴
狂

言
九
時
半
・
長
浜
文
化
芸
術
会
館
一
一
時
半
・
自
町
に
て
宴
狂
言
一
六
時
・
自
町

に
て
千
秋
楽
二
〇
時
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

二
番
山
の
月
宮
殿
の
狂
言
の
執
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。　
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四
月
一
三
日
、
自
町
狂
言
一
八
時
・
二
〇
時
。
四
月
一
四
日
、
自
町
狂
言
九
時
・

一
〇
時
半
。
四
月
一
五
日
、
八
幡
宮
一
一
時
五
分
・
金
屋
例
席
一
三
時
二
〇
分
・

米
嘉
例
席
一
五
時
二
〇
分
・
御
旅
所
一
七
時
二
〇
分
。
四
月
一
六
日
、
自
町
に
て

後
宴
狂
言
九
時
三
〇
分
・
長
浜
文
化
芸
術
会
館
一
二
時
四
五
分
・
自
町
に
て
後
宴

狂
言
一
五
時
・
自
町
に
て
千
秋
楽
一
九
時
半
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

青
海
山
の
狂
言
の
執
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
月
一
三
日
、
自
町
狂
言
一
九
時
。
四
月
一
四
日
、
自
町
狂
言
九
時
一
五
分
・

一
〇
時
一
五
分
。
四
月
一
五
日
、
八
幡
宮
一
二
時
一
〇
分
・
鮒
熊
例
席
一
四
時

一
〇
分
・
一
八
屋
例
席
一
六
時
一
〇
分
・
御
旅
所
一
八
時
三
〇
分
。
四
月
一
六
日
、

自
町
に
て
後
宴
狂
言
一
〇
時
三
〇
分
・
長
浜
文
化
芸
術
会
館
一
四
時
・
自
町
に
て

御
宴
狂
言
一
七
時
・
自
町
に
て
千
秋
楽
一
九
時
半
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

諫
皷
山
の
狂
言
の
執
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
月
一
三
日
、
自
町
狂
言
一
七
時
・
一
九
時
半
。
四
月
一
四
日
、
自
町
狂
言

一
〇
時
半
。
四
月
一
五
日
、
八
幡
宮
一
三
時
一
五
分
・
金
屋
例
席
一
五
時
二
〇
分
・

米
嘉
例
席
一
七
時
三
〇
分
・
御
旅
所
一
九
時
四
〇
分
。
四
月
一
六
日
、
自
町
に
て

後
宴
狂
言
一
〇
時
三
〇
分
・
長
浜
文
化
芸
術
会
館
一
五
時
一
五
分
・
自
町
に
て
御

宴
狂
言
一
八
時
・
自
町
に
て
千
秋
楽
二
〇
時
。

（
幕
開
け
）

つ
ぎ
に
狂
言
の
幕
開
け
と
幕
切
れ
を
見
て
い
く
。
基
本
的
に
は
、
囃
子
方
が
「
御

遣
り
」
や
「
神
楽
」
な
ど
の
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る
な
か
、
役
者
が
舞
台
に
揃
う
と
、

お
辞
儀
を
し
て
楽
屋
へ
入
る
。
役
者
が
楽
屋
へ
入
る
と
、
囃
子
方
は
「
奉
演
間
」・「
ナ

ナ
シ
」
・
「
太
平
楽
」
と
い
っ
た
落
ち
着
き
の
曲
を
鳴
ら
す
。
そ
し
て
上
演
の
準
備

が
整
う
と
「
出
笛
」
が
鳴
る
。
「
出
笛
」
の
最
後
の
音
に
被
せ
る
よ
う
に
、
若
い
衆

や
観
客
の
拍
手
や
「
よ
く
で
き
ま
し
た
」
の
掛
け
声
が
上
が
る
。
「
出
笛
」
の
音
が

鳴
り
終
わ
る
と
す
ぐ
に
、
三
味
線
が
出
三
味
線
を
弾
き
始
め
る
。
こ
の
出
三
味
線

は
道
具
返
し
と
も
よ
ば
れ
る
。
出
三
味
線
は
三
〇
秒
程
の
と
き
も
あ
る
が
二
、
三
分

続
く
こ
と
も
あ
る
。
上
演
時
間
に
余
裕
が
あ
る
か
な
い
か
で
長
さ
が
か
わ
っ
て
く

る
。
そ
し
て
三
重
と
も
い
わ
れ
る
太
夫
の
節
が
始
ま
る
。
こ
こ
で
は
「
め
で
た
け

れ
ー
」
と
い
っ
た
り
、
「
ウ
ー
」
な
ど
と
唸
っ
た
り
す
る
。
そ
の
後
置
き
浄
瑠
璃
と

も
よ
ば
れ
る
太
夫
の
語
り
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
長
浜
の
紹
介
や
、
狂
言
の
紹
介
が

お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
本
編
に
入
る
。
し
か
し
置
き
浄
瑠
璃
が
な
い
山
組
も
あ
る
。

な
お
、
一
番
山
で
は
、
落
ち
着
き
囃
子
（
「
奉
演
間
」
な
ど
）
の
あ
と
に
三
番

叟
が
入
る
。
ま
た
外
題
に
よ
っ
て
は
舞
台
方
に
よ
る
口
上
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
、
口
上
を
「
出
笛
」
の
前
に
お
こ
な
う
山
組
と
、
本
編
の
直
前
に
お
こ

な
う
山
組
が
あ
る
。
狂
言
時
間
は
「
出
笛
」
か
ら
計
算
さ
れ
る
の
で
、
も
し
、
口

上
を
「
出
笛
」
の
前
に
お
こ
な
う
場
合
、
口
上
は
狂
言
時
間
に
は
換
算
さ
れ
な
い
。

近
年
口
上
を
取
り
入
れ
る
山
組
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
幕
開
け
お
よ

び
幕
切
れ
の
状
況
は
、
自
町
狂
言
と
八
幡
宮
で
の
奉
納
と
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】

四
月
一
三
日
の
自
町
狂
言
を
例
に
春
日
山
の
幕
開
け
を
見
て
い
く
。

囃
子
方
が
「
御
遣
り
」
を
演
奏
す
る
な
か
、
役
者
が
舞
台
上
で
お
辞
儀
を
す
る
。

役
者
が
楽
屋
に
引
く
と
、
囃
子
方
は
「
奉
演
間
」
を
演
奏
す
る
。
「
奉
演
間
」
が
終

わ
る
と
、
一
番
籤
を
引
い
た
春
日
山
で
は
三
番
叟
が
舞
台
上
で
舞
わ
れ
る
。
三
番
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叟
が
終
わ
る
と
囃
子
方
が
「
出
笛
」
を
吹
く
。
「
出
笛
」
の
最
後
の
音
が
鳴
る
と
、

音
に
被
せ
る
よ
う
に
若
い
衆
か
ら
拍
手
や
「
よ
く
で
き
ま
し
た
」
と
掛
け
声
が
上

が
る
。
「
出
笛
」
の
音
が
完
全
に
な
く
な
る
と
出
三
味
線
が
鳴
り
始
め
る
。
一
分
ほ

ど
で
太
夫
が
「
栄
え
ゆ
く
～
」
と
三
重
を
う
た
う
。
そ
し
て
「
今
に
伝
わ
る
こ
の

祭
り
…
…
、
爽
や
か
な
り
し
、
そ
の
姿
～
」
と
置
き
浄
瑠
璃
が
う
た
わ
れ
る
。
そ

し
て
舞
台
方
が
舞
台
上
で
口
上
を
述
べ
る
。
口
上
が
「
一
座
高
う
は
御
座
り
ま
す

る
が
、
口
上
な
も
っ
て
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
る
。
私
春
日
山
舞
台
方
○
○
（
名
前
）
。

本
年
本
町
組
狂
言
名
題
」
と
い
う
と
、
舞
台
の
周
り
に
い
る
若
い
衆
が
「
ト
ザ
イ
ト
ー

ザ
イ
」
と
声
を
合
わ
せ
て
い
う
。
舞
台
方
が
続
け
て
「
え
び
す
詣
で
恋
の
釣
針
（
外

題
）
相
勤
め
ま
す
る
役
人
替
名
、
○
○
（
役
名
）
一
役
、
○
○
（
本
名
）
、
…
…
（
以

下
一
人
ず
つ
役
名
と
本
名
が
紹
介
さ
れ
る
）
。
一
座
総
出
演
に
て
相
勤
め
ま
す
れ

ば
、
最
後
ま
で
ゆ
る
ゆ
る
ゆ
る
ゆ
る
ゆ
る
と
御
見
物
の
程
、
隅
か
ら
隅
ま
で
ず
ず

ず
ず
ー
っ
と
、
請
い
願
い
上
げ
奉
り
ま
す
る
」
と
口
上
を
述
べ
る
。
拍
手
や
掛
け

声
が
起
き
る
と
同
時
に
、
三
味
線
と
太
夫
が
再
度
鳴
り
始
め
本
編
が
始
ま
る
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

四
月
一
四
日
の
自
町
狂
言
を
例
に
幕
開
け
を
見
て
い
く
。

囃
子
方
が
「
獅
子
」
を
演
奏
す
る
な
か
、
役
者
が
舞
台
に
出
て
顔
見
せ
す
る
。

役
者
が
楽
屋
に
引
き
、
し
ば
ら
く
す
る
と
囃
子
方
は
曲
を
「
ナ
ナ
シ
」
に
か
え
る
。

そ
し
て
「
出
笛
」
が
演
奏
さ
れ
る
。
「
出
笛
」
の
最
後
の
音
が
鳴
り
終
わ
る
と
、
若

い
衆
が
拍
手
や
「
よ
く
で
き
ま
し
た
」
と
掛
け
声
を
上
げ
る
。
そ
し
て
出
三
味
線

が
弾
き
始
め
ら
れ
る
。
三
〇
秒
程
弾
か
れ
る
と
、
太
夫
が
「
め
で
た
け
れ
ー
」
と

う
た
う
。
そ
し
て
本
編
に
入
る
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

四
月
一
三
日
の
自
町
狂
言
を
例
に
幕
開
け
を
見
て
い
く
。

囃
子
部
が
「
豊
公
楽
」
を
演
奏
す
る
な
か
、
役
者
が
舞
台
上
で
顔
見
せ
を
す
る
。

役
者
が
楽
屋
に
引
く
と
、
囃
子
部
は
曲
を
「
太
平
楽
」
に
か
え
る
。
そ
の
後
拍
子

木
が
二
回
打
た
れ
、
舞
台
方
が
「
ト
ザ
イ
ト
ー
ザ
イ
」
と
い
い
な
が
ら
舞
台
に
出

て
く
る
。
若
い
衆
が
「
待
っ
て
ま
し
た
」
と
掛
け
声
を
入
れ
る
。
舞
台
方
が
座
り
、

口
上
を
述
べ
る
。
「
一
座
高
う
は
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
口
上
な
も
っ
て
申
し
上
げ
奉

り
ま
す
る
。
今
日
の
と
こ
ろ
ご
覧
に
い
れ
ま
す
る
北
町
組
青
海
山
狂
言
名
題
、
ト

ザ
イ
ト
ー
ザ
イ
、
玉
藻
前
曦
袂
、
玉
藻
前
曦
袂
三
段
目
道
春
館
の
場
（
外
題
）
。
ト

ザ
イ
、
ト
ー
ザ
イ
、
相
勤
め
ま
す
る
役
人
替
名
○
○
（
役
名
）
一
役
○
○
（
本
名

が
二
回
繰
り
返
し
い
わ
れ
る
）
、
…
…
（
以
下
一
人
ず
つ
役
名
と
本
名
が
紹
介
さ
れ

る
）
、
太
夫
、
竹
本
団
勇
、
竹
本
団
勇
。
三
味
線
豊
澤
賀
祝
、
豊
澤
賀
祝
。
我
ら
が

先
生
、
川
村
和
彦
、
川
村
和
彦
。
み
ん
な
が
元
気
に
な
り
ま
す
よ
う
、
一
生
懸
命

相
勤
め
ま
す
れ
ば
、
青
海
山
子
ど
も
歌
舞
伎
、
御
贔
屓
お
引
き
立
て
の
程
、
隅
か

ら
隅
ま
で
ず
い
ー
っ
と
御
願
い
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
る
。
ト
ザ
イ
ト
ー
ザ
イ
」
。
舞

台
方
が
楽
屋
に
引
く
と
囃
子
方
が
「
出
笛
」
を
鳴
ら
す
。
最
後
の
音
が
鳴
る
と
、

若
い
衆
た
ち
か
ら
拍
手
や
「
よ
く
で
き
ま
し
た
」
と
掛
け
声
が
上
が
る
。
拍
手
が

鳴
り
や
ま
な
い
う
ち
に
出
三
味
線
が
始
ま
る
。
三
分
程
度
続
き
、
三
味
線
が
盛
り

上
が
る
と
若
い
衆
た
ち
か
ら
拍
手
や
「
賀
祝
さ
ん
！
」
な
ど
の
掛
け
声
が
上
が
る
。

そ
し
て
太
夫
が
「
エ
～
」
と
唸
り
、
三
重
を
う
た
う
。
ち
な
み
に
千
秋
楽
の
と
き
は
、

こ
こ
で
「
千
秋
楽
～
」
と
う
た
う
。
そ
し
て
「
近
江
の
国
は
長
浜
の
、
青
海
山
の

稚
児
歌
舞
伎
、
熱
演
す
る
ぞ
、
ゆ
か
し
け
れ
～
」
と
置
き
浄
瑠
璃
を
す
る
。
そ
の

あ
と
舞
台
後
見
に
よ
っ
て
拍
子
木
が
一
回
打
た
れ
、
本
編
に
入
る
。
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【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

四
月
一
六
日
の
後
宴
狂
言
を
例
に
見
て
い
く
。

役
者
が
狂
言
前
の
挨
拶
の
た
め
に
舞
台
に
出
る
と
、
囃
子
方
は
一
六
日
は
「
御

遣
り
」
に
か
わ
っ
て
「
戻
り
山
」
を
吹
き
始
め
る
。
役
者
が
お
辞
儀
を
し
て
楽
屋

に
引
く
と
、
囃
子
方
は
曲
を
「
奉
演
間
」
に
か
え
る
。
「
奉
演
間
」
が
終
わ
る
と
、「
出

笛
」
を
鳴
ら
す
。
「
出
笛
」
の
最
後
の
音
が
鳴
る
と
、
若
い
衆
が
拍
手
を
し
な
が
ら
「
よ

く
で
き
ま
し
た
」
と
掛
け
声
を
上
げ
る
。
拍
手
が
鳴
り
や
ま
な
い
う
ち
に
出
三
味

線
が
始
ま
る
。
自
町
狂
言
は
時
間
の
制
約
が
あ
ま
り
な
い
た
め
出
三
味
線
を
長
め

に
す
る
。
途
中
若
い
衆
か
ら
「
た
っ
ぷ
り
！
」
「
勝
二
郎
（
三
味
線
の
名
前
）
」
と

掛
け
声
が
上
が
る
。
三
味
線
が
三
重
に
入
る
合
図
を
太
夫
に
目
で
送
る
と
、
曲
は

三
重
に
か
わ
り
太
夫
が
「
名
に
し
負
う
」
と
う
た
う
。
そ
し
て
「
滋
賀
の
国
、
琵

琶
湖
の
畔
、
長
浜
の
大
通
寺
の
門
前
町
、
諫
皷
山
～
。
紅
顔
華
麗
の
美
少
年
、
熱

演
す
る
ぞ
、
貴
け
り
～
」
と
置
き
浄
瑠
璃
を
す
る
。
置
き
浄
瑠
璃
の
間
も
若
い
衆

が
「
朋
太
夫
（
太
夫
の
名
前
）
」
な
ど
掛
け
声
を
上
げ
る
。
置
き
浄
瑠
璃
が
終
わ
り
、

そ
の
ま
ま
本
編
に
入
る
。
ち
な
み
に
千
秋
楽
で
は
「
千
秋
楽
」
の
一
節
が
三
重
の

最
初
に
入
る
。

（
幕
切
れ
）

最
後
に
幕
切
れ
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
太
夫
が
狂
言
の
最
後
に
キ
オ
イ
三
重
や

段
切
と
も
よ
ば
れ
る
太
夫
の
節
を
い
う
と
、
既
に
劇
中
で
死
ん
だ
役
の
役
者
も
含

め
て
役
者
全
員
が
舞
台
に
登
場
し
て
見
得
を
切
る
。
さ
ら
に
舞
台
後
見
と
舞
台
方

も
舞
台
に
出
て
お
礼
の
挨
拶
を
す
る
。
挨
拶
が
終
わ
る
と
「
神
楽
」
や
「
獅
子
」

と
い
っ
た
狂
言
終
了
の
シ
ャ
ギ
リ
が
鳴
ら
さ
れ
る
。
し
か
し
春
日
山
や
諫
皷
山
は

役
者
全
員
で
見
得
を
切
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
月
宮
殿
の
よ
う
に
挨
拶
の
あ
と

に
若
い
衆
が
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
の
掛
け
声
を
す
る
山
組
が
あ
っ
た
り
、
狂
言

終
了
の
シ
ャ
ギ
リ
を
鳴
ら
し
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
山
組
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
り

す
る
な
ど
、
幕
切
れ
の
仕
方
に
は
山
組
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】

狂
言
の
最
後
に
役
者
と
舞
台
方
が
花
道
を
練
り
あ
る
く
。
太
夫
が
最
後
の
節
を

い
う
と
、
役
者
・
舞
台
方
・
三
番
叟
・
舞
台
後
見
が
舞
台
に
正
座
し
、
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
す
る
。
す
る
と
、
太
夫
の
三
味
線
が
終
わ
ら
な
い

う
ち
に
、
囃
子
方
が
「
神
楽
」
を
演
奏
し
始
め
る
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

四
月
一
四
日
の
自
町
狂
言
を
例
に
見
て
い
く
。

太
夫
が
段
切
り
の
「
怒
れ
る
眼　

物
凄
く　

島
田
解
け
て　

逆
様
に　

た
ち
ま

ち
や
夜
叉
の
鬼
瓦
」
と
う
た
い
、
最
後
に
「
足
柄
山
へ
～
え
～
」
と
キ
オ
イ
三
重

を
う
た
い
終
わ
る
と
、
既
に
劇
中
で
死
ん
だ
役
の
役
者
も
含
め
全
員
舞
台
に
出
て

見
得
を
切
る
。
こ
の
間
太
夫
は
「
え
～
、
え
～
」
と
い
い
続
け
、
舞
台
後
見
は
ツ

ケ
と
拍
子
木
を
叩
き
、
若
い
衆
が
太
鼓
と
笛
を
鳴
ら
し
、
観
客
か
ら
は
拍
手
や
掛

け
声
が
上
が
り
大
変
に
ぎ
や
か
に
な
る
。
見
得
を
切
り
終
わ
る
と
、
太
夫
の
節
と

三
味
線
が
鳴
り
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
囃
子
方
が
「
獅
子
」
を
演
奏
し
始
め
る
。

ま
た
、
舞
台
後
見
と
小
舞
台
も
舞
台
に
登
場
し
、
正
座
を
し
て
全
員
で
手
を
つ
い

て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
す
る
。
そ
し
て
、
曳
山
の
周
り
に

い
る
若
い
衆
か
ら
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
と
掛
け
声
が
上
が
る
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

太
夫
が
段
切
り
の
節
を
い
う
と
、
役
者
は
全
員
で
見
得
を
切
る
。
こ
の
と
き
拍
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子
木
や
ツ
ケ
が
打
た
れ
る
。
太
夫
と
三
味
線
が
鳴
り
終
わ
る
と
、
舞
台
方
も
舞
台

に
出
て
き
て
、
挨
拶
を
す
る
。
舞
台
後
見
は
舞
台
に
出
て
こ
な
い
。
挨
拶
が
終
わ

る
と
、
す
ぐ
に
囃
子
方
が
「
神
楽
」
を
演
奏
し
始
め
る
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

四
月
一
六
日
の
後
宴
狂
言
を
例
に
見
て
い
く
。

狂
言
の
最
後
に
、
太
夫
と
三
味
線
の
「
高
砂
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
役
者
全
員

で
総
踊
り
を
す
る
。
こ
の
と
き
は
既
に
死
ん
だ
役
の
役
者
も
出
て
く
る
。
総
踊
り

の
あ
と
、
太
夫
が
「
春
重
四
海
波
、
今
に
伝
え
て
～
、
え
～
、
え
～
、
え
～
…
…
」

と
節
を
入
れ
る
と
、
舞
台
方
と
舞
台
後
見
も
舞
台
に
出
て
、
全
員
で
三
方
に
礼
を

し
た
の
ち
、
手
を
つ
い
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
す
る
。
挨

拶
が
済
む
と
、
三
味
線
と
太
夫
の
節
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
囃
子
方
が
「
神
楽
」

を
演
奏
し
始
め
る
。
そ
し
て
、
太
夫
と
三
味
線
が
完
全
に
鳴
り
終
わ
る
と
、
舞
台

後
見
・
舞
台
方
・
役
者
は
楽
屋
に
引
い
て
い
く
。

19:36 19:35 19:20
時

　間

調
査
日

役
者
が
舞
台
に
出
て
く
る
と
、
囃
子
方
の
「
御
遣
り
」
が
始
ま
る
。
役
者
が
お
辞
儀

を
し
て
楽
屋
に
戻
る
。
時
間
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
囃
子
方
は
い
つ
も
な
ら
「
御
遣
り
」

の
終
わ
り
ま
で
吹
く
と
こ
ろ
を
途
中
で
止
め
て
「
奉
演
間
」
に
か
え
る
。
「
奉
演
間
」
を

一
段
吹
い
て
、「
出
笛
」
を
吹
く
。
「
出
笛
」
が
吹
き
終
わ
る
と
、
狂
言
が
始
ま
る
。
シ
ャ

ギ
リ
へ
の
指
示
は
す
べ
て
舞
台
後
見
が
お
こ
な
う
。

女
性
の
囃
子
方
は
曳
山
の
横
に
待
機
す
る
。

オ
オ
ノ
辻
に
据
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
曳
山
の
亭
に
男
性
の
囃
子
方
が
上
が
る
。

内
容

平
成
二
三
年
四
月
一
三
日

場
所

オ
オ
ノ
辻
～
諫
皷
山
山
蔵

22 時頃 20:54 20:50 20:48 20:37 20:30 20:32 20:30 19:45 19:40

曳
山
が
山
蔵
に
納
め
ら
れ
る
ま
で
囃
子
方
は
ず
っ
と
吹
い
て
い
た
。

三
役
は
宿
に
帰
る
。

中
老
が
曳
山
を
山
蔵
に
戻
す
。
囃
子
方
が
「
御
遣
り
」
を
吹
き
な
が
ら
曳
山
に
つ
い

て
い
く
。

舞
台
後
見
は
曳
山
か
ら
下
り
、
町
家
に
着
く
ま
で
反
省
点
を
話
し
て
い
る
。
そ
こ
に

振
付
・
太
夫
・
三
味
線
が
来
て
、
最
後
の
桜
吹
雪
の
散
ら
し
方
が
弱
い
、
最
後
は
も
っ

と
大
量
に
降
ら
す
よ
う
に
と
指
摘
す
る
。

囃
子
方
は
曲
を
「
神
楽
」
か
ら
「
御
遣
り
」
に
か
え
る
。
中
老
は
観
客
の
椅
子
を
片
づ
け
、

舞
台
後
見
は
舞
台
の
掃
除
を
す
る
。
若
い
衆
は
下
に
落
ち
た
紙
吹
雪
を
掃
き
取
る
。

太
夫
と
三
味
線
が
曳
山
か
ら
下
り
る
。
舞
台
後
見
は
曳
山
に
設
置
し
た
照
明
を
撤
収

し
、
中
老
は
花
道
を
片
づ
け
る
な
ど
、
曳
山
を
山
蔵
に
戻
す
準
備
を
始
め
る
。

狂
言
が
終
わ
り
、
役
者
と
舞
台
後
見
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
を

す
る
と
、
囃
子
方
は
「
神
楽
」
を
演
奏
し
始
め
る
。
役
者
と
舞
台
後
見
は
舞
台
の
後
ろ

に
あ
る
楽
屋
に
引
く
。
役
者
係
が
役
者
を
楽
屋
の
後
ろ
か
ら
下
ろ
し
町
家
に
連
れ
て
い

く
。 最

後
の
衣
装
替
え
が
終
わ
る
と
、
衣
装
替
え
の
為
に
曳
山
の
後
ろ
に
設
置
し
て
い
た

テ
ン
ト
と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
片
づ
け
始
め
る
。

衣
装
替
え
の
手
順
は
、
ま
ず
若
い
衆
が
曳
山
か
ら
子
ど
も
を
抱
え
下
ろ
し
、
衣
装
屋

の
前
に
下
ろ
す
。
衣
装
屋
が
着
替
え
さ
せ
て
い
る
間
に
鬘
屋
が
鬘
を
交
換
す
る
。
そ
の

間
若
い
衆
が
刀
な
ど
の
小
道
具
を
装
着
す
る
。
衣
装
が
整
っ
た
ら
、
顔
師
が
化
粧
を
施

し
、
全
体
を
確
認
し
て
、
若
い
衆
が
曳
山
に
抱
え
上
げ
る
。
こ
の
と
き
は
若
い
衆
が
片

づ
け
や
小
道
具
の
装
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
う
。

役
者
が
登
場
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
と
、
振
付
が
す
か
さ
ず
横
か
ら
幕
を
開
け

て
舞
台
後
見
に
注
意
す
る
。
花
道
の
脇
に
は
若
い
衆
が
曳
山
を
囲
む
よ
う
に
立
っ
て
い

る
。
役
者
が
花
道
を
歩
く
と
き
は
花
道
が
傾
か
な
い
よ
う
に
下
か
ら
押
し
上
げ
る
。
ま

た
、
舞
台
後
見
が
舞
台
に
出
る
と
き
に
幕
の
開
け
閉
め
を
手
助
け
す
る
。 

　

役
者
が
衣
装
替
え
に
手
こ
ず
り
登
場
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と
き
は
、
幕
間
に
舞
台

転
換
の
準
備
を
す
る
舞
台
方
が
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
り
す
る
な
ど
し
て
時
間
稼
ぎ
を
す

る
。 曳

山
の
後
ろ
で
、
衣
装
屋
は
第
一
幕
が
始
ま
る
と
、
第
二
幕
に
使
う
衣
装
の
準
備
を

始
め
る
。

自町狂言 参与観察表（諫皷山）
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狂言（春日山）  三番叟（平成 23 年 4 月 16 日 9:35 撮影）

狂言（諫皷山）  太夫と三味線は舞台障子越しに外の様子を見
る（平成 23 年 4 月 16 日 11:09 撮影）

狂言（春日山）  舞台方による口上（平成 23 年 4 月 16 日 9:38
撮影）

狂言（月宮殿）  若い衆が狂言の最後にお囃子の太鼓を叩く（平
成 23 年 4 月 14 日 9:42 撮影）

狂言（青海山）  狂言の最後に役者全員で見得を切る（平成
23 年 4 月 15 日 12:54 撮影）

狂言（青海山）  狂言終了の挨拶（平成 23 年 4 月 15 日 12:54
撮影）

狂言（諫皷山）  場面転換を知らせる舞台方。役者の登場が遅
れると場を持たせたりする（平成 23 年 4 月 16 日 11:09 撮影）
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(3) 

舞
台
周
り
の
若
い
衆

曳
山
の
舞
台
周
り
を
一
〇
人
程
度
の
若
い
衆
が
取
り
囲
み
、
以
下
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
①
掛
け
声
（
大
向
う
と
も
よ
ば
れ
る
）
を
掛
け
た
り
、
拍

手
を
し
て
狂
言
を
盛
り
あ
げ
る
、
②
花
道
を
下
か
ら
支
え
て
役
者
が
歩
き
や
す
い

よ
う
に
す
る
、
③
楽
屋
を
目
隠
し
す
る
花
道
幕
を
押
さ
え
て
風
で
翻
る
の
を
防
ぐ
、

④
舞
台
後
見
が
見
栄
え
よ
く
舞
台
へ
出
入
り
す
る
た
め
に
花
道
幕
を
開
け
閉
め
す

る
、
⑤
狂
言
執
行
の
途
中
で
配
置
転
換
を
す
る
大
道
具
な
ど
を
曳
山
に
設
置
す
る
。

掛
け
声
は
役
者
に
対
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
太
夫
・
三
味
線
・
囃
子
方
に
対
す

る
も
の
も
あ
る
。
以
下
に
主
な
掛
け
声
を
列
挙
す
る
。

囃
子
方
の
出
笛
が
終
わ
る
と
、
「
よ
く
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
。

狂
言
の
幕
開
き
の
、
三
味
線
が
弾
き
鳴
ら
す
場
面
（
メ
リ
ヤ
ス
）
で
は
、
「
勝
二

郎
！
」
な
ど
三
味
線
の
名
前
を
い
う
。
出
三
味
線
後
の
太
夫
の
語
り
が
終
わ
る
と
、

こ
こ
で
も
「
朋
太
夫
！
」
な
ど
太
夫
の
名
前
を
い
う
。

役
者
が
登
場
す
る
場
面
で
は
、「
よ
っ
、
○
○
（
役
者
の
本
名
）
」「
待
っ
て
ま
し
た
」

「
○
○
（
役
名
）
頼
む
で
」
、
役
者
の
見
せ
場
で
は
「
た
っ
ぷ
り
」「
○
○
（
役
名
）
ば
っ

か
り
」「
よ
く
で
き
ま
し
た
」「
大
当
た
り
」
、
恋
人
同
士
の
掛
け
合
い
の
場
面
で
は
「
御

両
人
」
「
（
女
性
役
を
）
大
切
に
し
ろ
よ
」
、
役
者
の
出
番
が
終
わ
る
と
「
お
疲
れ
様

で
す
」
な
ど
と
い
う
。
若
い
衆
の
掛
け
声
で
観
客
が
笑
い
、
場
が
和
む
こ
と
も
あ
る
。

千
秋
楽
で
は
、
役
者
の
家
の
家
業
の
こ
と
や
、
役
者
親
を
か
ら
か
う
掛
け
声
な

ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
が
多
く
な
る
。

狂言（春日山）  （平成 23 年 4 月 16 日 10:10 撮影）

狂言（月宮殿）  （平成 23 年 4 月 16 日 10:16 撮影）

狂言（青海山）  （平成 23 年 4 月 16 日 20:05 撮影）

狂言（諫皷山）  （平成 23 年 4 月 13 日 17:41 撮影）
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舞台周りの若い衆（諫皷山）  花道幕を押さえる（平成 23 年
4 月 14 日 10:04 撮影）

舞台周りの若い衆（春日山）  大向うを掛ける（平成 23 年 4
月 14 日 11:25 撮影）

舞台周りの若い衆（春日山）  花道を支える（平成 23 年 4 月 16 日
16:45 撮影）

(4) 

狂
言
の
舞
台
裏

こ
こ
で
は
役
者
の
世
話
を
す
る
役
者
係
（
月
宮
殿
で
は
役
者
方
と
よ
ぶ
）
、
衣
装
・

鬘
・
化
粧
直
し
を
す
る
衣
装
屋
・
鬘
屋
・
顔
師
、
狂
言
の
演
出
に
指
示
を
出
す
振

付
の
動
き
を
中
心
に
見
て
い
く
。

役
者
係
は
役
者
に
つ
き
添
い
、
役
者
の
世
話
を
す
る
。
主
な
役
割
と
し
て
次
の

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
役
者
の
移
動
の
介
助
。
た
と
え
ば
衣
装
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
抱
き
か
か
え
て
移
動
し
た
り
、
曳
山
へ
の
上
げ
下
ろ
し
を
介
助
し
た
り
、
衣

装
屋
・
鬘
屋
・
顔
師
の
所
ま
で
誘
導
し
た
り
す
る
。
②
衣
装
屋
や
鬘
屋
の
手
伝
い
。

主
に
小
道
具
の
装
着
や
、
衣
装
の
片
づ
け
や
移
動
を
お
こ
な
う
。
③
役
者
が
衣
装

や
鬘
・
化
粧
を
い
じ
ら
な
い
よ
う
に
見
張
る
。
頭
が
痒
け
れ
ば
爪
楊
枝
で
掻
い
た

り
す
る
。
④
役
者
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
。

衣
装
屋
・
鬘
屋
・
顔
師
は
曳
山
の
後
ろ
に
張
っ
た
テ
ン
ト
や
ア
ト
ヤ
マ
（
後
山
・

弁
当
山
と
も
い
う
）
で
、
衣
装
替
え
や
鬘
替
え
、
化
粧
の
直
し
を
す
る
。
衣
装
替

え
に
か
け
ら
れ
る
時
間
は
三
分
程
度
と
短
い
こ
と
も
あ
り
、
三
者
が
同
時
に
お
こ

な
う
こ
と
も
あ
る
。
平
成
二
三
年
の
諫
皷
山
で
は
、
一
人
当
た
り
二
回
の
衣
装
替

え
と
鬘
替
え
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
比
較
的
多
い
。
衣
装
屋
は
三
人
、
顔
師
は
二
人
、

鬘
屋
は
一
人
だ
っ
た
。
四
月
一
三
日
の
二
回
目
の
自
町
狂
言
で
は
、
ま
ず
役
者
係

が
曳
山
か
ら
役
者
を
抱
え
下
ろ
し
、
衣
装
屋
の
前
ま
で
連
れ
て
い
く
。
衣
装
屋
が

着
替
え
さ
せ
て
い
る
間
に
鬘
屋
が
鬘
を
交
換
す
る
。
そ
し
て
役
者
係
が
刀
な
ど
の

小
道
具
を
役
者
に
装
着
し
、
最
後
に
顔
師
が
化
粧
を
施
し
、
全
体
を
確
認
し
て
か
ら
、

役
者
係
が
曳
山
に
抱
え
上
げ
る
。
顔
師
が
舞
台
裏
の
進
行
を
仕
切
り
、
役
者
係
に

指
示
し
な
が
ら
役
者
を
移
動
さ
せ
る
。

ま
た
狂
言
執
行
中
、
役
者
の
次
の
出
番
ま
で
時
間
が
あ
る
場
合
は
、
鬘
な
ど
の
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調
整
を
す
る
。
と
く
に
祭
り
序
盤
で
は
役
者
が
鬘
を
痛
が
る
こ
と
が
あ
る
。
役
者

係
や
顔
師
が
な
だ
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
鬘
屋
が
鬘
を
は

ず
し
て
調
整
す
る
こ
と
も
あ
る
。

振
付
は
、
狂
言
執
行
中
、
基
本
的
に
花
道
の
傍
に
立
っ
て
、
狂
言
や
観
客
の
様

子
を
見
る
。
諫
皷
山
の
振
付
は
花
道
の
傍
に
立
っ
て
一
緒
に
台
詞
を
い
っ
た
り
、

役
者
の
歩
く
速
度
が
遅
い
場
合
は
、
早
く
歩
く
よ
う
に
手
振
り
で
指
示
を
出
し
た

り
す
る
。
ま
た
、
登
場
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
と
き
は
、
す
ぐ
に
舞
台
裏
に
来
て

舞
台
後
見
に
注
意
す
る
。
ま
た
、
狂
言
が
終
わ
っ
た
あ
と
や
次
の
狂
言
執
行
前
に

は
振
付
け
の
修
正
を
お
こ
な
う
。
振
付
に
よ
っ
て
は
化
粧
や
鬘
、
衣
装
に
細
か
く

指
示
を
出
し
た
り
、
確
認
を
お
こ
な
っ
た
り
す
る
人
も
い
る
。

（１）
の
準
備
で
述
べ

た
と
お
り
月
宮
殿
の
振
付
は
狂
言
執
行
前
に
衣
装
や
鬘
・
化
粧
の
確
認
を
丹
念
に

お
こ
な
う
。
月
宮
殿
の
振
付
は
前
回
（
平
成
二
〇
年
）
振
付
を
担
当
し
た
と
き
に

は
自
ら
化
粧
を
施
し
て
い
た
。

狂言の舞台裏（春日山）   狂言を見守る振付（左から四番目）（平
成 23 年 4 月 14 日 11:11 撮影）

狂言の舞台裏（諫皷山）  役者係につき添われて出番を待つ役
者（平成 23 年 4 月 13 日 16:56 撮影）

狂言の舞台裏（月宮殿）  鬘を直す間役者方が日傘を差す（平
成 23 年 4 月 14 日 9:19 撮影）

狂言の舞台裏（月宮殿）   役者方が役者を曳山に上げる（平成
23 年 4 月 13 日 18:38 撮影）
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狂言の舞台裏（諫皷山）  アトヤマを使って衣装替えをする
（平成 23 年 4 月 14 日 10:15 撮影）

狂言の舞台裏（月宮殿）  狂言が終わり役者方に担がれて
休憩所まで戻る役者（平成 23 年 4 月 15 日 13:06 撮影）

狂言の舞台裏（諫皷山）  衣装替え・化粧直し・鬘合わせが同時にお
こなわれる（平成 23 年 4 月 13 日 17:46 撮影）

(5) 

舞
台
後
見

舞
台
後
見
の
狂
言
に
か
か
わ
る
役
割
に
は
、
①
狂
言
の
進
行
、
②
役
者
の
入
退

場
の
補
助
、
③
舞
台
上
で
の
役
者
の
着
替
え
や
動
き
の
補
助
、
④
ツ
ケ
・
拍
子
木
・

木
魚
・
烏
笛
・
鶯
笛
な
ど
の
鳴
り
物
、
⑤
仕
掛
け
の
操
作
、
⑥
幕
や
照
明
な
ど
舞

台
飾
り
の
整
備
、
⑦
舞
台
上
の
掃
除
、
⑧
囃
子
方
へ
の
シ
ャ
ギ
リ
開
始
の
指
示
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
狂
言
以
外
の
場
面
で
は
登
り
山
や
戻
り
山
・
狂
言
の
待
ち
時

間
に
常
に
舞
台
上
で
正
座
の
姿
勢
で
待
機
し
て
い
る
。

舞
台
後
見
は
基
本
的
に
若
い
衆
が
お
こ
な
う
役
で
、
二
、
三
人
が
役
に
当
た
る
。

服
装
は
黒
紋
付
の
着
物
に
袴
で
、
顔
は
隠
さ
な
い
。
大
歌
舞
伎
な
ど
の
舞
台
後
見

が
黒
衣
で
顔
を
頭
巾
で
覆
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。
こ
こ
で
は
四
月
一
六
日
の

自
町
狂
言
に
お
け
る
諫
皷
山
を
例
に
舞
台
後
見
の
役
割
を
見
て
い
く
。

諫
皷
山
の
舞
台
後
見
は
三
人
い
る
。
例
年
は
二
人
だ
が
、
平
成
二
三
年
は
衣
装

替
え
が
多
く
役
者
の
出
入
り
が
頻
繁
な
た
め
三
人
に
増
や
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

仕
事
内
容
は
前
述
し
た
と
お
り
だ
が
、
特
筆
す
る
点
と
し
て
狂
言
の
進
行
を
状
況

に
応
じ
て
舞
台
後
見
同
士
で
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
老
な
ど

に
狂
言
開
始
前
の
顔
見
せ
の
登
場
を
急
か
さ
れ
て
も
、
舞
台
後
見
は
天
候
や
役
者

の
健
康
状
態
、
衣
装
替
え
な
ど
の
進
捗
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
要
求
を
拒
否
す

る
こ
と
も
あ
る
。

四
月
一
六
日
は
狂
言
執
行
の
最
終
日
で
あ
る
た
め
役
者
も
す
で
に
動
線
を
把
握

し
て
お
り
、
舞
台
後
見
に
指
示
さ
れ
る
前
に
自
分
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
舞
台
後
見
に
よ
る
と
、
八
幡
宮
で
の
狂
言
奉
納
に
比
べ
て
自
町
狂
言
は
落
ち

着
い
て
で
き
る
た
め
、
楽
屋
内
の
雰
囲
気
は
穏
や
か
で
あ
る
。
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10:43 10:35
時

　間

調
査
日

役
者
が
来
る
時
間
を
確
認

　

後
見
が
携
帯
電
話
で
筆
頭
に
役
者
が
何
時
に
曳
山
に
上
が
る
か
確
認
す
る
。
二
分
後

に
来
る
と
聞
く
と
、
亭
に
い
る
囃
子
方
と
、
狂
言
の
執
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
「
戻
り
山
」

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
後
見
が
指
示
を
出
す
こ
と
を
打
合
せ
る
。

小
道
具
の
確
認 

舞
台
後
見
（
以
下
、
後
見
）
の
一
人
が
楽
屋
で
小
道
具
の
確
認
を
す
る
。
要
ら
な
い

物
を
外
に
出
す
。
ほ
か
の
二
人
は
舞
台
で
仕
掛
け
を
取
り
つ
け
る
。

内
容

平
成
二
三
年
四
月
一
六
日

場
所

諫
皷
山
曳
山
楽
屋 

（
曳
山
は
オ
オ
ノ
角
）

10:55 10:47

役
者
が
一
人
ま
だ
曳
山
に
到
着
し
て
い
な
い
が
、
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
舞

台
に
出
さ
ず
に
狂
言
を
始
め
よ
う
と
、
後
見
同
士
で
相
談
し
て
決
め
る
。

太
夫
の
竹
本
朋
太
夫
と
三
味
線
の
豊
澤
勝
二
郎
氏
が
楽
屋
に
上
が
る
。

役
者
を
舞
台
に
出
し
、
シ
ャ
ギ
リ
を
指
示

役
者
を
舞
台
に
出
す
。
そ
し
て
後
見
が
亭
に
い
る
囃
子
方
に
「
シ
ャ
ギ
っ
て
」
と
指

示
す
る
と
、
囃
子
方
は
「
戻
り
山
」
を
鳴
ら
し
始
め
る
。

後
見
は
、
役
者
を
舞
台
に
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
う
。
役
者
が
楽
屋
に
全
員
揃
っ

て
か
ら
舞
台
に
出
す
こ
と
に
す
る
。
す
る
と
、
外
か
ら
中
老
に
役
者
は
ま
だ
出
な
い
の

か
と
尋
ね
ら
れ
る
。
後
見
は
、
寒
い
か
ら
ま
だ
役
者
を
出
し
ま
せ
ん
と
答
え
る
。

役
者
が
楽
屋
に
来
る

　

役
者
が
楽
屋
に
上
が
っ
て
く
る
。
後
見
は
舞
台
方
の
子
に
も
っ
と
見
せ
場
を
客
に

じ
っ
く
り
見
せ
る
よ
う
に
い
う
。

「
出
笛
」
用
の
コ
ー
ド
マ
イ
ク
を
亭
に
上
げ
る
。

舞台後見参与観察表（諫皷山）

木
魚
を
叩
く
と
き
は
、
首
か
ら
木
魚
を
吊
る
し
て
、
太
夫
が
使
う
ス
タ
ン
ド
マ
イ
ク

の
前
に
立
っ
て
鳴
ら
す
。
笛
を
吹
く
と
き
も
、
太
夫
の
ス
タ
ン
ド
マ
イ
ク
を
使
う
。
鳴

り
物
は
舞
台
障
子
の
透
か
し
越
し
に
舞
台
の
様
子
を
見
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ

て
鳴
ら
す
。

役
者
は
楽
屋
で
出
番
を
待
つ
間
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
遊
ん
だ
り
、
ほ
か
の
子
の
台

詞
を
口
ず
さ
む
な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
。
後
見
が
役
者
に
出
番
が
も
う
す
ぐ
だ
と

い
う
と
、
役
者
は
自
分
で
小
道
具
を
持
っ
て
き
て
、
後
見
に
つ
け
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、

自
分
で
所
定
の
幕
裏
に
つ
い
て
、
後
見
が
幕
を
上
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
舞
台
に
出
て
い

く
。 後

見
Ａ
が
楽
屋
か
ら
舞
台
に
向
か
っ
て
右
側
の
幕
の
上
げ
下
げ
と
紙
吹
雪
を
散
ら
す

係
、
後
見
Ｂ
が
左
側
の
幕
の
上
げ
下
げ
と
烏
笛
と
鶯
笛
を
吹
く
係
、
後
見
Ｃ
が
囃
子
方

へ
の
指
示
、
役
者
を
舞
台
に
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
の
指
示
、
木
魚
を
叩
く
係
。
ま
た
、
全

員
が
舞
台
に
出
て
桜
の
木
な
ど
の
道
具
の
出
し
入
れ
や
、
笠
や
た
す
き
な
ど
役
者
の
小

道
具
の
つ
け
は
ず
し
を
す
る
。 

　

他
方
、
役
者
係
の
一
人
が
後
見
の
指
示
に
従
っ
て
、
衣
装
替
え
の
際
に
役
者
を
楽
屋

か
ら
外
へ
抱
え
て
下
ろ
し
た
り
、
外
か
ら
役
者
を
抱
え
上
げ
て
楽
屋
に
入
れ
た
り
す
る
。

11:00

太
夫
は
立
っ
て
浄
瑠
璃
を
語
る
。
右
手
は
柱
に
つ
か
ま
り
、
左
手
に
台
本
を
持
つ
。

三
味
線
は
楽
屋
の
舞
台
障
子
背
面
の
三
役
台
に
座
っ
て
三
味
線
を
弾
く
。
太
夫
と
三
味

線
は
舞
台
障
子
の
透
か
し
越
し
に
舞
台
の
様
子
を
見
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
。 

　

な
お
、
狂
言
中
は
楽
屋
襖
は
は
ず
さ
れ
て
い
る
。

後
見
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
つ
く
。
芝
居
が
始
ま
る
。

狂
言

　

役
者
は
お
辞
儀
し
て
楽
屋
に
戻
っ
て
く
る
。
後
見
は
亭
に
い
る
囃
子
方
に
「
（
『
戻
り

山
』
を
）
切
っ
て
、
『
奉
演
間
』
一
回
」
と
指
示
す
る
。
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11:58 11:54

舞
台
で
の
挨
拶
が
終
わ
っ
た
役
者
た
ち
は
、
慣
れ
た
様
子
で
楽
屋
を
と
お
っ
て
曳

山
か
ら
下
り
て
い
く
。
「
あ
い
つ
ら
凄
い
な
。
出
番
が
終
わ
っ
た
ら
自
分
ら
で
勝
手
に

ば
ー
っ
て
曳
山
を
下
り
よ
る
。
で
も
慣
れ
て
き
た
頃
に
（
祭
り
は
）
終
わ
る
（
後
見
Ｃ
）
。
」 

　

後
見
は
シ
ャ
ギ
リ
の
終
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
と
く
に
指
示
を
せ
ず
、
小
道
具
を
持
っ

て
曳
山
を
下
り
る
。

片
づ
け

狂
言
が
終
わ
る
と
、
後
見
は
胴
幕
を
片
づ
け
る
。
こ
の
あ
と
に
狂
言
を
お
こ
な
う
長

浜
文
化
芸
術
会
館
に
持
っ
て
い
く
物
を
一
覧
表
を
見
な
が
ら
道
具
箱
に
ま
と
め
る
。 

　

な
お
、
後
見
は
狂
言
終
了
時
に
囃
子
方
へ
シ
ャ
ギ
リ
開
始
の
合
図
は
出
さ
な
い
。
囃

子
方
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
始
め
る
。

舞台後見（諫皷山）  舞台に仕掛けを設置する（平成 23 年 4
月 15 日 13:08 撮影）

舞台後見（青海山）  役者の体勢を支える（平成 23 年 4 月 15
日 12:20 撮影）

舞台後見（諫皷山）   透けた舞台障子で外の様子を見ながら花
吹雪を散らす（平成 23 年 4 月 16 日 11:22 撮影）

舞台後見（諫皷山）   舞台の様子を見ながら鶯笛を吹く（平成
23 年 4 月 16 日 11:22 撮影）

舞台後見（諫皷山）   役者に小道具をつける（平成 23 年 4 月
16 日 11:40 撮影）
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(6) 

シ
ャ
ギ
リ

曳
山
祭
で
の
シ
ャ
ギ
リ
演
奏
は
基
本
的
に
は
表
「
長
浜
曳
山
祭
囃
子
次
第
」
に

よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
狂
言
の
執
行
に
合
わ
せ
て
演
奏
さ
れ
る
状
況

を
出
番
山
で
見
て
い
く
。

シ
ャ
ギ
リ
の
演
奏
場
所
は
基
本
的
に
は
曳
山
の
亭
だ
が
、
女
子
や
亭
に
入
り
き

ら
な
い
男
子
は
曳
山
の
周
り
で
あ
る
。
な
お
、
「
出
笛
」
と
「
神
楽
の
出
」
は
曳
山

の
楽
屋
の
舞
台
障
子
裏
で
吹
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
コ
ー
ド
マ
イ
ク

を
亭
に
上
げ
て
吹
く
山
組
も
あ
る
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】
　

一
番
山
の
春
日
山
で
は
狂
言
の
前
に
三
番
叟
が
舞
わ
れ
る
。
四
月
一
五
日
の
神

輿
還
御
ま
で
は
、「
御
遣
り
」・「
奉
演
間
」
の
順
に
演
奏
す
る
と
、
三
番
叟
が
舞
わ
れ
、

舞台後見（諫皷山）  面幕を開けて役者を楽屋に入れる（平成
23 年 4 月 16 日 11:17 撮影）

舞台後見（月宮殿）  仮縫いしてある糸を抜いて、衣装を一瞬
にしてかえる（ブッカエシ）（平成 23 年 4 月 16 日 10:16 撮影）

終
わ
る
と
「
出
笛
」
が
吹
か
れ
る
。
そ
の
後
狂
言
が
始
ま
り
、
舞
台
方
が
口
上
を

述
べ
る
。
狂
言
が
終
わ
る
と
「
神
楽
」
を
演
奏
し
始
め
る
。
な
お
、
八
幡
宮
と
御

旅
所
の
両
神
前
で
は
、
狂
言
前
の
「
御
遣
り
」
の
か
わ
り
に
「
神
楽
」
を
演
奏
す
る
。

そ
し
て
四
月
一
六
日
は
、
「
御
遣
り
」
の
か
わ
り
に
「
戻
り
山
」
を
演
奏
す
る
。

亭
に
上
が
る
の
は
男
性
の
み
で
あ
る
。
こ
の
年
は
大
体
三
人
く
ら
い
が
上
が
っ

た
。
そ
の
ほ
か
は
曳
山
の
周
り
で
演
奏
し
た
。
亭
の
囃
子
方
が
演
奏
し
始
め
る
と
、

曳
山
の
周
り
に
い
る
囃
子
方
が
、
続
い
て
吹
く
。
し
か
し
亭
の
囃
子
方
の
人
数
が

少
な
い
た
め
、
外
ま
で
音
が
届
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
指
示
は
、
曳
山
の
横
に
い

る
若
い
衆
の
囃
子
担
当
が
携
帯
の
メ
ー
ル
で
亭
に
い
る
囃
子
方
に
出
し
た
。

自
町
狂
言
で
は
、
「
出
笛
」
は
曳
山
の
横
な
ど
に
設
置
し
た
ス
タ
ン
ド
マ
イ
ク
で

鳴
ら
す
こ
と
も
あ
る
。
女
子
が
吹
く
こ
と
も
あ
る
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

基
本
的
に
囃
子
方
が
「
獅
子
」
を
演
奏
す
る
と
役
者
が
舞
台
に
出
て
、
客
に
顔

見
せ
を
す
る
。
役
者
が
楽
屋
に
引
き
、
し
ば
ら
く
す
る
と
「
ナ
ナ
シ
」
に
か
え
る
。

準
備
が
遅
れ
る
場
合
は
「
獅
子
」
や
「
ナ
ナ
シ
」
を
繰
り
返
し
演
奏
し
延
ば
す
。

準
備
が
整
う
と
「
出
笛
」
が
演
奏
さ
れ
る
。
「
出
笛
」
が
終
わ
る
と
、
三
味
線
が
鳴

り
始
め
、
狂
言
が
開
始
さ
れ
る
。
狂
言
が
終
わ
る
と
、
太
夫
と
三
味
線
が
鳴
り
終

わ
る
直
前
に
少
し
重
ね
て
「
獅
子
」
を
演
奏
し
始
め
る
。
狂
言
の
幕
切
れ
で
拍
子

木
を
打
ち
終
え
る
と
、
す
ぐ
に
「
獅
子
」
を
演
奏
し
始
め
る
。

亭
に
は
七
～
一
〇
人
程
度
上
が
る
。
そ
の
ほ
か
は
曳
山
の
周
り
で
演
奏
す
る
。

指
示
系
統
は
副
筆
頭
か
ら
囃
子
方
総
責
に
指
示
し
、
そ
れ
か
ら
亭
に
い
る
囃
子
方

に
シ
ャ
ギ
リ
開
始
を
合
図
す
る
。
ま
た
、
準
備
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
舞
台
後

見
が
囃
子
方
総
責
に
「
獅
子
」
や
「
ナ
ナ
シ
」
の
演
奏
を
延
ば
す
よ
う
依
頼
す
る
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こ
と
も
あ
る
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

四
月
一
三
日
の
自
町
狂
言
で
は
、
「
豊
公
楽
」・「
太
平
楽
」
の
順
に
演
奏
さ
れ
る
。

そ
の
後
舞
台
方
が
口
上
を
述
べ
る
。
そ
し
て
「
出
笛
」
を
鳴
ら
し
終
え
る
と
、
狂

言
が
始
ま
る
。
狂
言
が
終
わ
る
と
「
神
楽
」
を
演
奏
す
る
。

亭
に
上
が
る
の
は
男
性
の
み
で
あ
る
。
大
体
六
人
程
度
亭
に
上
が
る
。
そ
の
ほ

か
は
曳
山
の
周
り
で
演
奏
す
る
。
太
鼓
は
亭
の
上
で
叩
か
れ
る
。
す
り
鉦
は
亭
の

な
か
と
曳
山
の
外
の
両
方
で
叩
か
れ
る
。
指
示
は
、
筆
頭
か
ら
囃
子
部
長
に
出
し
、

そ
し
て
亭
に
い
る
囃
子
方
に
シ
ャ
ギ
リ
開
始
の
合
図
を
出
す
。
た
だ
し
狂
言
が
終

わ
っ
た
あ
と
の
シ
ャ
ギ
リ
開
始
の
合
図
は
と
く
に
な
く
、
亭
に
い
る
囃
子
部
が
狂

言
の
終
了
を
見
計
ら
っ
て
始
め
る
。
曳
山
の
周
り
に
い
る
囃
子
部
は
、
亭
に
い
る

囃
子
部
の
演
奏
が
始
ま
る
と
そ
れ
に
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

役
者
が
顔
見
せ
の
た
め
、
狂
言
上
演
前
に
舞
台
に
出
る
と
囃
子
方
が
「
御
遣
り
」

を
演
奏
し
始
め
る
。
役
者
が
全
員
舞
台
上
に
揃
い
、
太
夫
・
三
味
線
も
準
備
が
完

了
す
る
と
、
役
者
は
お
辞
儀
を
し
て
再
び
楽
屋
に
引
く
。
す
る
と
囃
子
方
は
、
曲

を
「
奉
演
間
」
に
か
え
る
。
「
奉
演
間
」
が
終
わ
る
と
、「
出
笛
」
を
吹
く
。
「
出
笛
」

を
吹
き
終
え
る
と
、
三
味
線
の
音
が
鳴
り
始
め
、
狂
言
が
開
始
さ
れ
る
。
狂
言
が

終
わ
り
、
子
ど
も
が
挨
拶
を
す
る
と
、
太
夫
と
三
味
線
が
鳴
り
終
わ
る
前
に
切
り

笛
か
ら
「
神
楽
」
を
演
奏
し
始
め
る
。
も
し
狂
言
終
了
後
に
曳
山
が
動
く
場
合
、「
神

楽
」
を
止
め
、「
御
遣
り
」
を
演
奏
し
始
め
る
。
そ
し
て
、
曳
山
が
止
ま
る
ま
で
「
御

遣
り
」
を
演
奏
し
続
け
る
。
な
お
、
八
幡
宮
と
御
旅
所
で
は
、
狂
言
前
の
「
御
遣
り
」

の
と
こ
ろ
で
「
神
楽
」
を
演
奏
す
る
。
ま
た
、
「
奉
演
間
」
は
基
本
的
に
一
段
の
み

演
奏
す
る
が
、
準
備
状
況
に
応
じ
て
二
段
以
降
も
演
奏
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ち
な

み
に
、
平
成
二
三
年
は
す
べ
て
一
段
ま
で
だ
っ
た
。

亭
に
上
が
る
の
は
男
性
の
み
で
、
七
～
一
〇
人
程
度
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
人

は
曳
山
の
周
り
で
演
奏
す
る
。

指
示
は
、
楽
屋
に
い
る
舞
台
後
見
が
亭
に
い
る
囃
子
方
に
シ
ャ
ギ
リ
開
始
の
合

図
を
出
す
。
た
だ
し
狂
言
終
了
後
の
シ
ャ
ギ
リ
開
始
の
合
図
は
な
く
、
亭
に
い
る

囃
子
方
が
狂
言
の
終
了
を
見
計
ら
っ
て
演
奏
し
始
め
る
。
シ
ャ
ギ
リ
が
終
わ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
も
亭
に
い
る
囃
子
方
の
判
断
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
出
笛
」
は
亭
に
上
げ
た
コ
ー
ド
マ
イ
ク
で
音
を
拾
う
。
四
月
一
六
日
は
、
「
御

遣
り
」
の
か
わ
り
に
「
戻
り
山
」
を
演
奏
す
る
。

シャギリ（春日山）  御旅所で演奏する（平成 23 年 4 月 15 日撮影）

シャギリ（諫皷山）  亭の内部（平成 23 年 4 月 14 日 12:01 撮影）
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場　所 曲　目　順 備　考
13 日 自町 起し太鼓 自町を歩いて演奏する。

自町狂言

1. 御遣り

2. 奉演間 狂言開始前。

3. 出笛 狂言開始直前。

4. 神楽（「切り笛」から） 狂言終了と同時に開始する。

14 日 自町狂言 13 日と同じ

登り山

1. 御遣り 自町から八幡宮のすじかい橋まで。

2. 神楽（「神楽の出」から） すじかい橋での神前曳入れから所定の場所に据えつけ完了まで。

3. 奉演間（おちつき） 曳山据えつけ完了時に 1回演奏する。

四・三・二番山の場合

（迎えシャギリ）

1. 神楽
次の曳山がすじかい橋を入り、所定の場所に据えつけられるま

で。

2. 奉演間（おちつき）
次の山組が据えつけを完了し、「奉演間」を囃し出したときに 1

回演奏する。

夕渡り（送りシャギリ） 1. 神楽
四・三・二・一番山の順に囃し始める。四番山は「切り笛」か

ら夕渡りが境内を出るまで。

15 日 自町 起し太鼓 自町を歩いて演奏する。

八幡宮　 

（一番山の場合）

1. 神楽（「神楽の出」から）
太刀渡りが神前を出ていくときの「翁招き」から曳山が狂言奉

納場所へ据えつけられるまで。

2. 奉演間 据えつけ完了時から狂言開始前まで。

3. 出笛 狂言開始直前。

4. 神楽（「切り笛」から） 狂言終了時からすじかい橋を出るまで。

二・三・四番山の場合

（送りシャギリ）
1. 神楽

前の曳山が狂言奉納場所に出るときから据えつけが終わるまで

（一番山が出るときは各山組とも）。

二・三・四番山の場合

1. 神楽
自町の曳山が奉納場所へと曳き出されるときから奉納場所へ据

えつけられるまで。

2. 奉演間 据えつけ完了時から狂言開始前まで。

3. 出笛 狂言開始直前。

4. 神楽（「切り笛」から） 狂言終了時からすじかい橋を出るまで。

八幡宮から御旅所

（道中二回上演）

1. 御遣り すじかい橋を出て、次の狂言上演場所へ着くまで。

2. 奉演間 上演場所到着後、狂言開始前に。

3. 出笛 狂言開始直前。

4. 神楽（「切り笛」から）
狂言終了時から曳山が動くまで（動いてからも「神楽」の曲の

きりがつくまで演奏する）。

5. 御遣り 原則として曳山が動き出したときから次の上演場所に着くまで。

御旅所

1. 神楽（「神楽の出」から） みのり橋での御旅所曳入れから奉納場所据えつけ完了まで。

2. 奉演間 据えつけ完了時から狂言開始直前まで。

3. 出笛 狂言開始直前。

4. 神楽（「切り笛」から） 狂言終了時から所定の場所に据えつけられるまで。

5. 奉演間（おちつき） 据えつけ完了時に 1回（短くてもよい）。

一・二・三番山の場合 

（迎えシャギリ）

1. 神楽 次の曳山がみのり橋を入り、奉納場所へ据えつけられるまで。

2. 神楽
次の山組が狂言終了後、所定の場所に据えつけられるまで（次

の山組の「神楽」より少し遅れて始める）。

3. 奉演間（おちつき）
次の曳山が所定の場所に据えつけ完了し、「奉演間」を演奏し始

めた時に 1回（短くてもよい）。

戻り山 1. 戻り山
神輿を担ぎ始めたとき、一・二・三・四番山の順に囃し始め、

自町内に戻るまでおこなう。

16 日

自町での後宴狂言

1. 戻り山

13、14 日の自町狂言の要領と同じだが、「御遣り」にかわって「戻

り山」を演奏する。

2. 奉演間

3. 出笛

4. 神楽（「切り笛」から）

長浜曳山祭囃子次第 ( 囃子保存会の曲を演奏する山組 )　『長浜曳山しゃぎり』より修正加筆
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(7) 

千
秋
楽

千
秋
楽
は
四
月
一
六
日
の
一
九
時
半
頃
か
ら
各
町
内
で
お
こ
な
わ
れ
る
祭
り
最

後
の
狂
言
で
あ
る
。
千
秋
楽
で
は
町
内
の
人
を
笑
わ
せ
る
台
詞
や
、
若
い
衆
か
ら

の
掛
け
声
な
ど
町
内
の
人
が
楽
し
む
趣
向
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら

の
演
出
は
若
い
衆
が
お
こ
な
い
、
振
付
が
関
与
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
な
い
。
さ

ら
に
千
秋
楽
の
あ
と
に
は
、
役
者
や
三
役
へ
の
花
束
贈
呈
や
、
筆
頭
や
若
い
衆
を

卒
業
す
る
人
を
労
う
催
し
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
月
宮
殿
と
諫
皷
山

を
例
に
千
秋
楽
の
様
子
を
見
て
い
く
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

狂
言
が
始
ま
る
前
、
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
役
者
は
楽
屋
の
後
ろ
か
ら
曳
山
に
上

が
る
が
、
千
秋
楽
で
は
筆
頭
の
紹
介
を
受
け
て
観
客
が
見
守
る
な
か
、
舞
台
の
前

か
ら
梯
子
を
掛
け
て
上
が
る
。
ま
た
幕
開
け
の
太
夫
の
語
り
で
「
千
秋
楽
」
と
い

う
浄
瑠
璃
が
入
る
。
狂
言
中
は
、
台
詞
を
役
者
の
家
の
家
業
や
、
稽
古
中
の
失
敗

に
ま
つ
わ
る
も
の
に
か
え
て
、
観
客
の
笑
い
を
誘
う
。
狂
言
後
は
筆
頭
を
労
う
余

興
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
余
興
の
内
容
は
、
若
い
衆
や
囃
子
方
が
祭
り
期
間
中
に
酒

を
飲
み
な
が
ら
交
わ
さ
れ
る
雑
談
の
な
か
か
ら
考
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
最
後

に
振
付
・
筆
頭
・
正
負
担
人
に
よ
っ
て
挨
拶
が
な
さ
れ
千
秋
楽
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

千秋楽参与観察表（月宮殿）

19:01
時

　間

調
査
日

田
町
会
館
内
で
は
役
者
た
ち
が
化
粧
や
衣
装
の
準
備
を
す
る
。 

曳
山
は
田
町
会
館
の
西
側
に
配
置
。
南
を
正
面
に
向
け
る
。
囃
子
方
総
責
の
指
示
で
駐

車
場
に
ハ
ヤ
シ
マ
ル
を
据
え
囃
子
方
が
整
列
し
「
獅
子
」
を
練
習
す
る
。
こ
の
時
点
で
笛

担
当
が
一
五
人
、
太
鼓
・
す
り
鉦
が
一
人
ず
つ
。
囃
子
方
の
隣
で
は
月
宮
殿
の
手
拭
い
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

内
容

平
成
二
三
年
四
月
一
六
日

場
所

田
町
会
館
西
側

19:44

狂
言
は
千
秋
楽
用
に
ア
レ
ン
ジ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
稽
古
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
役
者

の
名
前
に
ち
な
ん
だ
改
変
も
さ
れ
、
事
情
を
知
る
若
い
衆
や
自
町
の
人
々
の
み
に
通
じ
る

ネ
タ
が
多
い
。
改
変
さ
れ
た
ネ
タ
を
以
下
に
列
挙
す
る
。 

・
煙
草
屋
源
七
→
ケ
ー
キ
屋
源
七
（
源
七
役
は
ケ
ー
キ
屋
の
息
子
） 

・
荻
野
屋
八
重
桐
→
萩
野
屋
八
重
桐
（
稽
古
中
、
若
い
衆
の
一
人
が
荻
と
萩
を
読
み
間
違

え
た
こ
と
に
ち
な
む
） 

・
お
茶
ひ
と
つ
→
お
酒
ひ
と
つ 

・
八
重
桐
が
石
鉢
を
投
げ
る
シ
ー
ン
に
小
舞
台
が
参
加
し
、
石
鉢
を
何
度
も
投
げ
合
う
。 

「
出
笛
」
が
鳴
り
終
わ
り
、
狂
言
が
開
演
す
る
。
太
夫
の
幕
開
き
の
三
重
が
「
千
秋
楽
～
」

と
千
秋
楽
仕
様
に
か
わ
る
。
出
番
の
な
い
役
者
や
鬘
屋
・
衣
装
屋
な
ど
は
田
町
会
館
の
ガ

ラ
ス
戸
越
し
に
様
子
を
見
る
。

19:15 19:12 19:02 19:01

役
者
全
員
が
田
町
会
館
近
く
の
若
い
衆
宅
の
車
庫
へ
行
き
、
記
念
撮
影
を
す
る
。
そ
の

後
、
曳
山
の
左
右
に
整
列
す
る
。 

　

一
方
、
曳
山
の
付
近
に
は
観
客
と
し
て
自
町
の
人
々
が
多
く
集
ま
っ
て
く
る
。 

観
客
の
一
部
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
渡
さ
れ
る
。 

　

役
者
が
田
町
会
館
か
ら
出
て
き
て
、
田
町
会
館
前
に
停
め
ら
れ
た
ア
ト
ヤ
マ
に
乗
せ
ら

れ
る
。 

囃
子
方
が
「
獅
子
」
を
演
奏
し
始
め
る
。

田
町
会
館
の
横
で
町
内
の
女
性
た
ち
が
観
客
に
甘
酒
を
振
舞
う
。 

19:41 19:30 19:27

囃
子
方
が
「
ナ
ナ
シ
」
・
「
出
笛
」
の
順
に
演
奏
す
る
。

役
者
が
楽
屋
に
入
る
。

曳
山
前
で
副
筆
頭
が
開
演
の
挨
拶
を
す
る
。
続
い
て
筆
頭
が
挨
拶
・
外
題
紹
介
・
三
役

紹
介
・
役
者
紹
介
を
す
る
。
役
者
は
紹
介
の
あ
っ
た
順
に
一
人
ず
つ
曳
山
ま
で
歩
い
て
い

き
、
舞
台
に
上
が
る
。 

　

周
り
に
い
る
若
い
衆
や
観
客
が
ヨ
イ
サ
の
掛
け
声
で
役
者
を
迎
え
る
。
そ
の
後
、
舞
台

後
見
が
紹
介
さ
れ
る
。 
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21:38 21:00 20:57 20:55 20:50 20:38 20:35

中
老
が
曳
山
を
山
蔵
に
納
め
る
。

囃
方
総
責
が
囃
子
方
を
集
め
、
反
省
会
を
す
る
。

自
然
と
若
い
衆
か
ら
「
月
宮
殿
！
」
の
掛
け
声
が
沸
き
起
こ
る
。

曳
山
の
前
で
役
者
方
が
役
者
を
肩
車
し
記
念
撮
影
を
お
こ
な
う
。
そ
し
て
役
者
は
田
町

会
館
へ
着
替
え
に
い
く
と
、
舞
台
後
見
二
人
と
筆
頭
と
副
筆
頭
が
記
念
撮
影
を
す
る
。　

役
者
を
曳
山
か
ら
下
ろ
す
。

振
付
か
ら
挨
拶
が
あ
る
。「
次
回
私
が
元
気
で
し
た
ら
も
っ
と
よ
い
お
芝
居
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」 

　

そ
の
後
、筆
頭
と
正
負
担
人
が
挨
拶
を
す
る
。
最
後
に
副
筆
頭
か
ら
閉
幕
の
言
葉
が
あ
る
。 

舞
台
上
で
筆
頭
か
ら
役
者
・
三
役
・
鬘
屋
・
顔
師
・
衣
装
屋
に
花
束
が
贈
ら
れ
る
。

20:29 20:28

そ
し
て
若
い
衆
が
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
と
い
い
な
が
ら
筆
頭
を
担
ぎ
、
曳
山
の
前
で

下
ろ
す
。
そ
の
後
、
筆
頭
の
子
ど
も
の
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ち
な
ん
だ
余
興
が
さ
れ
る
。 

さ
ら
に
狂
言
中
の
煙
草
に
関
す
る
台
詞
に
ち
な
ん
で
、
「
［
煙
草
］
一
服
目
は
、
何
じ
ゃ
っ

た
か
な
？
」
。
筆
頭
は
台
詞
を
答
え
ら
れ
ず
、
周
囲
か
ら
笑
い
と
非
難
を
受
け
る
。
そ
の

後
「
二
服
目
は
？
」
、
「
三
服
目
は
？
」
と
続
い
て
五
服
目
ま
で
。
そ
の
度
ご
と
に
火
を
点

け
た
煙
草
を
く
わ
え
さ
せ
ら
れ
、
筆
頭
は
む
せ
る
。 

　

そ
の
後
、
筆
頭
の
奥
さ
ん
の
名
前
を
呼
び
、
囃
し
立
て
る
。
若
い
衆
が
奥
さ
ん
を
連
れ

て
き
て
筆
頭
と
手
を
つ
な
が
せ
る
。
そ
し
て
二
人
で
曳
山
前
ま
で
歩
く
。 

若
い
衆
五
人
が
、
裸
参
り
の
格
好
で
田
町
会
館
近
く
の
若
い
衆
宅
か
ら
出
て
き
て
水
を

か
ぶ
る
。

20:26 20:24 20:23

囃
子
方
は
狂
言
が
終
わ
る
と
「
獅
子
」
を
演
奏
し
て
い
た
が
、
急
に
ア
ニ
メ
の
曲
に
か

え
る
。
こ
れ
は
一
五
日
の
朝
方
に
起
し
太
鼓
に
行
く
際
に
囃
子
方
が
遊
び
で
練
習
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
。 

狂
言
が
終
了
す
る
と
、
舞
台
後
見
が
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
役
者
に
手
渡
し
、
役
者
は
観
客
と

と
も
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
す
。 

こ
れ
ま
で
狂
言
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
シ
ー
ン
で
太
鼓
と
笛
の
囃
子
を
担
当
し
て
い
た

若
い
衆
で
は
な
く
、
囃
子
方
の
大
学
生
二
人
が
舞
台
の
前
に
出
て
き
て
太
鼓
と
笛
を
担
当

す
る
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

囃
子
方
は
全
員
曳
山
の
外
で
演
奏
す
る
。
曳
山
の
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
を
出
し
、

そ
の
な
か
で
太
鼓
を
叩
く
。
一
五
日
の
神
輿
還
御
以
降
、
狂
言
執
行
前
に
演
奏
さ

れ
る
「
御
遣
り
」
を
「
戻
り
山
」
に
か
え
て
演
奏
す
る
。
ま
た
「
出
笛
」
は
女
子

が
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
る
。

狂
言
中
に
若
い
衆
や
中
老
か
ら
掛
け
ら
れ
る
大
向
う
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
い
。

大
向
う
の
内
容
は
、
役
者
の
家
族
に
関
す
る
も
の
が
多
く
な
る
。
た
と
え
ば
、
役

者
が
台
詞
で
「
念
入
り
に
お
化
粧
し
て
い
ま
す
」
と
い
え
ば
、
「
お
前
の
母
さ
ん

も
！
」
と
大
向
う
が
入
る
。
大
向
う
に
対
し
て
観
客
か
ら
笑
い
が
起
き
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
役
者
の
振
り
や
衣
装
が
一
部
か
わ
る
。
た
と
え
ば
、
途
中
で
死
ん

だ
役
の
役
者
が
最
後
に
再
度
登
場
す
る
が
、
こ
の
と
き
に
頭
に
天
冠
（
三
角
の
白

い
布
）
を
つ
け
て
出
て
く
る
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
役
者
の
振
り
の
変
更
は
若
い

衆
が
指
示
し
た
も
の
で
、
振
付
は
関
与
し
な
い
。

狂
言
終
了
時
に
は
曳
山
の
周
り
に
い
る
若
い
衆
が
盛
大
に
桜
吹
雪
を
降
り
ま
く
。

花
吹
雪
や
拍
手
で
曳
山
の
周
り
は
熱
気
に
包
ま
れ
る
。

狂
言
終
了
後
、
中
老
の
一
人
が
曳
山
の
舞
台
に
向
か
っ
て
付
祝
言
と
し
て
「
高

砂
の
謳
い
」
を
う
た
う
。
そ
の
後
、
囃
子
方
が
「
神
楽
」
を
二
回
繰
り
返
し
て
演

奏
す
る
。
「
神
楽
」
が
止
む
と
、
副
筆
頭
の
司
会
で
三
役
紹
介
・
筆
頭
挨
拶
・
役
者

の
紹
介
が
あ
る
。
役
者
に
は
役
者
の
親
か
ら
花
束
が
渡
さ
れ
る
。
そ
の
後
卒
業
す

る
若
い
衆
の
挨
拶
と
胴
上
げ
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
後
に
負
担
人
が
挨
拶
を
し
て
、

万
歳
三
唱
を
す
る
。
囃
子
方
が
「
戻
り
山
」
を
演
奏
す
る
な
か
、
役
者
は
役
者
係

に
担
が
れ
て
町
家
に
戻
っ
て
い
く
。
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千秋楽（月宮殿）  役者が一人ずつ観客の間を練りあるく（平
成 23 年 4 月 16 日 19:31 撮影）

千秋楽（春日山）  舞台後見が狂言に参加して観客の笑いをと
る（平成 23 年 4 月 16 日 20:48 撮影）

千秋楽（月宮殿）  狂言終了後クラッカーが鳴らされる（平成
23 年 4 月 16 日 20:25 撮影）

千秋楽（諫皷山）  花道の周りにいる若い衆が狂言に参加して
観客の笑いをとる（平成 23 年 4 月 16 日 20:25 撮影）

千秋楽（月宮殿）  観客の前で演奏する囃子方（平成 23 年 4
月 16 日 19:05 撮影）

千秋楽（月宮殿）  筆頭を労う（平成 23 年 4 月 16 日 20:34 撮影）

千秋楽（月宮殿）  役者が役者方に担がれて記念撮影をする（平
成 23 年 4 月 16 日 20:56 撮影）

千秋楽（諫皷山）  若い衆を卒業する人を胴上げする（平成
23 年 4 月 16 日 21:15 撮影）
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第
九
項

　

 

登
り
山

登
り
山
は
一
四
日
の
自
町
狂
言
の
後
、
各
山
組
の
町
内
か
ら
八
幡
宮
へ
曳
山
を

曳
い
て
い
く
行
事
で
あ
る
。
一
四
時
半
頃
に
四
番
山
が
八
幡
宮
に
到
着
し
、
そ
の
後
、

三
番
山
・
二
番
山
・
一
番
山
の
順
に
三
〇
分
お
き
に
八
幡
宮
に
到
着
す
る
。
曳
山

の
舞
台
に
役
者
お
よ
び
舞
台
後
見
を
乗
せ
る
。
長
刀
山
は
一
五
時
半
頃
御
旅
所
に

行
く
。

シ
ャ
ギ
リ
は
自
町
か
ら
八
幡
宮
の
敷
地
の
手
前
に
あ
る
す
じ
か
い
橋
ま
で
「
御

遣
り
」
・
「
獅
子
」
・
「
豊
公
楽
」
な
ど
の
道
中
の
曲
を
鳴
ら
し
、
す
じ
か
い
橋
を
渡

た
り
八
幡
宮
の
敷
地
に
入
る
と
、
「
神
楽
」
・
「
祇
園
囃
子
」
な
ど
の
神
前
入
り
の
曲

を
鳴
ら
す
。
そ
し
て
、
指
定
の
場
所
に
曳
山
が
着
く
と
「
奉
演
間
」
・
「
太
平
楽
」
・

「
ナ
ナ
シ
」
な
ど
の
落
ち
着
き
の
曲
を
鳴
ら
す
。
さ
ら
に
、
次
番
山
の
神
前
入
り
に

対
し
て
、
先
に
神
前
入
り
し
て
い
る
山
組
の
シ
ャ
ギ
リ
は
「
神
楽
」
な
ど
で
迎
え
る
。

な
お
、
参
道
お
よ
び
神
前
で
は
、
神
様
を
見
下
ろ
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
囃
子
方
は
亭
か
ら
顔
を
出
し
た
り
張
出
（
ベ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
に
な
っ
た
所
）
に

出
る
こ
と
を
慎
む
決
ま
り
が
あ
る
。

曳
山
を
曳
く
山
曳
き
は
、
例
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
衛
隊
な
ど
が
お
こ
な
う
が
、

平
成
二
三
年
は
自
衛
隊
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
救
援
に
行
っ
て
い
て
、
人

が
少
な
い
た
め
暇
番
山
の
若
い
衆
や
中
老
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
。
出
番

山
の
若
い
衆
や
中
老
は
山
曳
き
を
し
な
い
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】
　

一
三
時
、
駅
前
通
り
の
曳
山
が
据
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
所
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
人
行
事
が
、
ま
た
高
砂
山
・
常
磐
山
・
壽
山
・
孔
雀
山
か
ら
若
い
衆

な
ど
が
山
曳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
集
合
し
た
。
一
三
時
半
に
負
担
人
か
ら
挨

拶
お
よ
び
日
程
・
注
意
事
項
の
説
明
が
あ
る
。
平
成
二
三
年
は
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
て
お
神
酒
は
な
か
っ
た
。
一
四
時
一
〇
分
役
者
が
曳
山
の

舞
台
に
上
が
っ
た
。
一
四
時
二
〇
分
、
亭
の
上
に
い
る
囃
子
方
が
「
御
遣
り
」
を

演
奏
し
始
め
る
と
、
続
い
て
亭
に
上
が
ら
ず
曳
山
の
後
ろ
に
つ
い
て
い
る
囃
子
方

が
「
御
遣
り
」
を
始
め
た
。
一
四
時
二
四
分
出
発
す
る
。
曳
山
の
後
ろ
に
は
ベ
ン

ト
ウ
ヤ
マ
（
弁
当
山
）
と
い
う
荷
物
な
ど
を
入
れ
る
小
型
の
曳
山
が
続
く
。
駅
前

通
り
を
東
へ
、
北
国
街
道
と
の
交
差
点
を
北
に
入
っ
て
札
の
辻
か
ら
大
手
門
通
り
・

宮
町
通
り
を
東
へ
行
く
。
一
旦
大
手
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
休
憩
を
す
る
。
し
か

し
囃
子
方
は
休
憩
せ
ず
に
「
御
遣
り
」
を
鳴
ら
し
続
け
る
。
一
五
時
一
五
分
八
幡

宮
前
の
す
じ
か
い
橋
前
で
曳
山
が
止
ま
り
、
シ
ャ
ギ
リ
も
止
ま
っ
た
。
一
五
時

三
四
分
八
幡
宮
で
春
日
山
を
紹
介
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
っ
た
。
一
五
時
三
七
分

亭
の
囃
子
方
が
「
神
楽
の
出
」
を
始
め
、
曳
山
を
八
幡
宮
に
曳
き
入
れ
た
。
囃
子

方
は
「
神
楽
の
出
」
か
ら
「
神
楽
」
を
続
け
て
演
奏
す
る
。
曳
山
の
後
ろ
に
つ
い

て
い
る
囃
子
方
も
「
神
楽
」
を
吹
こ
う
と
す
る
が
、
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
月
宮

殿
の
「
祇
園
囃
子
」
に
つ
ら
れ
て
し
ま
い
吹
け
な
い
。
一
五
時
五
八
分
曳
山
が
所

定
の
位
置
に
据
え
付
け
ら
れ
、
囃
子
方
は
落
着
き
の
曲
と
し
て
「
奉
演
間
」
を
演

奏
し
た
。
一
六
時
二
分
負
担
人
は
先
に
八
幡
宮
に
着
い
て
い
る
月
宮
殿
に
挨
拶
し
、

解
散
し
た
。
役
者
た
ち
は
若
い
衆
に
肩
車
を
さ
れ
た
り
抱
き
か
か
え
ら
れ
た
り
し

て
参
集
殿
に
行
く
。

囃
子
方
の
人
数
は
子
ど
も
を
中
心
に
一
一
人
。
亭
に
三
人
、
曳
山
の
後
ろ
に
つ

い
て
歩
く
人
が
八
人
。
山
曳
き
は
約
四
〇
人
。
う
ち
約
五
人
は
ベ
ン
ト
ウ
ヤ
マ
を

曳
く
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

一
一
時
二
三
分
、
午
前
の
自
町
狂
言
が
終
わ
り
役
者
は
休
憩
を
と
っ
た
。
一
二
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時
二
〇
分
頃
、
田
町
会
館
の
角
へ
山
曳
き
を
す
る
た
め
に
萬
歳
樓
・
猩
々
丸
か
ら

合
わ
せ
て
約
三
〇
人
の
若
い
衆
が
来
る
。
一
方
、
一
二
時
半
頃
か
ら
役
者
の
着
付

け
・
化
粧
・
鬘
合
わ
せ
を
す
る
。
終
わ
る
と
曳
山
の
舞
台
に
再
び
上
が
る
。
一
二

時
五
五
分
負
担
人
の
挨
拶
お
よ
び
山
曳
き
の
統
括
を
す
る
綱
先
取
締
総
責
か
ら
注

意
事
項
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
山
曳
き
ら
に
お
酒
・
お
つ
ま
み
が
配
ら
れ
乾

杯
を
す
る
。
一
三
時
一
〇
分
、
亭
に
い
る
囃
子
方
が
「
獅
子
」
を
演
奏
し
始
め
る
と
、

隊
列
を
組
み
、
八
幡
宮
に
向
け
て
出
発
す
る
。
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
の
掛
け
声
を

し
つ
つ
、
田
町
会
館
か
ら
一
旦
東
に
向
か
い
長
浜
図
書
館
前
の
交
差
点
か
ら
北
へ

行
き
、
一
つ
目
の
辻
を
北
国
街
道
ま
で
西
進
す
る
。
北
国
街
道
を
右
折
し
、
大
手

門
通
り
と
の
交
差
点
で
あ
る
札
の
辻
ま
で
北
進
す
る
。
札
の
辻
を
右
折
し
、
大
手

門
通
り
・
宮
町
通
り
を
直
進
し
八
幡
宮
ま
で
向
か
う
。
一
五
時
す
じ
か
い
橋
に
着

く
と
、
囃
子
方
は
「
獅
子
」
を
止
め
る
。
神
前
入
り
の
た
め
に
面
幕
を
整
え
る
な

ど
曳
山
を
正
装
す
る
。
一
五
時
一
二
分
、
八
幡
宮
で
月
宮
殿
の
説
明
お
よ
び
神
前

入
り
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
と
、
囃
子
方
が
「
祇
園
囃
子
」
を
演
奏
し
始
め
る
。

そ
し
て
先
に
着
い
て
い
た
三
番
山
の
青
海
山
に
よ
る
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
と
招
き
扇
に

迎
え
ら
れ
、
月
宮
殿
が
神
前
入
り
す
る
。
一
五
時
半
、
曳
山
が
定
位
置
に
据
え
つ

け
ら
れ
、
囃
子
方
は
シ
ャ
ギ
リ
を
止
め
た
。
役
者
は
曳
山
か
ら
下
り
休
憩
の
た
め

参
集
殿
へ
行
く
。
一
五
時
三
五
分
頃
春
日
山
が
神
前
入
り
を
す
る
た
め
、
囃
子
方

は
「
獅
子
」
で
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
を
し
た
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

平
成
二
三
年
は
、
一
三
時
に
町
内
の
北
源
辻
か
ら
登
り
山
を
開
始
し
た
。
登
り

山
を
始
め
る
際
に
清
め
の
塩
を
ま
く
。
囃
子
方
は
自
町
か
ら
八
幡
宮
ま
で
「
豊
公

楽
」
を
演
奏
し
続
け
る
。
一
三
時
五
〇
分
頃
青
海
山
が
八
幡
宮
の
す
じ
か
い
橋
付

近
に
到
着
す
る
。
囃
子
方
は
「
太
平
楽
」
を
演
奏
し
た
の
ち
、
神
前
入
り
の
時
間

ま
で
休
憩
を
と
る
。
一
四
時
三
〇
分
神
前
入
り
。
囃
子
方
は
「
神
楽
」
を
演
奏
す
る
。

一
四
時
五
〇
分
頃
曳
山
が
所
定
の
位
置
に
据
え
つ
け
ら
れ
た
。
囃
子
方
は
落
ち
着

き
の
曲
と
し
て
「
太
平
楽
」
を
演
奏
し
、
休
憩
す
る
。
一
五
時
一
七
分
月
宮
殿
が

神
前
入
り
す
る
の
で
、
囃
子
方
は
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
と
し
て
「
神
楽
」
を
演
奏
す
る
。

若
い
衆
ら
は
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
招
き
扇
し
た
。
一
五
時

三
五
分
月
宮
殿
が
所
定
の
場
所
に
据
え
つ
け
ら
れ
、
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
と
招
き
扇
を

止
め
た
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

午
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
自
町
狂
言
が
終
わ
る
と
、
登
り
山
の
準
備
を
始
め
る
。

山
曳
き
は
山
組
外
か
ら
公
募
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
に
、
翁
山
と
鳳
凰
山
の

若
い
衆
も
参
加
し
た
。
出
発
前
、
中
老
の
一
人
の
申
し
出
に
よ
り
「
弓
八
幡
」
の

謡
い
が
お
こ
な
わ
れ
た
あ
と
、
一
二
時
二
〇
分
頃
八
幡
宮
へ
向
か
っ
て
曳
山
を
曳

き
始
め
た
。
隊
列
は
人
行
事
を
先
頭
に
負
担
人
・
若
い
衆
・
曳
山
・
囃
子
方
・
ア

ト
ヤ
マ
（
ベ
ン
ト
ウ
ヤ
マ
と
も
い
う
）
の
順
に
並
ぶ
。

若
い
衆
は
み
な
羽
織
袴
だ
が
、
中
老
は
羽
織
袴
姿
の
人
は
少
な
く
、
曳
山
の
飾

り
付
け
な
ど
を
す
る
た
め
動
き
や
す
い
洋
服
の
人
が
多
い
。
囃
子
方
と
山
曳
き
は

洋
服
に
ハ
ッ
ピ
を
羽
織
る
。
役
者
は
狂
言
の
衣
装
を
着
る
。

囃
子
方
は
道
中
「
御
遣
り
」
を
鳴
ら
し
、
八
幡
宮
に
入
る
と
き
は
、
ま
ず
「
神

楽
の
出
」
を
演
奏
し
、
続
け
て
「
神
楽
」
を
演
奏
す
る
。
曳
山
が
所
定
の
場
所
に

据
え
つ
け
ら
れ
る
と
、
落
ち
着
き
の
曲
と
し
て
「
奉
演
間
」
を
一
段
演
奏
す
る
。

最
後
に
、
次
に
神
前
入
り
す
る
青
海
山
を
「
神
楽
」
を
演
奏
し
て
迎
え
る
。
シ
ャ

ギ
リ
で
迎
え
る
こ
と
を
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
と
い
う
。



第四章 平成二三年の長浜曳山祭 /第一節 平成二三年の長浜曳山祭の芸能 | 184 

12:21 12:20 12:10 11:50
時

　間

調
査
日

曳
山
を
曳
き
始
め
る
。
順
路
は
ゆ
う
壱
番
街
・
博
物
館
通
り
・
大
手
門
通
り
・
宮
町
通
り
・

八
幡
宮
で
あ
る
。
中
老
と
若
い
衆
・
曳
山
・
囃
子
方
・
ア
ト
ヤ
マ
の
順
に
練
り
あ
る
く
。

曳
山
の
舞
台
で
は
舞
台
後
見
と
役
者
が
座
る
。
ア
ト
ヤ
マ
に
は
、
休
憩
用
の
飲
み
物
や
、

狂
言
で
使
う
小
道
具
が
し
ま
わ
れ
て
い
る
。
曳
山
の
う
し
ろ
に
つ
い
て
い
る
囃
子
方
は

一
四
人
で
全
員
女
子
で
あ
る
。
「
御
遣
り
」
を
吹
き
な
が
ら
曳
山
と
約
三
メ
ー
ト
ル
間

隔
を
空
け
て
つ
い
て
い
く
。
囃
子
方
は
大
体
四
列
に
な
っ
て
歩
く
。
一
番
前
を
歩
く
の

は
中
学
三
年
生
く
ら
い
の
子
。
二
列
目
に
中
学
一
年
生
と
小
学
生
、
三
列
目
に
鳳
凰
山
、

四
列
目
が
大
人
。
一
番
後
列
の
者
が
、
隊
列
の
ペ
ー
ス
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
小
中
学
生

を
誘
導
す
る
。

中
老
が
八
幡
宮
へ
出
発
す
る
指
示
を
出
す
と
、
各
自
定
位
置
に
つ
く
。

山
曳
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
や
っ
て
く
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
か
に
は
翁
山
や
鳳

凰
山
の
人
も
い
る
。
中
老
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
日
本
酒
と
か
ま
ぼ
こ
を
振
舞
う
。

曳
山
に
役
者
が
上
が
る
。
後
見
と
役
者
が
舞
台
上
で
並
ぶ
。

午
前
中
に
お
こ
な
わ
れ
た
自
町
狂
言
が
終
わ
り
、
曳
山
は
大
通
寺
の
表
参
道
と
ゆ
う

壱
番
商
店
街
の
交
差
点
の
オ
オ
ノ
辻
に
据
え
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
に
し
て
あ
る
。
亭
に
は

登
り
山
に
備
え
て
、
す
で
に
男
子
の
囃
子
方
が
八
人
上
が
っ
て
い
る
。
亭
内
だ
け
で
な

く
亭
の
外
側
の
張
出
に
も
四
、
五
人
い
る
。
亭
の
中
か
ら
芝
居
の
様
子
は
見
え
な
い
た
め
、

舞
台
後
見
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
始
め
る
指
示
が
な
い
場
合
は
耳
を
頼
り
に
シ
ャ
ギ
リ
を
始

め
る
。 

　

舞
台
上
で
は
舞
台
後
見
が
幕
の
位
置
を
直
し
た
り
、
登
り
山
の
間
に
舞
台
上
に
置
か

れ
た
小
道
具
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
片
づ
け
る
。

内
容

平
成
二
三
年
四
月
一
四
日

場
所

オ
オ
ノ
辻
～
八
幡
宮

登り山参与観察表（諫皷山）

13:55 13:38 13:37 13:30 13:20 13:15 13:05

振
付
の
水
口
氏
が
や
っ
て
き
て
、
囃
子
方
の
子
ど
も
た
ち
と
雑
談
を
す
る
。
囃
子
方

の
女
子
も
振
付
を
知
っ
て
い
る
の
か
「
先
生
」
と
い
っ
て
話
し
か
け
る
。

役
者
は
役
者
係
に
抱
え
ら
れ
て
、
近
く
に
あ
る
知
り
合
い
の
民
家
に
ト
イ
レ
を
借
り

に
い
く
。

中
老
は
曳
山
の
飾
り
つ
け
を
す
る
。
屋
根
の
上
に
飾
り
を
つ
け
、
朝
鮮
幟
の
先
に
劔

を
つ
け
る
。
曳
山
が
と
お
り
や
す
い
よ
う
に
す
じ
か
い
橋
の
上
に
伸
び
た
松
の
枝
を
伐

り
落
と
す
。
ま
た
、
中
老
は
囃
子
方
の
子
ど
も
た
ち
に
お
茶
を
振
舞
う
。

亭
に
上
が
っ
た
中
老
が
「
シ
ャ
ギ
リ
を
止
め
ま
す
よ
」
と
下
に
い
る
中
老
に
伝
え
、

そ
の
後
「
御
遣
り
」
を
ひ
と
と
お
り
最
後
ま
で
吹
い
て
か
ら
止
め
る
。
囃
子
方
は
飲
み

物
を
飲
ん
で
休
憩
す
る
。
亭
の
上
に
い
た
囃
子
方
の
男
子
も
下
り
て
く
る
。

す
じ
か
い
橋
の
上
で
曳
山
を
止
め
る
。
舞
台
後
見
が
御
簾
を
掛
け
る
。

す
じ
か
い
橋
の
前
で
一
時
停
止
す
る
。
そ
の
間
若
い
衆
は
ア
ト
ヤ
マ
か
ら
飲
み
物
を

取
り
出
す
。
一
方
囃
子
方
は
「
御
遣
り
」
を
鳴
ら
し
続
け
る
。
す
じ
か
い
橋
に
あ
る
松

の
枝
が
曳
山
に
引
っ
掛
か
る
の
で
、
中
老
が
亭
に
上
が
っ
て
棒
で
松
の
枝
を
よ
け
る
。

八
幡
宮
の
入
り
口
の
す
じ
か
い
橋
前
に
到
着
す
る
。

中
老
が
囃
子
方
に
「
頼
ん
ま
す
」
と
い
う
と
囃
子
方
は
再
び
「
御
遣
り
」
を
始
め
る
。

そ
し
て
曳
山
が
動
き
始
め
る
。

時
間
調
整
の
た
め
宮
町
通
り
で
休
憩
。
囃
子
方
は
疲
れ
た
様
子
で
日
陰
に
座
り
お
菓

子
を
食
べ
る
。
亭
の
上
に
い
る
囃
子
方
の
男
子
が
、
下
に
い
る
囃
子
方
の
女
子
に
話
し

か
け
る
。
下
の
女
子
は
亭
の
上
の
男
子
に
向
か
っ
て
「
偉
そ
う
に
し
て
」
と
亭
に
上
が

れ
る
こ
と
を
う
ら
や
ま
し
が
る
。 

　

一
方
中
老
や
若
い
衆
は
休
憩
中
に
日
本
酒
を
飲
む
。

曳
山
の
上
で
は
舞
台
後
見
が
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
み
て
い
る
。
舞
台
で
は
役
者
と

舞
台
後
見
が
、
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
扇
子
を
あ
お
ぐ
。
亭
に
い
る

囃
子
方
の
子
ど
も
は
、
下
に
向
か
っ
て
手
を
振
っ
て
遊
ぶ
。
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14:45 14:32 14:28 14:01 14:00

シ
ャ
ギ
リ
が
終
わ
る
と
、
囃
子
方
は
一
時
解
散
す
る
。

青
海
山
の
曳
山
が
来
る
と
囃
子
方
は
「
神
楽
」
で
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
。
青
海
山

の
曳
山
が
所
定
の
場
所
に
据
え
つ
け
ら
れ
る
と
、
囃
子
方
は
「
神
楽
」
を
吹
き
終
え
る
。

青
海
山
の
囃
子
方
は
そ
の
後
「
奉
演
間
」
を
吹
く
。

役
者
を
曳
山
か
ら
下
ろ
し
参
集
殿
へ
連
れ
て
い
く
。
舞
台
後
見
は
登
り
山
で
傾
い
た

幕
を
直
す
。
そ
の
後
、
後
見
三
人
の
う
ち
二
人
が
舞
台
に
正
座
す
る
。
も
う
一
人
の
舞

台
後
見
は
下
り
て
休
憩
す
る
。
そ
の
後
三
人
は
交
代
で
舞
台
に
正
座
し
て
曳
山
の
番
を

す
る
。
囃
子
方
は
そ
の
場
で
待
機
す
る
。

「
神
楽
」
が
終
わ
る
と
、
囃
子
方
の
子
ど
も
た
ち
は
「
や
っ
た
ー
」
と
い
っ
て
喜
ぶ

が
、
直
後
「
奉
演
間
」
が
始
ま
る
。
囃
子
方
は
「
え
ー
」
と
い
っ
て
不
満
顔
で
「
奉
演
間
」

を
吹
き
始
め
る
。
「
奉
演
間
」
を
一
段
吹
い
て
シ
ャ
ギ
リ
が
終
了
す
る
。

曳
山
が
所
定
の
場
所
に
据
え
つ
け
ら
れ
る
。
下
に
い
る
中
老
が
、
亭
に
い
る
中
老
に

腕
で
丸
を
作
り
合
図
を
す
る
。
そ
れ
を
見
た
中
老
は
囃
子
方
に
シ
ャ
ギ
リ
を
終
え
る
よ

う
指
示
す
る
。

囃
子
方
「
神
楽
の
出
」
を
吹
き
始
め
る
。
曳
山
が
動
き
出
し
神
前
入
り
す
る
。
曳
山

が
境
内
に
入
る
頃
「
神
楽
の
出
」
が
終
わ
り
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
「
神
楽
」
を
吹
く
。

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
場
に
つ
く
。

囃
子
方
の
男
の
子
が
曳
山
に
戻
っ
て
い
く
。
八
幡
宮
で
は
亭
の
張
出
に
出
て
は
い
け

な
い
の
で
、
亭
に
入
り
き
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
は
曳
山
の
楽
屋
で
吹
く
。

後
ろ
か
ら
青
海
山
の
曳
山
も
や
っ
て
き
て
、
待
機
し
て
い
る
。

登り山（月宮殿）  八幡宮に向けて出発する（平成 23 年 4 月
14 日撮影）

登り山（諫皷山）  役者と舞台後見が掛け声に合わせて扇をあ
おぐ（平成 23 年 4 月 14 日 12:59 撮影）

登り山（諫皷山）  亭の上と曳山の後ろについて演奏する囃子
方（平成 23 年 4 月 14 日 13:21 撮影）

登り山（諫皷山）  休憩のため子どもを移動させる（平成 23
年 4 月 14 日 13:51 撮影）
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登り山（春日山）  ベントウヤマで役者が休憩する（平成 23 年 4 月 14
日 14:49 撮影）

登り山（諫皷山）  曳山の前で若い衆が招き扇をする（平成
23 年 4 月 14 日 13:02 撮影）

登り山（諫皷山）  神前入りのため中老が曳山を正装する（平
成 23 年 4 月 14 日 13:43 撮影）

第
一
〇
項 

　夕
渡
り

夕
渡
り
は
、
一
四
日
午
後
七
時
頃
か
ら
役
者
が
衣
装
を
着
て
、
八
幡
宮
か
ら
大

手
門
通
り
と
博
物
館
通
り
の
交
差
点
で
あ
る
一
八
屋
辻
ま
で
練
り
あ
る
く
行
事
で

あ
る
。
役
者
の
顔
見
世
で
も
あ
る
。

一
八
時
半
頃
か
ら
行
列
の
準
備
を
し
て
、
一
八
時
五
〇
分
頃
か
ら
、
四
番
山
か

ら
各
曳
山
の
亭
に
い
る
囃
子
方
が
「
神
楽
」
な
ど
の
送
り
シ
ャ
ギ
リ
を
鳴
ら
し
始

め
る
。
そ
の
後
三
番
山
・
二
番
山
・
一
番
山
の
順
に
送
り
囃
子
を
重
ね
て
い
く
。

午
後
七
時
頃
、
囃
子
保
存
会
の
シ
ャ
ギ
リ
・
總
當
番
副
委
員
長
・
長
浜
市
長
な
ど

の
祭
典
参
与
お
よ
び
来
賓
・
總
當
番
委
員
長
・
四
番
山
・
三
番
山
・
二
番
山
・
一

番
山
の
順
に
隊
列
を
組
ん
で
一
八
屋
辻
ま
で
渡
る
。

一
例
と
し
て
二
番
山
の
月
宮
殿
の
隊
列
の
順
を
以
下
に
記
す
。
人
行
事
・
提
灯

持
ち
・
負
担
人
・
筆
頭
・
榊
持
・
御
幣
持
・
小
舞
台
・
源
七
役
・
月
宮
太
郎
役
・

太
田
十
郎
役
・
沢
瀉
姫
役
・
八
重
桐
役
。
な
お
、
小
舞
台
は
井
伊
家
か
ら
拝
領
し

た
能
面
の
入
っ
た
箱
を
持
っ
て
渡
る
。
各
役
者
の
横
に
は
役
者
方
の
若
い
衆
な
ど

が
並
ぶ
。
役
者
の
並
び
順
は
振
付
が
決
め
る
。
必
ず
し
も
年
齢
順
や
重
い
役
の
順

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
舞
台
後
見
は
一
番
山
の
夕
渡
り
が
す
じ
か
い
橋
を
渡
り

終
え
る
ま
で
曳
山
の
舞
台
上
で
着
座
し
続
け
る
。
送
り
シ
ャ
ギ
リ
も
一
番
山
が
す

じ
か
い
橋
を
渡
り
終
え
る
ま
で
鳴
ら
し
続
け
る
。

役
者
は
基
本
的
に
狂
言
が
終
わ
っ
た
と
き
の
衣
装
で
歩
く
。
女
形
・
立
役
そ
れ

ぞ
れ
の
歩
き
方
で
歩
き
、
途
中
で
見
得
を
切
る
こ
と
も
あ
る
。
十
数
メ
ー
ト
ル
歩

い
て
は
、
床
几
に
腰
か
け
て
休
息
す
る
。
役
者
の
警
護
は
若
い
衆
・
中
老
が
当
た

る
。
役
者
前
警
護
は
足
元
を
提
灯
で
照
ら
し
、
役
者
の
警
護
は
役
者
の
顔
を
照
ら
す
。

一
時
間
余
り
か
け
て
一
八
屋
辻
ま
で
行
き
、
そ
の
後
は
普
通
の
足
取
り
で
自
町
に
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戻
る
。

な
お
、
平
成
二
三
年
は
大
震
災
に
よ
る
自
粛
の
た
め
、
囃
子
保
存
会
の
シ
ャ
ギ

リ
・
祭
典
参
与
お
よ
び
来
賓
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
沿
道
に
は
例
年
暇
番
山
に
よ

る
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
本
年
は
自
粛
の
た
め
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」

の
掛
け
声
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
例
年
は
曳
山
の
幟
、
見
送
り
幕
の
入
っ
た
長
持

を
持
っ
て
渡
る
が
、
本
年
は
自
粛
の
た
め
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
。

夕
渡
り
後
、
翌
日
朝
ま
で
曳
山
の
警
備
が
警
備
会
社
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、

月
宮
殿
・
諫
皷
山
は
中
老
が
曳
山
に
泊
っ
て
警
備
を
し
て
い
る
。

夕渡り（春日山）　八幡宮から出発（平成 23 年 4 月 14 日撮影）

夕渡り（春日山）  舞台方は井伊家から拝領した能面を持つ。
両脇には役者方と役者親が並ぶ（平成 23 年 4 月 14 日撮影）

第
一
一
項

　春
季
例
大
祭

春
季
例
大
祭
は
四
月
一
五
日
の
朝
七
時
か
ら
八
幡
宮
で
お
こ
な
わ
れ
る
行
事
で

あ
る
。
こ
れ
に
總
當
番
委
員
長
が
出
席
す
る
。
な
お
、
春
季
例
大
祭
に
先
立
ち
、

六
時
半
ま
で
に
中
老
が
八
幡
宮
に
置
い
て
い
た
曳
山
に
覆
っ
て
い
た
シ
ー
ト
を
は

ず
し
、
山
飾
り
を
す
る
。

第
一
二
項

　

 

朝
渡
り

朝
渡
り
は
四
月
一
五
日
の
朝
に
役
者
が
各
町
内
か
ら
八
幡
宮
ま
で
練
り
あ
る
く

行
事
で
あ
る
。
五
時
頃
か
ら
町
内
の
会
所
で
着
付
け
や
化
粧
を
す
る
。
七
時
半
頃

に
各
町
内
を
出
発
し
て
夕
渡
り
の
順
路
を
逆
に
進
み
、
八
時
半
ま
で
に
八
幡
宮
に

到
着
す
る
。
到
着
し
た
ら
参
拝
し
、
總
當
番
に
挨
拶
を
し
て
記
帳
す
る
。

夕渡り（春日山）  道中、役者は見得を切る（平成 23 年 4 月
14 日撮影）

夕渡り（月宮殿）  沿道で暇番山の萬歳樓が掛け声と提灯で迎
える（平成 23 年 4 月 14 日 20:01 撮影）
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朝渡り（月宮殿）  （平成 23 年 4 月 15 日 7:15 撮影）

朝渡り（月宮殿）  （平成 23 年 4 月 15 日 7:23 撮影）

第
一
三
項

　

 

太
刀
渡
り

太
刀
渡
り
は
朝
渡
り
の
あ
と
に
長
刀
組
（
小
舟
町
組
）
が
八
幡
宮
ま
で
練
り
あ

る
く
行
事
で
あ
る
。
九
時
一
〇
分
頃
八
幡
宮
の
一
の
鳥
居
前
に
到
着
し
た
長
刀
組

を
總
當
番
正
副
委
員
な
ど
が
出
迎
え
、
九
時
二
〇
分
頃
拝
殿
を
巡
っ
て
長
刀
席
に

着
く
。

渡
り
は
大
き
な
金
幣
を
先
頭
に
、
力
士
・
子
ど
も
の
鎧
武
者
な
ど
が
続
く
。
金
幣
・

力
士
・
鎧
武
者
の
脇
に
は
警
固
が
つ
く
。
力
士
の
衣
装
は
紋
付
き
の
着
物
に
角
帯

を
し
め
、
着
物
の
裾
か
ら
げ
を
し
て
、
臀
部
を
見
せ
、
前
に
は
化
粧
回
し
を
し
て
、

手
に
青
竹
を
持
つ
。
鎧
武
者
の
衣
装
は
鎧
や
母
衣
を
つ
け
、
太
刀
や
大
太
刀
を
つ

け
る
。

第
一
四
項

　翁
招
き

翁
招
き
は
太
刀
渡
り
の
あ
と
、
八
幡
宮
神
前
狂
言
奉
納
開
始
の
合
図
（
神
前
を

退
い
た
と
い
う
退
列
の
合
図
で
も
あ
る
）
を
す
る
行
事
で
あ
る
。

九
時
半
頃
長
刀
組
が
長
刀
席
に
着
く
と
、
總
當
番
委
員
長
は
狂
言
執
行
の
挨
拶

を
す
る
。
そ
の
後
、
長
刀
組
負
担
人
へ
の
挨
拶
が
済
む
と
、
太
刀
渡
り
は
御
旅
所

に
向
か
っ
て
出
発
す
る
。
隊
列
の
最
後
尾
が
手
水
舎
の
前
で
一
時
停
止
す
る
と
、

長
刀
組
の
翁
招
き
行
事
者
が
、
「
最
初
長
刀
組
」
と
書
か
れ
た
席
札
を
先
に
つ
け
た

約
三
・
八
メ
ー
ト
ル
の
竿
を
本
殿
に
向
か
っ
て
三
度
招
い
た
あ
と
、
一
番
山
の
曳
山

の
方
に
差
し
向
け
る
。
一
番
山
は
竿
を
差
し
向
け
ら
れ
る
と
、
直
ち
に
囃
子
方
が
「
神

楽
」
を
鳴
ら
し
始
め
る
。
二
番
山
以
下
も
続
い
て
「
神
楽
」
を
始
め
る
。
長
刀
組

の
太
刀
渡
り
は
「
神
楽
」
が
始
ま
る
と
再
び
御
旅
所
に
向
け
て
歩
き
始
め
る
。
そ

し
て
一
番
山
は
舞
台
を
整
え
、
狂
言
奉
納
場
所
へ
曳
山
を
動
か
す
。

な
お
、
平
成
二
三
年
は
翁
招
き
の
前
に
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に
対
し
て
黙

隊
列
は
人
行
事
（
金
棒
）
・
陣
提
灯
持
ち
・
負
担
人
・
御
幣
使
（
御
幣
持
）
・
役

者
・
役
者
係
・
正
副
筆
頭
・
中
老
の
順
に
並
ぶ
。
さ
ら
に
そ
の
あ
と
に
衣
装
屋
や

顔
師
が
つ
い
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
役
者
係
は
各
役
者
の
両
側
に
並
ぶ
。
役
者
は

狂
言
を
始
め
る
と
き
の
衣
装
を
着
て
普
通
の
歩
調
で
歩
く
。
役
者
の
な
か
で
も
年

齢
の
低
い
子
ど
も
は
参
加
し
な
い
山
組
も
あ
る
。
な
お
、
諫
皷
山
の
人
行
事
は
例

年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
が
し
て
い
た
が
、
平
成
二
三
年

は
、
朝
が
早
く
対
応
が
大
変
な
こ
と
と
経
費
削
減
な
ど
の
理
由
か
ら
中
老
が
お
こ

な
っ
た
。

猩
々
丸
（
船
町
組
）
の
場
合
は
、
行
列
の
先
頭
に
曳
山
に
飾
る
七
つ
道
具
な
ど

を
用
い
た
奴
振
り
が
加
わ
る
。
奴
振
り
は
米
原
市
長
沢
の
福
田
寺
公
家
奴
振
保
存

会
が
お
こ
な
う
。



189 | 報告編

と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。

第
一
五
項

　

 

神
輿
還
御

神
輿
還
御
は
、
四
月
一
五
日
に
御
旅
所
か
ら
八
幡
宮
へ
神
輿
を
還
す
行
事
で
あ

る
。
例
年
だ
と
御
旅
所
で
の
四
番
山
の
狂
言
が
終
わ
り
、
四
番
山
席
へ
の
据
え
つ

け
が
完
了
す
る
と
、
七
郷
の
若
い
衆
が
神
輿
堂
か
ら
神
輿
を
担
ぎ
だ
し
て
八
幡
宮

へ
向
か
う
が
、
平
成
二
三
年
は
大
震
災
に
よ
る
自
粛
の
た
め
、
神
輿
の
か
わ
り
に

真
榊
を
使
っ
た
。

囃
子
方
は
、
神
輿
が
御
旅
所
神
輿
堂
の
縁
を
切
っ
た
と
き
、
一
番
山
か
ら
順
に

戻
り
山
の
シ
ャ
ギ
リ
を
開
始
す
る
。

第
一
六
項

　戻
り
山

戻
り
山
は
、
神
輿
還
御
の
あ
と
、
長
刀
組
お
よ
び
出
番
山
の
曳
山
を
自
町
の
山

蔵
に
戻
す
行
事
で
あ
る
。
二
一
時
半
頃
長
刀
組
・
一
番
山
・
二
番
山
・
三
番
山
・

四
番
山
の
順
に
曳
き
出
さ
れ
、
遅
い
所
で
も
二
三
時
半
頃
に
山
蔵
や
山
泊
り
場
所

に
納
め
ら
れ
る
。
囃
子
方
は
曳
山
が
山
蔵
に
納
め
ら
れ
る
ま
で
「
戻
り
山
」
な
ど

の
戻
り
山
の
シ
ャ
ギ
リ
を
鳴
ら
し
続
け
る
。
な
お
、
戻
り
山
で
は
役
者
は
先
に
町

内
に
戻
っ
て
い
る
た
め
、
曳
山
の
舞
台
に
は
舞
台
後
見
の
み
座
っ
て
い
る
。

一
番
山
の
春
日
山
は
囃
子
方
が
「
戻
り
山
」
を
演
奏
す
る
な
か
、
二
一
時
五
〇

分
頃
に
御
旅
所
を
出
発
し
た
。
二
二
時
一
〇
分
曳
山
が
山
蔵
に
納
め
ら
れ
た
。

二
番
山
の
月
宮
殿
は
囃
子
方
が
「
獅
子
」
を
演
奏
す
る
な
か
、
二
一
時
五
六
分

御
旅
所
を
出
発
し
た
。
二
三
時
三
〇
分
頃
曳
山
が
翌
日
一
回
目
に
狂
言
が
お
こ
な

わ
れ
る
岩
崎
席
の
前
に
到
着
し
た
。
囃
子
方
は
落
ち
着
き
の
曲
と
し
て
「
ナ
ナ
シ
」

を
演
奏
す
る
。
か
つ
て
戻
り
山
は
角
を
止
ま
ら
ず
に
勢
い
よ
く
曲
が
り
観
客
に
喜

ん
で
も
ら
っ
て
い
た
が
、
月
宮
殿
は
平
成
二
三
年
の
祭
り
直
前
ま
で
曳
山
の
修
理

を
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
、
曳
山
の
扱
い
が
さ
ら
に
丁
寧
に
な
り
、
勢
い
よ
く
角

を
曲
が
る
こ
と
な
ど
は
な
く
な
っ
た
。

三
番
山
の
青
海
山
は
囃
子
方
が
「
戻
り
山
」
を
演
奏
す
る
な
か
、
二
二
時
過
ぎ

に
御
旅
所
を
出
発
す
る
。
二
二
時
二
五
分
、
相
生
会
議
所
手
前
の
駐
車
場
で
曳
山

を
停
め
た
。
な
お
、
戻
り
山
の
と
き
は
、
囃
子
部
が
遊
び
で
シ
ャ
ギ
リ
を
「
戻
り
山
」

か
ら
「
豊
公
楽
」
に
か
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
平
成
二
三
年
に
は
そ
れ
は
な
か
っ
た
。

四
番
山
の
諫
皷
山
は
囃
子
方
が
「
戻
り
山
」
を
演
奏
す
る
な
か
、
二
二
時
八
分

に
御
旅
所
を
出
発
し
た
。
途
中
「
戻
り
山
」
の
テ
ン
ポ
が
上
が
り
、
曳
行
の
ス
ピ
ー

ド
も
上
が
っ
た
。
徐
々
に
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
て
き
て
、
「
戻
り
山
」
の
途
中
で

入
る
「
チ
ョ
イ
ナ
」
と
い
う
合
の
手
を
「
ヨ
イ
サ
」
や
「
諫
皷
」
に
し
て
遊
ぶ
。

合
の
手
の
と
き
に
は
提
灯
を
持
ち
あ
げ
て
雰
囲
気
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
。
山
蔵

に
入
れ
る
と
き
は
若
い
衆
が
「
ソ
レ
！
ソ
レ
！
」
と
急
か
す
よ
う
な
掛
け
声
を
上

げ
る
。
二
三
時
一
七
分
曳
山
が
山
蔵
に
納
め
ら
れ
る
と
、
囃
子
方
は
落
ち
着
き
の

曲
と
し
て
「
奉
演
間
」
を
一
段
吹
く
。
囃
子
方
は
最
後
ま
で
吹
き
終
え
る
と
、
喜

び
の
声
を
上
げ
た
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
を
し
て
喜
び
合
っ
て
い
た
。
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戻り山（月宮殿）  町内に戻る（平成 23 年 4 月 15 日 21:56 撮影）

戻り山（諫皷山）  曳山の後ろでシャギリをする囃子方。学校
帰りの子もいる（平成 23 年 4 月 15 日 22:16 撮影）

第
一
七
項

　

 

御
幣
返
し

御
幣
返
し
の
儀
は
、
四
月
一
七
日
に
八
幡
宮
へ
御
幣
を
返
す
行
事
で
あ
る
。

午
前
八
時
ま
で
に
各
山
組
は
八
幡
宮
に
到
着
し
、
幣
殿
に
て
御
幣
を
本
殿
に
返

納
す
る
。
返
納
し
た
順
に
自
町
に
戻
る
。


